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    　放課後、いつものごとく部室に行くと、そこにはすでに第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かがいた。


    　ようやく入部してくれた唯ゆい一いつの一年生、モルドバからの留学生アリーナ・チェリビダッケの姿はないようだ。結局、ふたりきりか……。


    「アリーナは？」


    「取材に行ってるよ。アリーナちゃんが体験する日本の伝統工芸ってコーナーやってもらおうと思って。あの子、勇ゆう樹きよりもよっぽど優秀だよ」


    　彩香は僕を一切見ることなく、そう答えた。彩香の視線はちゃぶ台の上に置かれたノートＰＣをじっと見つめたままだ。生返事でもチクリと僕への嫌みを入れてくる。


    「アリーナにぴったりのコーナーだね」


    「でしょ。日本語も猛勉強してるし、すごく偉いの。かわいいし。しばらくはそっちに専念してもらうから、お悩み相談コーナーはいつものメンバーでやってね」


    　彩香は相変わらず、ＰＣから目を離さない。


    　音声から察するになにやら動画を見ているようだが……。


    『なぜですか？　部員はみんな、頑張ってるんですよ。こんな予算じゃ粉ポカリも買えないですよ！　粉ポカリなしで、どうやって水分補給をすればいいんですか！』


    　ＰＣの画面に映る男子、どうやらウチの生徒のようだ。


    　音割れせんばかりの大音量で切々といかに自分が懸命に部活動を行おこなっているかを訴えている。


    「甘い！　香か織おりに情に訴えても無駄。これは悪あく手しゆだね」


    　彩あや香かはモニターを睨にらみつけながら、聞こえるはずのないダメ出しを男子生徒に向かって送る。


    　いったいなんの動画を見ているのやら……。


    　彩香の肩越しにモニターを見つめ続ける僕。彩香はようやく視線を向けると、手て短みじかに自分が見ている動画について説明をしてくれる。第一新聞部と放送部が合同で立ち上げた、校内向けの新番組らしい。


    　番組名は『全部見せます！　会長のお仕事』。その驚くほど工夫のないタイトルが示すとおり、生徒会長・白しら河かわ香織の仕事っぷりを生配信でお届けする番組だ。


    　まさに生徒会長べったりの第一新聞部らしい企画。そして番組内でも人気のコーナー、それが、『生公開！　部費決定ショー』だ。考えた人間の判断力を疑うほど工夫のないネーミングのとおり、各部の部長が登場して香織に対して部の頑張りをＰＲし、次学期の部費を決定するコーナーらしい。


    「たしかに僕たちは弱いかもしれない。でもサッカーを愛する気持ちは誰にも負けないつもりです。頑張ってるんです！」


    　サッカー部部長らしい男子生徒は審判にファウルをアピールするかのような大げさな身振り手振りを交えて、自みずからのサッカー愛を香織に向かって説いている。しかし、その熱意は香織の心証にいささかの影響も与えていないように見える。


    「その愛する気持ちとやらが結果につながっていないのはどういうことなのです？　最近十試合の戦績が０勝９敗１分。ここからどうやってあなた方の努力を感じればいいのですか？」


    　香織は手にしていた資料に目を落とすと、威圧するかのように大きく脚を組み替える。


    　そのひとつの動きだけで場の空気を自分のものにしてしまった。


    　サッカー部部長の額ひたいからひと筋の汗が流れ落ちる。


    「が、頑張ってますよ！　ただ相手が強かっただけです。半端ないんす。後ろからのボールめっちゃトラップしてくるし！」


    「あなた方もめっちゃトラップしなさい！」


    「トラップ難しいんだって！　できてたまるか！　ボールって丸くて弾はずむんだぞ！　手で触っちゃダメなんだぞ！」


    　サッカー部部長は立ち上がり、いまにも香織に摑つかみかからんばかりだ。


    　その様子をノートＰＣの画面で見ていた彩香は大きくため息を漏もらした。


    「……あーあ、逆切れだ。なにやってんの」


    　どうやら、彩香はサッカー部部長に一いつ矢し報むくいてほしかったようだが……。残念ながらその思いは届きそうにない。


    「口でかなわないなら、その鍛きたえた脚で蹴けり上げてやりなさいよ！　ほら、いまだっ！　お尻しりを蹴り上げろ！　香織のしょうもない尻をトーキックしてやるのよ、無回転でどっかの右隅に蹴けりこんでやれっ！　削けずれ！　そこかしこ削っちゃえ！」


    　彩あや香かはバンバンとちゃぶ台を叩たたきながら、うら若き女性としてはかなりはしたない野や次じを飛ばし続けている。まさか部室でフーリガンに遭そう遇ぐうするとは思わなかった。


    　しかし彩香の熱烈すぎる応援も、当然ながらモニターの向こうには届かない。


    　サッカー部部長は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、必死に成績不振の弁明を繰り返す。そしてその姿を虫けらでも見るような目で見つめる香か織おり。


    「私は生徒会長として部活動にも平等に接し、応援しております。ですが、その平等とは全部活動横並びの平等ではありません。各部の熱意、活動の結果に応じて平等に接することが、真の平等だと思っております。ですので、サッカー部のみなさんの頑張りに応じた評価を下すことがほかの部活のためにも必要なことなのです」


    「そ、それは……もしかして……」


    　自みずからの部の運命を悟って、サッカー部部長の顔が青ざめる。


    「サッカー部の来学期の部費は50パーセントダウンとさせていただきます。いかがでしょうか？　ご賛同いただけます？」


    　香織は非常な宣告とは裏腹にはじめて笑え顔がおを見せる。


    　冷ややかではあるが、魅惑的な笑顔。それに呼応して、画面上に一気にコメントが流れる。


    　ほぼすべてが賛同の意見。そして香織の美しさを讃たたえるコメント。さらには求婚のコメントすらある。約一件「尻しりを蹴られて、死んでしまえ」とのコメントがあったが、これは彩香が先ほど書き込んでいるのを目視で確認した。つまりごく一部を除いて、ほとんどの生徒が香織に心酔しているということだ。


    「部費は50パーセントダウンとさせていただきますが、一種の期待の表れだと思っていただきたいのです。私はあなたに危機感を持っていただきたいの。そうすれば絶対にトラップとやらができると信じているから。だから私はあえて厳しく接しているのです。それはわかっていただける？」


    　香織はそう言うと、先ほどまでの厳しさがウソであるかのように、優しく微笑ほほえみかける。その笑顔に照れくさそうな表情を浮かべているサッカー部部長。


    　モジモジしてなんだかうれしそうだ。もう粉ポカリは買えないというのに……。


    「会長、俺おれ、頑張ります。絶対にトラップをして、会長の期待に応こたえます。オフサイドのルールもちゃんと覚えてみせます！」


    　サッカー部部長がそう宣言すると、誰からともなく温かい拍手が巻き起こる。


    　まさに大団円。めでたし、めでたしといった雰ふん囲い気きだ。


    　しかし画面越しにそれを見つめる彩香の表情には一切のめでたさはない。むしろ怒りに身体からだを震ふるわせている。


    「なんで、こんなのをみんな許しちゃっているわけ？　こいつも部費半減でなにヘラヘラ笑ってるのよ！　みっともない。そんなんだからボロ負けするんだよ！　辞めてしまえ！　監督出てこい！」


    　彩あや香かはまるで負けが込んだクラブチームのサポーターのように荒れている。


    「こんな部長だから弱いんだよ。これが中東だったら一発で更こう迭てつされているよ。バスをフーリガンに取り囲まれてしまえ！　もしくは本場ブラジル風に豚の生首投げ込まれてしまえ！」


    　しかし彩香の罵ば詈り雑ぞう言ごんは当然ながら香か織おりには届かない。


    　画面の中では、スタジオから香織が悠々と退場していく。


    　交代して入ってきたのは第一新聞部、部長のよしたかだ。どうやら司会進行を担当しているらしい。


    「お楽しみいただけたっすか？　さて来週の『生公開！　部費決定ショー』は小声部の部費を決定するっす。そして再来週のターゲットは第二新聞部、いろいろと問題のある部っすから、とんでもない厳しい裁定が下るかもしれないっすよ。これは見み逃のがせないっす。じゃあ次回も香織っちゃお！　待ったねーっす！」


    　よしたかのあんまり訴そ求きゆう力りよくのなさそうな両手バイバイで番組は終了する。


    　来週は小声部、再来週は第二新聞部か……。


    　えっ!?　僕たちもこれに出なきゃいけないの？


    「さっき第一新聞部から出演依頼が来た。これは学校公式の行事だから、もし欠席したら部を潰つぶすって脅おどしつきで。だから、これを見てたってわけ」
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    　彩あや香かは汚けがらわしいものを見たと言わんばかりに渋じゆう面めんをつくって、勢いよくノートＰＣを閉じる。


    　そして、そのやり場のない怒りの矛ほこ先さきは、残った僕へと向けられるのだった。


    「勇ゆう樹き、なんとかして！」


    「なにを……」


    「だから『生公開！　部費決定ショー』で香か織おりをコテンパンにする方法を考えてってこと！」


    「それは……、難しいんじゃないかな。向こうのホームだし、もし出るしかないんだったら、その場ではことを荒立てずに、部費の削減をなるべく阻止するくらいしか……。少なくとも番組中はおとなしく、反抗的な態度をとったりせずに」


    　僕は正直に自分の考えを述べる。熱くなる気持ちはわからなくもないけど、あの場で会長に勝てるわけがない。


    　しかし僕の考えはまったく彩香のお気に召さなかったみたいだ。


    「なんでそんなに弱気なの！　そもそもおかしいと思わないの？　こんな横暴な真ま似ねしておいて、なんで香織が讃たたえられるの！　意味がわからない」


    　ますますヒートアップしている彩香。バシバシとちゃぶ台を叩たたきながら僕を焚たきつける。


    「それを僕に言われても……、まあ、それが現実だから」


    「なんでそんなに冷静なの！　なぜ怒りに打ち震ふるえていないの！　香織への憎しみで血の涙を流していないの！」


    「いや、ほら比較的冷静な性格だから」


    　ご機嫌斜めの彩香にはこの返答も気に入らなかったようで……、


    「違う！　勇樹はメガネに精神を乗っ取られてるの！　自分がメガネかけてるから、いつのまにかクールなキャラだと思い込んでるだけ！　メガネに支配された悲しい男なんだよ！」


    　もはや暴論としか言いようのない意見で僕を焚たきつける。とにかく僕にも同じくらい憤いきどおりを感じてほしいみたいだ。


    「メガネから心を解放しなさい！　メガネのレンズで蓋ふたをされた熱い気持ちを解き放つの！　心をレーシックするの！」


    「……意味がわからないし、僕は十分に心を解放しているつもりなんだけどな」


    「そんなことない、勇樹はメガネをかけてると思い込んでるけど、むしろメガネが勇樹をかけてるってこと！　むしろ本体はメガネ！」


    「初対面だったら、名誉毀き損そんで訴えるレベルなんだけど……、で？　なにがさせたいの？」


    　彩香が無理やり僕をあおるときは決まってなにか僕にさせたいのだ。


    　僕の問いに対して彩香の答えはなかった。「わかってるじゃない」と言わんばかりに目くばせをすると、おもむろにペンを取ると、原稿用紙になにやらしたため始める。


    　さっきまであんなにまくしたてておいて、なぜ急に黙る。


    　まったく、横暴で、自分勝手。基本的な性格が香か織おりと似ている気がする。だからこそいがみ合っているのかもしれない。


    　僕がそんなことを考えているうちに、彩あや香かは一気に原稿用紙一枚近い文章を書き終え、それを僕の胸へと突き出した。

  


  
    【相　談　１「勝ちたい人がいます」】


    
      三年　二に階かい堂どう 彩香

    


    　私にはある大嫌いな人がいます。そのある人はとても横暴で、自分勝手。それでいて地位があります。なんとかしてそのある人にひと泡吹かせてやりたいのですが、なぜかそのある人は人気もあり、直接文句を言ってもむしろこちらが悪者にされてしまいそうです。


    　どうにかして香織の弱点を探して、突破口を見つけないと、あの忌いま忌ましい部費決定ショーで私たちの部費を大幅削減してくることは目に見えています。第二新聞部の部費はただでさえ最低ランク、これ以上、部費を減らされては部が立ちゆかなくなります。私は勇ゆう樹きのゲームソフトをすべて売り払いたくはないのです。部費決定ショーまであと二週間しかありません。みんなで香織をやっつけて、部費を死守する方法を考えてください。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：会長だけを見ずに生徒会をひとつの有機体として考えるのだ。
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    ふ　み：駆く虎こ吞どん狼ろうの計です。敵の敵を利用するのです。
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    いくみ：見たら弱点くらいわかる。会長の弱点はこめかみだよ！
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    絵　美：新しい自分に生まれ変わるの。


    そのためにゲームには犠ぎ牲せいになってもらうの。

    

  


  
    　というわけで、彩あや香かからの相談は香か織おりの弱点を知りたいとの内容だった。憎たらしさが前面に出てしまったのか、途中までは名前を伏せているものの、最終的には思いきり実名になってしまっている。だったらはじめから実名で書いたらいいのに……。


    　それはさておき、部費決定ショーで第二新聞部の番になったら、彩香の予想どおりに確実に部費の削減を狙ねらってくることは確実だろう。


    　なにせ新聞部がふたつあり、その片方が生徒会にべったりなのだ。あまりにも分ぶが悪すぎる。なんとかしないといけないことは間違いないのだが……。


    　だからといって、部費を減らされたら僕のゲームを売ることが決定事項になっていることには納得しかねる！　そして美術系の回答者・村むら上かみ絵え美みにいたっては部費を減らされなかったとしても僕のゲームを売るつもりのようだ。


    「絵美、なんで僕のゲームを売ろうとしてるの？　そもそも売ったってたいしたお金にならないからね」


    　しかし絵美は悲しげな表情で大きく首を横に振る。どうやら絵美の意図と違うらしい。


    「違うの。ゲームを売るか売らないかは大事じゃない……。これは儀式。儀式を通して、死と再生を体験するの。死を体験することでみんなの気持ちをひとつに……」


    「ごめん。なに言ってるのかさっぱりわからないよ」


    「だから、儀式なの。すべての儀式は生と死のメタファーなの。生まれ変わって戦う自分になる……そのために赤あか松まつさんのゲームを…………焼くの！」


    　絵え美みはそう言うと、僕に向かって力強くうなずくが……。


    「焼く!?　売るんじゃなかったの？」


    「売るくらいじゃ生ぬるいの！　炎こそ、死と再生の儀式にふさわしい。勝利を誓うの。燃え盛るゲームと漫画を囲んで」


    「待て、待て。いつのまにか漫画まで燃えてるし」


    「あと、布ふ団とんは水浸しにするの」


    「なんで！」


    「つまり……儀式には生いけ贄にえが必要なの……大切なものを捧ささげて、誓えばきっと力が出るの。そういうことなの」


    　伝えるべきことを伝えられたと思ったのか満足げな笑みを浮かべている。


    「つまりもなにも、うちの家財を破壊しないでもらえるかな」


    　不思議と彩あや香かのゲームを売る提案がまっとうに思えてきてしまった。


    　僕は絵美の意見を強制的に却きやつ下かして、別の意見を聞くことにする。


    　もっと建設的かつ具体的な意見は……


    「こんなの簡単だよ。はい、はい、はい！」


    　まるで小学生のように挙手したのは体育会系の回答者・鈴すず木きいくみだった。


    　ゴールデンウイークが明けても相変わらず元気いっぱいだ。　


    「私くらいになると、すぐに弱点を見抜くからね。ズバリ、こめかみだよ。絶対に会長はこめかみが弱点。こめかみに五発叩たたき込めば倒せるよ」


    　こちらがあてるまでもなく自慢げに自説を語り始める。いくみの意見はまさにシンプル。もはや文明の香りがしない。


    「ちなみにパンチで五発、ハイキックなら二発でいけるよ！」


    　いくみはさっそく立ち上がって、自みずからハイキックの演舞を実演してみせる。左脚でローキックを見せ、足下に意識を集中させての右ハイキック。まっすぐに伸びた脚が、香か織おりのこめかみがあるであろう高さを綺き麗れいに通過していく。


    「ハイキック一発目で退学の可能性大だが……」


    　いくみの模範演技を冷ややかな目で観察していた理系の回答者・遠えん藤どう梨り乃のがいくみを一いち瞥べつしてぼそりと呟つぶやく。


    　まあ、梨乃が指摘するまでもなく、ハイキックで仕留める案は却下なのだが、いくみはまったくひるまない。


    「ややこしいこと考えるから負けちゃうんだよ。向こうが権力で脅おどしてきてるんだから、こっちがちょっとこめかみを蹴けるくらいは許されると思うよ！」


    「許されるわけがないではないか。ハイキックの時点でどこが〝ちょっと〟なのだ」


    「じゃあ、梨り乃のはどうやって倒すのさ」


    　いくみは寸止めするように、もっとも高く脚が上がった状態でぴたりとハイキックを止めると、梨乃を睨にらみつける。


    「そもそも、いきなり生徒会長を倒そうとするのは無む謀ぼうと考える。まずはたくさんいる取り巻きたちをどうにかするしかない」


    「なるほど、まずは取り巻きのこめかみを……」


    「違う。暴力の話ではない！」


    「じゃあ、なんの話なのさ」


    「いかに生徒会長の権威を減少させるかの話なのだ。仮に会長のこめかみにハイキックを命中させても、生徒会長としての権力は揺らぐことはない。生徒会長の権威をもたらしているのはむしろ周囲の取り巻きたち、その取り巻きたちの力を奪うことこそが生徒会長の力を奪うことにつながるのだ。会長だけでなく全体をひとつの組織として考えなければいけない。生徒会をひとつの細胞だと考えると会長は核、副会長たちはリボソームや粗そ面めん小しよう胞ほう体たいのようなものなのだ」


    　梨乃は自分の考えを生物学的なたとえを交えて熱心に語るが、しかし、いくみにはその熱心さが逆効果だった。


    「梨乃のたとえはさあ、逆にわかんなくなるんだよ。たとえの意味ないじゃん。もっと別のものにたとえてもらえるかな」
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    　どっしりとあぐらをかいて、堂々たる腕組み。むしろ梨り乃のの説明が悪いと言わんばかりの態度だ。


    「別の……、会長を中ちゆう枢すう神経系だとしたら、副会長たちは末まつ梢しよう神経系……」


    　たしかに梨乃の説明はわかりづらい。


    　ますますいくみの顔がしかめ面つらになる。


    「わかんないよー。もう、うまい棒でたとえてもらえるかな？」


    　そう言うと、いくみは一本のうまい棒を梨乃に手渡す。……めんたい味だ。


    「……生徒会をうまい棒だとすると……会長はうまい棒本体……副会長はこのなにかにそっくりなキャラクターだろうか……」


    「うまえもんね！　そうか……、会長がうまい棒なら、副会長はうまえもんか……。なるほど……、全然わかんないね！」


    「自分でうまい棒でたとえろと言ったのではないか！」


    　さっそく、梨乃といくみがいがみ合っている。いつものこととはいえ、本当に相性が悪いふたりだ……。


    「まあ、まあ、まだ相談がスタートしたところなんだから、もっと朗ほがらかに、仲良く、みんなで意見を出し合おうよ。じゃあ、ほかの意見も聞いてみよう」


    　僕はふたりをなだめつつ、ふみに話を振る。


    「みなさんはこんな話を知ってますか？」


    「知らないよ！」


    　さっそうと断言するいくみ。


    「いくみさん。早いです！」


    「だって、なんか知らなさそうな感じがしたから。知らないよ！」


    「これは枕まくら詞ことばじゃないですか。これから話しますから。三国志の時代の話です。みなさんは駆く虎こ吞どん狼ろうの計をご存じですか？　いえ、知ってるかどうかではなく、これから話すときの調子を整えるために聞いているだけで、本当に知っているかどうかは関係ないです。いまから話しますから」


    　ふみは少しやりにくそうに話し始める。


    「三国時代、曹そう操そう配下の軍師荀じゆん彧いくが考えた計略で、袁えん術じゆつ、劉りゆう備び、呂りよ布ふの三勢力を争わせることを目的としたものです。劉備には朝廷が袁術を討とう伐ばつするよう命じていると伝え、袁術には劉備が南なん陽ようを占せん拠きよしようとしていると伝え、そして呂布には劉備と袁術が争っている隙すきに劉備の城を奪ってしまえと……」


    「ちょっと、思ったよりずっと知らない話なんだけど、これは知らなさすぎだよ。無理、無理！」


    　ふみの話をいくみが途中で止めてしまう。信じられないと言わんばかりに首を左右に振っているが……、いくみ、自分をなんだと思ってほしいんだ。


    「どこかわかりにくかったですか？」


    「まず名前！　なにその変な名前、覚えらんないから。まったく、その時代の人たちも困ったと思うよ。お前、名前なんだっけって」


    「いくみさんがなじみがないだけで、その時代の人は困ってないと思いますが……」


    「ふみも梨り乃のもわかってないんだよ。自分の話がどれだけわかりにくいか」


    「そ、そんな……。私の話が梨乃さんの話とおんなじくらいわかりにくかったなんて……」


    「ふみも私のたとえがわかりにくいと考えていたのか！」


    　ショックを受けるふみの隣で梨乃がショックを受けている。


    　そしてその隣にはまったく罪悪感を覚えていないいくみ。むしろ元気づけようと、ふみの背中をぽんと叩たたいて笑え顔がおを見せる。


    「とりあえず名前変えれば大丈夫！　そーそーは覚えやすいから、それ以外の人は全員名前変えて！」


    　ふみはいまひとつ納得していないようだが、いくみの勢いと笑顔に押されてうなずいてしまう。


    「では荀じゆん彧いくは……」


    「谷たに繁しげにしよう」


    「ほ、本当にわかりやすくなってますか？」


    「なってるよ。ほら、ほかもみんな変えちゃおう」


    　いくみはふみの不安などまったく気にしていない。無理やりペンを持たせて、名前置換表を作らせる。


    「では改めて、駆く虎こ吞どん狼ろうの計の説明を……。三国時代、曹そう操そう配下の軍師谷繁が考えた計略で、堂どの上うえ直なお、ルナ、ドアラの三勢力を争わせることが目的です。ルナには朝廷が堂上直を討とう伐ばつするよう命じていると伝え、堂上直にはルナが若手寮『昇竜館』を占せん拠きよしようとしていると伝え、そしてドアラにはルナと堂上直が争っている隙すきにルナの家を奪ってしまえと……むしろわかりにくいですよ！」


    「谷繁……やるなあ。さすが二千本打ってるだけある。ルナはいつのまにか家をドアラに乗っ取られて、ビビったろうね」


    　いくみだけは非常に納得した様子でうんうんと何度もうなずいているが……。中日ドラゴンズの選手たちに迷惑な理解の仕方だ。


    「本当にわかっていただけたのか、不安で仕方がないですが……、とにかく、生徒会長を別の人間と争わせて、こちらへの敵意を逸そらすという狙ねらいです」


    　いくみがドラゴンズに置き換えさせたせいで逆にわかりにくくなってしまったが、とにかくそういうことらしい。


    「ふむ。生徒会長の敵となりうる存在となると……」


    　梨り乃のはふみの意見を悪くないと思っているのか、小さくうなずいている。


    「やはり、ネガティブキングの矢や野のさんでしょうか？」


    　ネガティブキングの矢野。この学校のネガティブな生徒を束ねている存在。いったいどれくらいの支持者がいるのか、どれくらいの権力があるのかすべてが不明の謎なぞの存在。わかることは、逆らうとネットに悪口を書かれ、首から下をヌードにすげ替えた画像をアップしてくるなど、報復が姑こ息そくであることだけだ。


    　どうやら、ふみの意見は結局わかりにくくなったたとえ話を飛ばすと、矢野君が率ひきいるネガティブ軍団と生徒会を争わせ、その中で生徒会長の弱点を見抜くってことらしい。なんだか机き上じようの空論の臭においがぷんぷんする。実じつ践せんするとなると、これは難しいだろう。


    　とりあえず、この意見は保留にして、先ほどいくみに腰を折られてしまった梨乃の意見に戻ることにする。


    「それで梨乃の意見なんだけど、有機体と捉とらえてどうするのかな？」


    「まずは副会長たちに接触して、情報収集をするべきなのだ。そして、生徒会長についての情報を集めると同時に、忠誠心の低い副会長を探し出す」


    「彼を知り、己おのれを知れば百戦危あやうからず、ですね。さすが梨乃さんです」


    　ふみがパチパチと拍手をして梨乃の意見を讃たたえる。


    　どうやら、梨乃の意見を今回は採用する流れになりそうだ。


    　問題は具体的にどうやって自然に副会長に接触するかだが……。


    「新聞部であることを利用してアンケートなどはどうでしょうか？」


    　ふみが僕の考えを察したかのように具体的なプランを提案してくれる。梨乃とふみが協力してくれると話がとんとん拍びよう子しに進む。


    「じゃあ、まずはアンケートを作って、副会長たちから情報収集するってことでいいかな？」


    　ほかのメンバーも特に異論はないようなので僕はさっそくアンケートの作成に取りかかることにする。


    



    　かつては九く文もん学園の生徒会副会長は会長に次ぐポストとして、ほかの学校と同じく公正に選挙で選ばれていたらしい。しかし香か織おりが会長になると副会長は会長の指名によって任命されるポストへと変更され、人数も一名だったはずが、徐々に増加し、いまでは副会長が何人いるのかすら把握できない。香織への忠誠心が高く、優れた体格の生徒が次々と副会長へと任命され、事実上、会長の親衛隊のような存在になってしまっている。一説によると男子生徒の10パーセント以上が副会長らしい。


    「なるほど、これなら実に自然に生徒会長の弱点が聞き出せますね」


    　ふみは僕が急いで作った偽にせアンケートを一読して満足げな笑みを浮かべてくれる。


    



    　緊急アンケート～副会長に聞きました～


    



    ・生徒会長の好きなところは？


    ・生徒会長の嫌いなところは？


    ・生徒会長にプレゼントするなら？


    ・生徒会長の弱点と言えば？


    ・生徒会長のチャームポイントは？


    ・自分だけが知っている生徒会長の秘密。


    



    　もちろん知りたいのは弱点と秘密だけなのだ。普段は香か織おりに絶対の忠誠を誓う副会長たちだが、アンケート形式にすれば自然に香織のネガティブな面も聞き出すことができる。そんな作戦なのだが……。


    「じゃあ、みんなで手分けして弱点を聞き出そうぜ！　じゃあ、また一時間後ね」


    　いくみがアンケート用紙を何枚か手に取ると、真っ先に部室を飛び出していく。五人で手分けすればそれほど時間もかからず、かなりの情報が手に入るはずなのだが、果たしてうまくいくだろうか……。


    　僕は自分の持ち場である三年生たちの教室を回る。


    　副会長を見つけるのは非常に簡単だった。誰もが生徒会から与えられた副会長のバッジを誇らしげにつけている。


    　やはり心酔する生徒会長についてのアンケートだからだろうか、拍ひよう子し抜けするほど副会長たちは素直にアンケートに答えてくれる。


    　むしろ問題は心酔しすぎていることだ。肝心の弱点について、「そんなものは存在しない」「香織様は完全無欠であります」「あまりに美しすぎること」など役に立ちそうもない回答ばかりが返ってきてしまう。会長の秘密にいたっては「実は自分のことを特別に目をかけてくださっている」などともはや危ない妄もう想そうに近い回答だ。


    　時間は刻々と過ぎ、すでに部室に戻る約束の一時間が経過しようとしている。申し訳ないことに、僕のアンケートからは有力な情報は得られなかった。ほかのメンバーに期待するしかない。


    　僕が部室に戻ると部室にはいくみの姿があった。


    　頑張ってくれたようで、首筋にほんのりと汗が光っている。


    「さすが、アンケートにすると自然にいろいろ聞けちゃうね」


    　いくみは満足げにそう言うと、アンケート用紙の束を僕に戻してくれるが……。


    　なんだかくしゃくしゃになっているものが非常に多い。破れているものや、赤黒いシミが……これ、血じゃないか!?


    「ねえ、いくみ、本当に自然な感じで聞けた？」


    「え、なんで？」


    「なんだか、激しく争った痕こん跡せきが……それに回答も『く、くそ、死んでも会長を裏切らんぞー！』って、なんだか断だん末まつ魔まみたいになってるんだけど……」


    「ちょっとは揉もめたかもしれないけど、ちゃんとハイキック一発で仕留めたよ」


    　どうやら首筋に光る汗はアンケートの回答を求めて走り回ったからではなく、格闘によるものらしい。


    「それで、なにか会長の弱点は見つかった？」


    「会長はわからないけど、副会長たちもみんなこめかみが弱点だったよ」


    　いくみは自慢げに胸を張っているが……。そもそもこめかみをハイキックされるのが弱点じゃない人はいない。とはいえ、もうハイキックを決めてしまったんだから仕方ない。あんな屈強な体格の副会長たちとやり合って怪け我がしなくてよかった。香か織おりの情報はほかのメンバーに期待しよう。


    



    　いくみの次に部室に戻ってきたのは梨り乃のだった。


    　僕といくみを一いち瞥べつすると、なにも言わずちゃぶ台の前へと腰を下ろす。


    「ねえ、どうだった？」


    　いくみの問いにも答えない。情報収集の大切さを説いていた張本人のはずだが、これは嫌な予感しかしない。


    「ねえ、ねえ。なんで目を合わせないのさ。もしかしてサボってたの？」


    「なんでもない。それにサボってなどいない」


    　梨乃はアンケート用紙をちゃぶ台の上に提出するが……。


    　回答が書かれているのは一枚だけ、それも梨乃の字だ。


    



    ・生徒会長の好きなところは？


    　容姿をさかんに褒ほめている様子。


    ・生徒会長の嫌いなところは？


    「非常に厳しい性格なので気をつけねば」と言っているような態度。


    ・生徒会長にプレゼントするなら？


    　プレゼントどころか命すら捧ささげると言わんばかりの目つき。


    ・生徒会長の弱点と言えば？


    「仮にあっても自分たちがカバーするぞ」と言いたげな着こなし。


    ・生徒会長のチャームポイントは？


    「もうすべてがチャームポイントだ！」と断言するかのような髪型。


    ・自分だけが知っている生徒会長の秘密。


    「秘密を教えてもらえるようになるまで頑張るぞ」と言いそうな日差しの具合。


    



    　なんだよ！　態度とか着こなしとか……。明らかに誰にも話しかけていない。


    「あーっ、梨り乃のサボったね？」


    　いくみは自分のことは棚に上げて梨乃に詰め寄る。


    「サボってなどいない！　ただ……」


    「ただ、なにさ、これはサボった人のアンケートだよ」


    「本当にサボっては……」


    「いやっ、サボった。そして私と一緒だ」


    　がっしりと梨乃の肩を抱くいくみ。おそらく仲間としての親愛の情を表しているのだろうが、サボったのはいくみだけだ。


    「そうではない……その……一般的に人見知りと言われる現象が発生して……」


    　梨乃はいくみの腕の中でひたすら身を小さくしている。


    　情報分析の大切さを十二分に理解している梨乃だったが、残念ながら、その理解を凌しのぐ人見知りが発動してしまったようだ。


    　本格的にしょんぼりとしている梨乃に対していくみはなぜかうれしそうだ。


    「わはは、なんだぁ、かわいいヤツめ。相変わらず恥ずかしがり屋さんだな」


    　いくみは梨乃の肩を抱き寄せたまま、荒々しく揺さぶる。


    　普段であれば嫌がるところだろうが、すっかり意気消しよう沈ちんした梨乃はいくみにされるがままだ。


    「こんな不正確なデータを私が……、これは、本来の……」


    　言葉にならない言い訳をぶつぶつと呟つぶやいている。


    　まあ、正直なところ梨乃が人見知りなのはわかっていたことだ。理論までが梨乃の仕事、残りの部分はほかのメンバーに期待しよう。


    



    「お待たせしました」


    　次に部室へと戻ってきたのはふみだった。


    「さすが会長に忠誠を誓っているだけあって、なかなか口を割りませんね」


    　ふみはふぅと小さく息を吐き出すと、胸に抱えていたアンケート用紙と映画のチケット、そして缶ジュースと花束を下ろす。


    　手紙、花束？


    「あれ？　なにこれ？」


    　いくみもふみの所持品が激増していることに気がつく。怪け訝げんな顔で栄養ドリンク系の缶ジュースを見つめている。


    「いえ、これは……『アンケート大変ですね』って差し入れで飲み物を……」


    「じゃあ、これは？」


    　いくみは続いてチケットを指さす。


    「その……『アンケート大変ですね。終わったら映画でも』って……いただきました」


    「これは？　これは？」


    「その……『アンケート大変ですね。終わったら結婚してくれ』と……」


    「なにプロポーズされてるのさっ！　勝手にモテてるんじゃないよ！」


    「私に言われましても……」


    「アンケート中にモテるの禁止！　もはやサボりだよ」


    「なにが〝もはや〟なのですか！　サボってません！」


    「いや、これはサボりっ！　サボりの一種だよ。だってアンケートが全然じゃん」


    　いくみが指摘するとおり、ふみのアンケートは回答がほとんど埋まっていない。


    　埋められた項目もふみを褒ほめ称たたえる内容ばかりで、とても有用な情報とは言えない。


    「そ、それは……そのみなさん、いろいろ誘ってくださるのを、丁てい寧ねいにお断ことわりしていたら、ほとんど時間が……」


    　きっとふみは頑張ってくれたのだろうが、梨り乃のとはまた別の理由でアンケート調査に向いていないようだ。


    　ふみもダメだったとなると、絵え美みにかけるしかないが……。


    



    　絵美の帰りは随分と遅かった。ふみが戻ってきてからゆうに一時間は待っただろうか。


    「……お待たせなの」


    　戻ってきた絵美はなんだか疲れているようだった。髪型も出かける前に比べて若じやつ干かん乱れているようにも見える。


    　どうやら随分と頑張ってくれたようだが……。


    　絵美は「ふぅ」と大きなため息をつきながら、自分のアンケート用紙を手渡してくれる。


    　アンケート用紙がつながっている。


    　テープですべて張り合わせて、大きな一枚にしてあるのか……。そしてその大きな一枚の裏面に描えがかれた抽象的な絵画。


    　なにか巨大な渦に巻き込まれ、もがき苦しむ男たちの姿が描かれている。


    「まとめると……こういう感じだったの」


    　アンケートの印象を一枚の絵にしたためないでもらえるかな……。


    「迫力は伝わってくるんだけど、正直意味がわからないよ」


    「……意味を考えちゃダメなの。……感じるの」


    　いやいや、アンケートは意味を考えるものでしょ。感じてどうすればいいんだ。


    　とにかく、アンケートはこれで終了。残念ながらまったく有力な情報を得ることはできなかった。さてどうするか……。


    「赤あか松まつさん。なかったことにしましょう！」


    　ふみが僕の肩にそっと手を置くと、優しい笑え顔がおでそう言い放った。


    「そうだね。アンケートなんてなかったよ！」


    「そうなの……なかったの」


    「うむ。なかったのだ」


    　なんだか、過去をもみ消す方向で一致してしまっている。


    「よし、今回はふみの意見、なんとかの計をするヤツを採用だ！」


    　いくみがさわやかな笑顔でそう宣言する。


    　こうして、アンケートは失敗どころかなかったことになり、矢や野の君と生徒会を争わせることになったのだが……。


    



    　翌日。僕たちはネガティブキング矢野君と会うために、旧校舎を訪れていた。


    　すでに校舎としては使用されておらず、本来許可のない立ち入りは禁止されているのだが、矢野君は旧校舎の教室のひとつを自分の拠きよ点てんとして勝手に使用しているのだ。


    　矢野君は教室の一番奥、窓際の席に座っていた。


    　窓から差し込む西日がスポットライトのように矢野君を照らしている。


    　どうやら携帯型ゲーム機に興じているようで、勇ましいＢＧＭが矢野君の手元で鳴り響いている。


    「やあ、第二新聞部のみなさん。お待ちしてましたよ」


    　矢野君が携帯ゲーム機をいったん停止させると、教室は急に静かになる。どうやら僕たちが来ることを事前に察知していたようだった。


    「なんで知ってたのさ？」


    　いくみの問いに答えたのは矢野君の側そばに立っていた部下風の生徒だった。


    「矢野さんのネガティブ情報網を舐なめないでもらいたい。この学校で誰が誰の悪口を言っているのか、誰が先生に怒られたのか、誰が誰にフラれたのか、ほとんどリアルタイムで知ることが可能なんだ」


    　悪口だとか、フラれたとか、ネガティブな情報ばかりじゃないか……。さすがネガティブ情報網だ。


    「さて、いきなり結論で悪いけど、僕は生徒会とは争わないよ」


    　矢野君の整った顔に怪しい笑みが浮かぶ。


    　おそらくネガティブ情報網で僕たちの動きも摑つかんでいたのだろう。完全に情報戦では勝ち目がないようだ。


    「あの、もしよかったら理由を教えてもらえませんか？　そこまでの情報網を持っていれば、生徒会長の攻略方法も……」


    　ふみは自分の計略が失敗に終わったことを気にしてか、少し気落ちしているようにも見える。


    「アンケートで会長についていろいろ調べたつもりでしょうが、あなた方は肝心なことをわかってない」


    「それはいったい……」


    　ふみの様子を見て、矢や野の君はなんとも愉快そうに喉のどの奥でくくくと笑う。


    「やれやれ、じゃあ、ひとつクイズを出しましょう」


    「やだ！」


    　ふみの代わりに即答したのはいくみだった。


    「…………生徒会長の極めて重要な秘密についてのクイズですよ」


    「やだ！」


    「いくみさん。なぜ断ことわるのです」


    　ふみがあわてていくみに耳打ちする。


    「だって、急にクイズとか偉そうじゃん。そういう人のクイズには答えないよ！」


    「たしかに少し感じ悪い気もしましたが、矢野さんはちょっともったいぶっているだけなんで


    す。ああいったタイプの方ってクイズ形式にしがちじゃないですか」


    　ふみが懸命に矢野君のフォローをしているが、残念ながらフォローになっていない。


    「うむ。おそらく普段も『今日すごいことがあったんだよ。なんだかわかる？』みたいなことを言ってしまうタイプなのだ。クイズくらいつき合ってやるべきなのだ」


    「悲しい人なの。自分で自分の話のハードルを上げて……」


    　梨り乃のと絵え美みも続いてフォローをするが……、残念ながら、全部矢野君に聞こえてしまっている。西日に照らされた矢野君の肩が小刻みに震ふるえている。


    　どうやら相当ショックを受けているようだ。


    　一方のいくみはみんなにとりなされてようやく話を聞く気になったようで、矢野君へと向き直ると、堂々と宣言する。


    「そっか、わかったよ。じゃあ、クイズ出していいよ！」


    「もういい！」


    　ほんの少し前まで余裕たっぷりの笑みを浮かべていた矢野君だったのに、いまではじっと机の隅を見つめて……すっかり気分を害してしまったようだ。


    「なにスネてんのさ。クイズ出したかったんでしょ。答えてあげるからさ」


    　いくみには他人のこまやかな心の動きを察知する機能は搭載されていない。


    「会長の秘密、それは……あの偉そうな態度だよ」


    　よほど恥ずかしかったのか、矢や野の君はクイズを出すことなく答えを披露した。


    「どこが秘密なのさ。誰でも見たらわかるよ」


    　いくみの言葉に矢野君はチチチと舌打ちしながら人さし指を振る。一番イラッとくる否定の仕方だ。


    「違うね。あの偉そうな態度は、ただの偉そうな態度じゃない。あれは……ものすごく偉そうな態度だ」


    　矢野君は間をたっぷりと取ってそう断言した。


    　しかし誰からも反応はない。あまりのことに全員がぽかんとしている。


    「ははは、ポカーンかい。大丈夫。慣れているから僕は気にしないよ。なぜか僕が話すとみんなそんな感じになる。だが、長なが台詞ぜりふを喋しやべらせてもらうよ。よく聞くがいい。まず態度というものの重要性についてだ……」


    　矢野君の話は本当に長かったので割かつ愛あいしまとめさせていただく。


    　矢野君によると人間は損得や論理で動いているように見えるが、実のところほとんどの場合は場の空気に流されている。そして、その場の空気をつくっているのが人の態度。人間は話の内容ではなく、話者の態度によってその話を信用したり、逆に信用しなかったり、感動したり、馬ば鹿かにしたりする。つまりは態度こそが、人間の判断に決定的な影響を与えるのだ。


    「つまり生徒会長の秘密、それは生まれ持っての態度の達人であるってことなのさ。そしてこの学校は会長の態度に支配されている状態なんだ。いわば生まれながらの態度使いなのさ」


    　矢野君の話にはやたら長いこと以外にもひとつ気になる点があった。


    　態度の達人？　いったいなんのことだ。


    　すでにいくみは完全に飽きて、窓の外をぼんやりと眺めているが、これは詳しく聞いておくべきだろう。


    「態度使いってどういうことですか？」


    　僕の問いに矢野君は十分すぎるほどタメをつくってから応こたえる。


    「それについて話すにはなぜ僕がネガティブキングになれたのかを話さなければいけないな」


    　矢野君は昔を懐なつかしむように遠い目をしながら、自分の生い立ちについて語り始めた。


    　あまりにも話が長いので割愛するが、矢野君が語ったのは、僕たちの人生相談によって立ち直って以降の矢野君のストーリーだった。


    　相談によって、元気を取り戻した矢野君は心身の健康を取り戻すために散歩を始めたらしい、そして散歩の途中である男に出会ったのだった。


    「それが、態度使い、マスター・有あり馬まとの出会いだったのさ。マスター・有馬はすぐに僕の才能を見抜いて、僕に態度術を教えてくれた。そして厳しい修しゆ行ぎようの末、態度術を身につけたのさ」


    　矢野君はそこまで話すと、ワザとらしく目を細めて窓の外を眺める。


    　厳しい修行もいまでは懐なつかしい。そんな感情を表現したいのだろうか……。


    「態度術……。それはどんな術なのですか？」


    　ふみはまさに矢や野の君の期待に応こたえるような反応をしてくれるが、残念ながらほかのメンバーはすでに興味を失ってしまっていた。


    　矢野君よりもずっと先に窓から風景を眺めるいくみ、梨り乃の、絵え美み。もはやほぼ全員が窓の外を見ている状態だ。しかし矢野君は夢中になって話を続けている。


    「まあ、態度を意図的に変化させ、敵を力ではなく、精神的に屈服させる武術みたいなものさ。まあ百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずだね。特別サービスだ。やってみせようじゃないか」


    　そう言うと矢野君はすっと席を立ち、一歩前へと進み出る。


    「ふうううぅうう……」


    　腹式呼吸で大きく息を吐き出す矢野君。足を肩幅に開いて、脇わきを締める……。


    　いったいなにをするつもりなんだ……。


    「おい、そっちの人たち！　なぜ見ていない」


    　矢野君はついに自分よりも窓の外を見ている人のほうが多数派であることに気がついた。


    「ちょっと待って、いま、いいとこなんだから、たぶんあの男子、告白するよ」


    　どうやらいくみたちは告白しようとしている男子生徒を見ているらしい。


    「そんな知らない人の告白はどうでもいいだろ。こっちこそ、まさにいいとこなんだ！　こっちを見ろ」


    　矢野君はそう言うと、もう一度、腹式呼吸をやり直す。大きく息を吸って、吐き出す。また大きく吸って、ゆっくりと息を吐き出した……。


    　そのときだった。矢野君の態度が一変する。


    　言葉では表現しづらいが、なんだかいけ好かない感じなのに、それでも口答えなどしてはいけないような。実態はよくわからないけど、なんだかすごい人っぽい態度。不思議と自分の劣れつ等とう感かんを刺激されている気分になる。


    「これが、僕が身につけた態度術〝洋楽に詳しげな男ロツキング・オン・マニア〟の態度さ」


    　なるほど……。たしかに僕の受けた印象は洋楽に詳しい人に一方的に洋楽の話をされたときのそれに似ている。よくわからないけど、なんだか負けてる気分だ。


    「洋楽に詳しそうな男が持つ態度を分析して、精密に再現したのが、この〝洋楽に詳しげな男ロツキング・オン・マニア〟だ。どうだい、興味もないのに友達に連れられてフジ・ロックフェスティバルに迷いこんでしまった気分になったろ？」


    　そんな経験がないので、よくわからないけど、たぶんそんな気持ちになった。


    「なぜだか不思議と自分が劣おとっている人間のような気分になりました」


    　矢野君は僕の感想に満足げにうなずく。


    「そうだろう。この態度を使って相手に名めい状じようしがたい敗北感を与え、僕はこの学校のネガティブ界の頂点に立つことができたのさ」


    　相談を受けたときはあんなに自信なさげだった矢や野の君が再会したときにはまるで別人のようになっていて驚いたものだが、こんな理由があったのか。


    「ねえ、その術で会長を倒してよ」


    　いくみは矢野君の背中をばしんと叩たたくと、非常に単たん刀とう直ちよく入にゆうな依頼をする。さっきまでまったく興味を示していなかったくせに。


    「それは無理だね。残念ながら洋楽に詳しげな男ロツキング・オン・マニアの態度は初心者用の態度術だから。あの傲ごう岸がん不ふ遜そんで自信満々、生まれ持ってのカリスマである会長には通用しないだろうね」


    「なんだよ。あんなに偉そうだったのに。使えないなあ」


    「それは違うな。態度術も武術と同じ、使う人の熟練度によって役に立つときも立たないときもある。あの会長とやりあうつもりなら、もっと高度な態度を身につけるべきだね」


    「初心者のくせに偉そうに」


    「黙れ！　もう一度食らえ、〝洋楽に詳しげな男〟の態度！　オルタナティブロックについて小一時間語られたあとの気分にしてやる！　ガレージロックリバイバル！」


    　再び繰り出される態度術。


    　いくみはもろにその直撃を受ける。……すごくげんなりしている。まさに全然興味のない話　題を一時間連続で得意げに話されたときの精神的ダメージだ。


    「君たちには、以前世話になったからね。ひとつアドバイスを贈ろう。マスター・有あり馬まに会うべきだ。それしか生徒会長に対抗する方法はない」
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    　矢や野の君は態度術による疲労からだろうか。少し息を切らしながらそう締めくくる。


    　しかしその言葉ははっきりと聞こえていたはずなのに、僕たちの心までは届かない。矢野君自みずからが発した嫌な感じの態度によって、話を聞く気が失うせていたのだった。


    



    　六月ということもあってか旧校舎から出てきても、まだ日は高く、日没までは十分な時間を残していた。


    　随分と長い間、旧校舎の中で過ごしていたと思ったが、どうやら矢野君の話が長いせいでそんな体感になっただけのようだ。


    「どう思う？　矢野君の話」


    　僕の問いに、なかなか返事は返ってこない。


    　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話だったために、みんな少し戸惑っているようだ。


    「非科学的すぎて、信じるには値あたいしない」


    　梨り乃のの表情はどこか悔くやしそうだった。おそらく矢野君の態度術を見たとき、僕と同様になにか不思議なものを感じてしまったのだろう。映像で合気道の達人が少し触っただけで、どんどん人を投げ飛ばしているのを見たときと似た印象を受けてしまった。


    　やっぱり梨乃と同様、信じることはできないが……。


    　ほかのみんなもあれをどう考えていいのか判断がつかないようだ。


    　合気道だって、一切知らずに見たら魔法のように見えるだろうし……。


    　ふみはどう思っているのだろうか？


    「赤あか松まつさん。なかったことにしましょう」


    　ふみは優しい笑え顔がおでそう言い放った。


    　こうして、彩あや香かからの相談へ僕たちはなんら具体的な解決策を見いだすことはできなかったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　生徒会長の弱点を探るべく、副会長たちにアンケート調査を行おこない、それと同時に通称ネガティブキング、矢や野の君とも接触しました。


    　残念ながら、両方ともこれといった成果はありませんでした。


    　しかし僕はこれで諦あきらめたわけではありません。必ずや部費決定ショーで香か織おりとやり合って、部費を死守する方法を見つけたいと思います。


    　ですので、僕の私物を売る計画だけはやめていただきたい。そう考えています。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「会長はわからないけど、副会長たちもみんなこめかみが弱点だったよ」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　学校の集会で校長と理事長の話が長すぎます！　どのようにしたら時間が早く感じられるでしょうか？


    
      （Ｓｋｙこうた）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    相談者が光速に近い速さで移動すれば、一瞬で数年が経過する。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    目上の方のお話はしっかり聞いたほうがいいですよ。


    そもそも（ふみの話が長いので略）。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    組み体操を思い出すんだ！


    後ろの人に全体重をかけてもたれかかる。楽だよ！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    率先して倒れて保健室に行くの。


    


    

  


  
    【相　談　２「高校選びで迷っています」】


    
      ぶるがりあ

    


    　私は今年、受験生なのですが、どの高校に行けばいいのかまったくわかりません。先生たちは「行ける高校じゃなく、行きたい高校を選べ」と言いますが、正直「ここに行きたい！」と思う高校もありません。


    　高校選びはなにを一番重要視したほうがいいと思いますか？　よろしければアドバイスをいただきたいです。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：学習環境に決まっている。
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    ふ　み：いろいろな体験ができそうな学校を。
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    いくみ：家からの近さ。
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    絵　美：校門のペンキの塗り具合。


    


    

  


  
    　結局矢や野の君からも怪しい情報しか得られず、部費決定ショーで香か織おりに勝つ方法はお預けとなった。成果が出ないからといって焦あせっても仕方ない。なにはともあれ、いつもどおりのお悩み相談だ。


    　今回の相談は高校選びについて。回答もおそらくそれぞれ自分が高校を選んだ理由を書いてくれているのだろう。


    「絵え美みさん。そんな理由でこの高校を選んだのですか！」


    　ふみは絵美の回答を見て、目を丸くしていた。


    　たしかに高校選びの基準としては意外すぎる。


    「……色みとペンキのハゲ具合が絶妙だったの。感じたの。これなら……くぐれるって」


    　絵美はさも当たり前のように真顔で言うが……残念ながら誰の共感も得られていない。梨り乃のもいくみも啞あ然ぜんとしている。


    「……でもおかげでこうやって絵美さんと出会えたのですから、門に感謝ですね。今度みんなでじっくり見てみましょうよ」


    　その空気を察してか、ふみがあわててフォローするが、


    「久しぶりにじっくり見たら……そうでもなかったの」


    「飽きちゃったんですか……」


    　残念ながら本人にフォローされるつもりがなかった。端はなから他人に自分の考えを理解してもらおうという気がないのかもしれない。その圧倒的な自我の強さ。ちょっと憧あこがれてしまう。


    　そして絵え美みに並んで他人にお勧めするには問題のある高校選びをしているメンバーといえばいくみだ。


    　学校が近いからか……睡眠大好きないくみらしい答えではあるのだが……。


    「やっぱ時間を有効に使わないとね。タイム・イズ・なんとかだからね」


    　知らないなら言わなきゃいいのに……。しかし本人は自分の意見に自信満々だ。


    「そもそもいくみがなぜこの高校にいるのか疑問なのだが。そこまで入試が簡単でもないはずなのだ」


    「梨り乃のさん。失礼ですよ」


    　ふみは小声でたしなめるが、いくみはちっとも気にしていない。


    「そこなんだよね。中学の先生にも止められたんだけどね。しかも試験の日に熱が出ちゃってさ。逆にそれがいい結果につながったよね」


    「逆に？」


    「そう、逆にね」


    　梨乃は怪け訝げんな顔をしているが、いくみの中では納得の「逆にね」らしい。


    「普段は絶対解けない問題だったんだけど、熱で逆にね。あと消しゴム忘れちゃってさ。それで書いた答え消せなくなっちゃんたんだけど……、逆にね」


    「だから逆になんなのだ！」


    　梨乃がどれほど問いただしても「逆にね」ばかりで結局、明確な理由が述べられることはなかった。おそらくなぜ奇跡的にテストの点がよかったのか本人ですらわからないのだろう。


    「まあまあ、いくみの入試はいまは関係ないから。梨乃はどうやって高校を選んだの？」


    「私は……正直高校は大学へのつなぎだと考えているから、どこでも。勉強は自習すれば問題ないのだし……、ただ一般的にはやはり学習の環境が整った高校を選ぶべきだと思う。次に大学などがあるのだから、十分に成績を上げて、選択肢を増やすことが重要だと思う」


    　理路整然として反論しようのない意見に思えるが……、しかし、この意見にふみが異論を唱える。


    「梨乃さんの考え方も一理あると思うんですけど、せっかく高校を選ぶのにその先ばかりを考えていてはもったいないんじゃないでしょうか？　一度しかない高校生活なのですから、いろいろ体験して心を豊かにするべきだと思うんですよ」


    「……しかし、まずは勉強が本分なのだ」


    「梨乃さんは大学で生物の勉強がしたいんですよね。そのように明確に将来の目標があれば、それもわかるのですが、まだ将来の目標が定まってないとしたら、やっぱりまずはいろいろ体験して、新しい発見をすることが大事だと思うんです」


    「うむ……。まあ、そういう考え方もわからなくもない……」


    　ふみの意見に思わずうなずく梨り乃の。今回の相談についてはふみの意見が優勢なようだ。


    「相談者の方も、自分の心を豊かにする体験ができそうな学校を選ぶべきだと思うのです。将来の夢を持てるような学校を」


    「つまりは近い学校ってことだね」


    「いくみさん。それは違います！」


    「ペンキの塗り具合……」


    「絵え美みさん。それも関係ありません」


    　ふみの意見にすかさず乗っかろうとするふたりだったが、さすがに無理がありすぎた。


    「高校生活でなくても、常に新しい体験をすることは大事だと思うのです。新しい経験をさせてくれる環境こそがいい環境なんじゃないでしょうか」


    　ふみはそう自分の意見を締めくくると、緊張をほぐすかのように豊かな胸に手をあてて大きく息を吐き出した。


    　どうやら今回の回答は「新しい体験がたくさんできる学校を選ぶ」で決まりになりそうだ。


    　そして、毎度、ほぼ大たい勢せいが決してから余計なことを言い出すのがいくみだ。


    「よしっ！　そういうことなら、私たちもいろんな経験をしないとね。なんかしようぜ！」


    　いくみは勢いよく拳こぶしを天井に向かって突き上げ、そう宣言するが……、なんかってなんだ。まさに勢いだけとはこのことだ。


    　しかしふみはそんないくみの話をうんうんとうなずきながら聞いている。


    「そうですね。人にアドバイスをするならやはり私たちも新しい経験をするべきですね。なにをするんですか？」


    「それは赤あか松まつが考える！」


    　なぜだか急に僕の下もとへパスが！　いくみは相変わらず自由奔ほん放ぽうな会話っぷりだ。こっちはまだこのパスを受け取る態勢ができていなかったのに……。新しいことを経験か、いったいなにを……。


    　梨乃、ふみ、いくみ、絵美、みんなの視線が僕に集中している。この会話をさらに別の人にパスするのは難しいか……、そうだ、アリーナがいた！


    　たしか彩あや香かに振られて、この界かい隈わいで体験できる日本の伝統についての記事を作っているはずだ。モルドバから来たアリーナの視点で日本を見る企画ではあるが、実際のところ普通に生活していると、日本人でも日本の伝統に触れる機会は少ない。僕たちがその取材に参加させてもらってもきっと新しい体験ができるはずだ。


    



    　さっそくアリーナにメールすると、すぐに部室へと顔を出してくれた。


    　美しい金髪に青い目。その天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおのせいか、一学年下なだけなのだが、かなり幼おさない印象を受ける女の子だ。


    　僕たちの顔を見ると、深々とお辞儀をしてくれる。その姿がまたあどけない。


    　さっそく僕はアリーナの取材に同行したい旨むねを告げる。


    「みなさん手伝ってくれるのでーすか。ありがたく存じまーす。幸こう甚じんでーす」


    　アリーナは僕たちの取材同行の依頼に、覚えたてであろうあんまり使わない日本語で快かい諾だくしてくれた。


    　元々は部員の人数合わせのために入ってくれたアリーナだが、日本語の練習になることと、新聞部の取材の名めい目もくがあるといろいろと普段はできない体験ができるらしく、積極的に記事作りに参加してくれているらしい。


    「それで、アリーナはなにか予定してたこととかあるのかな？」


    「ありますともー。これです。これ体験したいでーす」


    　アリーナはそう言うと、慣れない手つきでスマートフォンをタップする。


    　しばらくしてブラウザ上に目的のサイトが表示される。


    



    　日本の伝統　純カチューシャ作り体験


    



    　室町時代よりカチューシャを作り続ける、華か忠ちゆう園えん二十八代目、華忠萌もえ五ご郎ろうが古来の技法で作るカチューシャ作りを優しくお教えします。


    　純カチューシャは自然由来の材料だけを使い、ひとカチュひとカチュ丁てい寧ねいに手作りしております（カチューシャは正しくは一カチュ、二カチュと数えます）。現代の大量生産されたカチューシャよりも肌はだに優しく、断然萌もえます。また使えば使うほど風合いが出てきますので、母から娘へと代々受け継いでいくことが可能です。


    　ぜひみなさんも知られざる日本の伝統工芸、『純カチューシャ作り』を体験してみませんか？


    



    「これは……偽にせ伝統工芸では……」


    　スマートフォンを覗のぞき込んでいたふみが小声で呟つぶやく。日本が誇る伝統工芸に触れることを期待してキラキラと目を輝かがやかせているアリーナ。その期待に水をさすのが申し訳ないようだ。


    「そんなことないでーす。きっとすごい伝統ありまーす。みてください。この顔。これは立派な人の顔でーす」


    　アリーナはサイトに掲載されている、二十八代目、華忠萌五郎の画像をみんなに見せつける。


    　作さ務む衣え姿に、白髪交じりの長髪、たくわえられた口ひげ。いかにもないでたちだが、それがかえって怪しい。


    「カチューシャって、誰がどう考えても日本のものではないと思うのだが。ロシア語だろうか」


    　梨り乃のの非常に妥だ当とうな指摘もアリーナはぶんぶんと首を振って、真っ向から否定する。


    「そんなことありませーん。カチューシャ、ロシアの人の名前ですが、日本独自のヘアバンドです。このサイトによると、室町時代に日本に漂流したオシャレな娘、カチューシャさんの髪飾りに着想を得て作られたアイテムなのでーす。カチューシャさんは二百五十歳まで生きたと言われまーす」


    　アリーナは調べた純カチューシャについての情報を熱心に語ってくれるが、……語れば語るほど怪しさが増していく。


    「もう少し有名な伝統工芸にしませんか？　江戸風ふう鈴りんとか陶芸とか……、どれも体験教室があると思いますよ」


    　ふみはアリーナの苦労を察してか優しく代案を示してくれるが、しかしアリーナは思ったよりも頑かたくなだった。


    「ダメでーす。ふみさんのアイディア、ベタすぎでーす！　キャッチーじゃないでーす。置きにいったアイディアでーす」


    　アリーナは顔に似合わず案外手厳しかった……。彩あや香かの影響でも受けているのだろうか。


    「でも、伝統工芸って無難なものでは」


    「ダメったらダメでーす。カチューシャじゃなければ、ここ行きたいでーす」


    



    　地獄風鈴作り体験


    



    　げっ、げげげ、地獄風鈴を作り続けて三か月、伝統をいまに引き継ぐ地獄堂の店主、地じ獄ごく谷だにふさえでございます。粗悪！　げげ、失礼これはただの口くち癖ぐせでございます。風鈴とは本来自分の家の軒のき先さきに吊つるして楽しむものでございますが、こちらの地獄風鈴は嫌いな人の家に吊すものでございます。げげっげーっ！　黒板を引っかいた音とも、猫の断だん末まつ魔まとも評される音ね色いろ。人じん糞ぷんに極めて似通った形状。さらにはことさら手を切りやすい材質と三拍びよう子しそろったまさに地獄の名に相応ふさわしい一品。夏の風ふ情ぜいを吹き飛ばし、近所づき合いに嫌な寒さむ気けをもたらすことげげ合いでございます！　そんな地獄風鈴作りをあなたも体験してみてはいかがですが。


    



    「地獄風鈴！　日本の文化、奥が深いでーす」


    　アリーナは楽しげに自分のスマートフォンに表示された地獄谷のサイトをみんなに見せて回るが……見せられた順にメンバーの表情が曇っていく。


    　またしても地獄谷。どんなキーワードで検索しても出てくるのか……。粗悪なサービスばかりなのにＳＥＯ（検索エンジン最適化）対策だけばっちりなのか。


    「……アリーナさんがそれほどやってみたいなら、カチューシャですかね」


    「そ、そうだな。カチューシャになにか日本の伝統工芸の要素がある可能性も微び粒りゆう子しレベルで存在する気も……」


    　ふみと梨り乃のは完全に地獄谷のサイトを見たことを記憶の中から抹まつ消しようしようとしている。


    「やっとわかってくれーましたかー！　ニンージャ、サムラーイ、カチューシャでーす」


    　アリーナは上機嫌だが、ほかのメンバーは口角だけを上げた貼はり付いたような作り笑いを浮かべている。


    　地じ獄ごく谷だによりはマシ。これだけの理由によって我々は非常に胡う散さんくさい伝統工芸、純カチューシャ作りに挑戦することになったのだった、


    



    　その週の日曜日、相談者に新しい体験をすることのすばらしさを伝えるべく、僕たちはカチューシャ作り体験へと参加していた。


    　純カチューシャの華か忠ちゆう園えんは学校からバスで十数分ほどの距離にあった。


    　住宅街に混じってひっそりとたたずむ工房。住居と工房を兼ねているようで、『純カチューシャ・華忠園』と書かれた木製の看板がなければ、通常の住宅と見分けがつかなかったかもしれない。


    「学生さんですか。よく来ましたね」


    　華忠萌もえ五ご郎ろうは画像で見るよりずっと温和な印象の男性だった。カチューシャとはいえ職人、厳しい人を想像していたのだが、穏やかな笑え顔がおで僕たちを工房へと招待してくれる。


    　工房は小学校の図画工作室に似た体裁だった。板張りの床ゆかに木製の大きな作業机、そして雑然と置かれた工具の数々。僕のような[image: ]作に関してなんのセンスも持ち合わせていない人間でも、なにか作りたくなる環境ではある。


    「そもそも純カチューシャは室町時代末期、出で羽わの国の海岸にひとりの美しい娘さんが流れ着いたことから……ちょっと！　なにしてるの！」


    「それは前に聞いたの！　作る。カチューシャを！　私の魂たましいをカチュらせるのっ！　いや、むしろカチュられる！　カチュり、カチュられなのっ！」


    　絵え美みが説明を一切聞かずにカチューシャ作りを開始してしまっている！　作業机の上に用意されていた体験用カチューシャ制作キットを勝手に手に取ると、猛烈な勢いで切ったり貼ったりを始めている。


    「これこれ、やる気は買うが、カチュるのはまだ早い。まずはカチューシャの部位の説明を……この台座となる部分を私の一派では……」


    「黙ってるの！　いまイメージが膨ふくらんできたところなの！　うおおおっ！」


    「これ、娘さん。『うおおっ！』じゃなくて、この台座の部分を私の一派では三み日か月づき根こんと……危なっ！」


    　名称の説明を受けたばかりの三日月根が華忠先生の顔近くを飛び去っていく。絵美が投げつけたのだ。普段はどちらかと言うとおとなしい絵美なのだが、[image: ]作活動中は非常に危険な生き物になる。


    「なにをするんだ。ダメじゃないか！　娘さん。三日月根を投げることは、我が一派では決闘を意味する……聞かんか！」


    「すみませんっ！　ちょっと変わった子なんで。申し訳ないですけど、自由にさせてあげて、もらえないでしょうか」


    　僕はあわてて華か忠ちゆう先生をなだめて、ほかのメンバーに教えてもらうようお願いする。なんとか絵え美みから注意を逸そらさないと、大変なことになってしまいそうだ。


    「カチューシャ作りは礼儀に始まり、萌もえを挟んで、礼儀に終わる。それくらい礼儀に厳しいもの。勝手に作業を始めるなど、言ごん語ご道どう断だん」


    　なおも怒りの収まらない華忠先生は力ずくでも絵美の作業を止めようとしている。


    「まあ、まあ、落ち着いてくださーい」


    　華忠先生の怒りを鎮しずめたのはアリーナだった。


    「先生、私に教えてくださーい。日本の伝統知りたいのでーす」


    　キラキラと目を輝かがやかせて華忠先生を見つめるアリーナ。その日本文化への好奇心に満ちたピュアな瞳ひとみに華忠先生の表情もほころんでしまう。


    「日本の伝統。そ、そうだった、よし、お嬢さんに、日本のものづくりの粋すいを体験してもらおうじゃないか」


    　絵美を除いた僕たち五人にようやくカチューシャの材料が配布される。


    「純カチューシャの世界ではリボンタイプ三年、メイドタイプ五年、ネコ耳カチューシャは一生と言われている。まずはリボンのついたカチューシャが基本とされているのだ」


    　華忠先生はたくさんのリボンが入った[image: ]とうのカゴを作業台の上に置く。


    　大小様々、デザインもいろいろそろっているようだが……、カゴを見つめるいくみの表情が冴さえない。リボンを摘つまみ上げては小さく首を横に振る。


    「えー、ネコ耳がいい。ネコ耳作りたい！」


    「だからリボン三年だと言ってるではないか」


    　せっかく鎮まった怒りがまたも首をもたげてしまっている。


    「別に体験だからいいでしょ。ネコ耳、ネコ耳」


    「ネコ耳は、弟子になって最低五年、真しん萌もえ試験に合格しないと無理なの！」


    「ケチ。ケチ。さては、おじさんも作れないんでしょ。ネコ耳」


    「作れるわい。超萌えるやつ作ったろうか！　これは秘密だけど、ウチの流派には本物のネコの耳を使った古流本ネコ耳だってあるんだからな！　見せてやろうか！」


    　いくみに挑ちよう発はつされて、随分と物ぶつ騒そうなことを言い出してしまってるし……古流本ネコ耳。三しや味み線せんじゃないんだから……とにかく絶対に見たくない。


    　とにかくいくみと絵美にペースを乱されっぱなしの華忠先生だが、当のいくみは華忠先生の怒りをまったく気にとめてもいない。


    「まあ、いいよ。じゃあ、みんなで大会ね。一番かわいいカチューシャ作った人が優勝！　おじさん審査員ね」


    　自分が怒らせた華か忠ちゆう先生をいくみは平然と審査員に任命してしまう。


    　これまでありとあらゆる先生に叱しかられてきたいくみ。もはや相手が怒っていることなど、日常なのだろう。啞あ然ぜんとしている華忠先生にかまうことなく、いくみはどんどん勝手に話を進めてしまう。


    「じゃあ、じゃあ、ビリの人が優勝した人の言うことをなんでも聞くことね！」


    　なんとも雑な企画の大会ではあるが……、


    「ふふ、いくみ、無む謀ぼうな勝負を。理系の正確な技術力をもってすれば、かわいいカチューシャなど容易なのだ」


    　さっそく梨り乃のがその勝負を受けてしまう。相変わらず負けず嫌いだ。


    「文系的センスだって、かわいいカチューシャには必要なはずです！」


    「体育会系の握力をなめてたら痛い目に遭あうよ」


    「シュテファン大公譲ゆずりのセンスをお見せしまーす！」


    「うぉおおおっ！　カチュる！　私の心をカチュらせる！　ぬおおおおお！　まだまだカチュれる！　さらにそこから逆にカチュられる！」


    　大本命の美術系が[image: ]作意欲を爆発させすぎ絶賛錯さく乱らん中ちゆうのなか、かわいいカチューシャ作成大会は開始される。


    「その純カチューシャでは接着剤も姫ひめ糊のりという米から作った接着剤で……、そのリボンも着物の端は切ぎれを……聞いてないか……」


    　先生の解説は完全無視でそれぞれ一心不乱にリボンやフリル、造花などを土台の部分に接着していく。いくみも脇わき目も振らず、カチューシャ作りに没頭している。


    「ぷっ、ぷっぷっ、くすっー！」


    　残念ながらいくみの集中力は長くは続かなかった。やっぱり脇目を振ってしまった。


    　梨乃の手元をちらちら見て、これ見よがしの忍び笑いを繰り出している。


    「いくみ、な、なにがおかしいのだ」


    　たしかに梨乃が作っているカチューシャはお世辞にもかわいくない。


    　造花とふわふわのフリルとリボンで構成されているはずなのに、なんだか印象が硬いのだ。不思議なことにヘッドホンの一部にすら見える。


    「べ、別に、くすくす！　勝った。くすーっ！」


    　しかし笑っているいくみのカチューシャもなかなか酷ひどい。とにかく過剰にデコレーションしすぎだ。びっしりとカチューシャに貼はり付けられた花がむしろ気持ち悪い。


    「それでよく勝利宣言できる。ショウジョウバエの染せん色しよく体たいにそっくりではないか」


    「なにをっ！　梨乃のなんか私がイタズラしたしたときに、おじいちゃんに叩たたかれたあの棒に似てるよ！」


    「なんなのだ、その棒は！」


    「ヒザを叩たたくあの棒だよ！　ヒザの皿が割れそうになるのでおなじみの棒！」


    「そんな棒はおなじみではない！　体罰ではないか！」


    「ヒザを叩かれないといけないイタズラもあるんだよ！」


    　なぜか叩かれた側のいくみが体罰の正当性を主張している。おそらくよっぽどのイタズラを繰り返してきたんだろう。


    　相変わらず相性の悪いふたり、なおもお互いの作品をなじり合っている。


    　いつもであればふみが止めるのだが、今回は先に動いたのはアリーナだった。


    「みなさーん。仲良くやりましょーよ。〝和をもって尊とうとしとなす〟ですよー」


    　後輩でかつ留学生にたしなめられてしまうとは……。


    　相当恥ずかしいはずなのだが、いくみはちっとも堪こたえていない。


    「おー、難しい言葉知ってるね。なにそれ？」


    「最近勉強しましたー。仲良くしましょーってことでーすよ。あと〝身ぐるみ剝はいで山に埋めちまえ！〟も覚えました」


    　アリーナ、なぜそれを覚えた！　いったいどんなシチュエーションで使うつもりなんだ？　山賊にでもなるつもりか？


    「偉いね。勉強してんだね。それでアリーナちゃんのカチューシャは？　ぷぷっ！　ぷぷぷっ！　なんか派は手でだね」

  


  [image: ]


  
    　いくみの言うとおりアリーナのカチューシャは色使いが日本人離れしていた、青、黄色、赤のリボンを三つ並べて配置して、なんとも大胆なカラーリングだ。


    「なんで笑うのでーすか！　モルドバの国旗の色です。青は空を、黄色は穀こく物もつを、赤は独立のための戦いを表しているのに！」


    「ごめん。ごめん。ぷっ、くすーっ」


    「いくみさーん！　身ぐるみ剝はいで山に埋めますよ！」


    　アリーナが学習したての日本語をさっそく使用した！


    「ちょっとみなさん、騒々しいですよ。ちゃんとやりましょうよ」


    　これまで揉もめる三人をちらちら横目に見つつも自分の作品に集中していたふみだったが、ついに痺しびれを切らしたようだ。


    「そういうふみはどんなの作ってるのさ？」


    　いくみがふみの手元を覗のぞき込む。


    「…………」


    　いくみはただただ無言でふみのカチューシャを見つめていた。憂うれいとも、戸惑いとも、悲しみとも取れる微妙な表情。


    　ふみの作品はカチューシャというより、冠かんむりのように見えた。三国志の時代の軍師などがつけていたような冠をイメージしているのだろうか……。器用に作ってはあるが、残念ながらかわいくはない。いくみも同じ思いなのか、ただ無言でふみの力作を見つめている。


    「いくみさんっ！　なにか感想を言ってくださいよ」


    「……おっぱい大きいね」


    「カチューシャについてコメントしてください！　もういいですけどっ！　みなさん、せっかく新しい体験をしているのですから真剣にやりましょう。真ま面じ目めに楽しく、体験して、少し大人になるんです。そしてその経験を相談者に伝えるんです」　


    　まるでお母さんのようなふみのお小言にようやくいくみもおとなしくなる。


    　カチューシャ制作再開。


    　もはや匙さじを投げかけているせいか、いくぶん投げやりではあるものの華か忠ちゆう先生も折に触れて、制作の手伝いをしてくれる……。


    　最初にカチューシャが完成したのは僕だった。自慢ではないが、手先はそれなりに器用なのだ。続いて梨り乃の、ふみ、アリーナ、そして最後にいくみも自分のカチューシャを完成させる。


    「やあ、いいもんだねえ。はじめての体験って」


    　もっとも現場に混乱をもたらしていたいくみが一番清すが々すがしい笑え顔がおを浮かべている。この笑顔の天てん真しん爛らん漫まんなかわいさのせいで許せてしまうのが、本当にズルい。


    「よし、では約束どおり、私が審査をさせてもらいましょう」


    　華か忠ちゆう先生は全員の作品ができあがったのを確認するとそう宣言した。もはや忘れかけていたが、いくみの発案で誰が一番かわいいカチューシャを作ることができるか競争をしていたのだった。


    「では作品を見せなさい。[image: ]業四百八十年華忠園えん二十八代目華忠萌もえ五ご郎ろうがしかと見定めさせてもらおう」


    　作業台の上に並べられる、それぞれのカチューシャ。それを見つめる華忠先生の目も別人のように鋭するどくなっている。まるで獲え物ものに狙ねらいを定める猛もう禽きん類るいのようだ。由来は非常に胡う散さんくさいとはいえ、長くカチューシャを作り生なり業わいとしている男、プロフェッショナルの迫力を感じる。


    「うむ、ではみなさんカチューシャをつけなさい」


    　華忠先生はひと際重々しい口く調ちようでそう言った。


    「つ、つけるのか……」


    　梨り乃のは赤面しているが、カチューシャを作ったのだから普通はつける。


    　厳しい華忠先生の視線にさらされながら、それぞれが自分のカチューシャを装着する。


    　梨乃の無機質機械的カチューシャ。いくみのお花びっしり不気味カチューシャ。アリーナのモルドバ国旗カチューシャ。ふみのじんわり微妙なカチューシャ。


    「君、なにをしている。さっさとつけないか」


    　突とつ如じよ僕を叱しつ責せきする華忠先生。僕も？　僕もつけないといけないのか？


    　華忠先生は厳しい表情のまま早くしろと、顎あごをしゃくってみせる。どうやら本気のようだ。


    　……仕方がない。僕は自分で作ったカチューシャを装着する。


    　僕の姿を嘗なめ回すように観察する華忠先生。


    　正直なところ、出来はほかのメンバーに比べてかなりいいはずなんだが……。


    「バカもん！　まったく萌もえんわ！」


    　華忠先生の怒声が響き渡る。


    「男なんですから仕方ないでしょう」


    「言い訳無用！　カチューシャは萌えるか萌えないか、それがすべて、貴き様さまは萌えん！　メガネ野郎のカチューシャ姿なぞ、びた一文もん萌えん！」


    　そりゃ、萌えないに決まってるだろ……。正直そんなことを厳しく指摘されても、まったく悔くやしくもない。


    　しかし先生は大おお真ま面じ目めで審査を続ける。


    「まあ、そうは言ってもカチューシャそのものはよくできておる。個性はないが非常に丁てい寧ねいに作ってあるな。評価はＮノーマルだ」


    　なんだか釈然としないが、普通ということだろう。別に高評価を獲得したいと思ってなかったから不満はないんだけど……、とにかく釈然とはしない。


    　次に華忠先生の審査対象となったのは梨乃だった。僕の前から移動すると、梨乃の正面へと仁に王おう立だちする。


    　梨り乃のの作品は黒を基調としたヘッドホンのようなカチューシャ。おそらく自分がかわいい物を作ること自体に照れがあったのだろう。


    　梨乃は自作のカチューシャをつけるのもよほど恥ずかしいようで、終始うつむき加減で、モジモジと身体からだをくねらせている。


    　その姿をじっくりと見つめる華か忠ちゆう先生。


    「むう……地味かと思ったが、案外と萌もえよる」


    　華忠先生が思わずそう呟つぶやいた。


    　正直カチューシャそのものはお世辞にもよくできているとは言いがたいが、装着している本人の魅力で結局かわいいのだ……。


    「恥じらいが女性らしさを引き立てている。黒髪に黒いカチューシャでほとんど見えなくなっちゃってるけど、なんだか許せる。評価はＳスーパーＲレアだ」


    　なんだかわからないが、梨乃がＳＲをもらった。すごいのかどうかわからないが、古いにしえよりある評価体系とはとても思えない。


    　梨乃に続いていくみ、アリーナと審査は続いていく。


    　すでにふたりとも自作のカチューシャ装着ずみでお互いを確認し合っている。


    「あれ、思ったよりかわいいじゃん」


    　いくみがアリーナの姿を褒ほめる。たしかにド派は手でなカラーリングだが、アリーナの金髪にはそれを跳ね返すゴージャスさがある。


    「いくみさーんもかわいいでーす。全然、身ぐるみが剝はがれてないでーす」


    　意味はわからないが、アリーナもいくみを褒めているらしい。


    「ふむ、こちらの娘さんははちきれんばかりの元気さとカチューシャのアンバランスが逆に萌える。無む邪じや気きな笑え顔がおもかなりいい。評価はＳＲとしよう」


    「どこか幼おさない印象と一いつ生しよう懸けん命めい日本語を話そうとしているけなげさとたどたどしさが萌える。こちらもＳＲだ」


    　次々とＳＲをつける華忠先生。どうもカチューシャじゃなく、単純に見た目を評価している気がしてならないが……。


    　そして次はふみの番だ。カチューシャというより、もはや冠かんむりだけど。


    「どうでしょうか？」


    　カチューシャをつけて不安げな表情を浮かべている。


    「ふむ……なかなか……どうして、すばらしい。これはランクＵウルトラＲレアだ」


    　しかし華忠先生の視線はふみの頭ではなく、そのかなり下、豊かな胸の膨ふくらみへと向けられていた。


    「先生！　カチューシャを見てないじゃないですかっ！」


    「いや、それは……まあ胸もふくめてのカチューシャだから」


    「どういうことですか！」


    　先生とは思えないほど猛烈に怒られている。完全にいくみと同じレベルだ。間違いない、この人は立派な職人さんじゃない！


    　こんな審査基準はまったくもって納得がいかないが、最高得点は最高得点。これはふみが優勝ということになる。


    　そして、僕が最下位なのか……、ということは僕がふみの命令をなんでも聞かなければいけないことに……。


    　正直ホッとしている。優勝がいくみじゃなくてよかった。最下位は納得していないが、ふみなら命令されてもいい。いや、むしろ命令されたい！


    「待つの。……私を忘れてる」


    　僕の優勝に異いを唱えたのは絵え美みだった。勝手に作業を開始してしまったためにすっかり忘れてしまっていた。なんだか肩で息を切らし、髪の毛もくしゃくしゃになっている。わずか一時間ほどの制作時間の間に体力と精神力を使い果たしたようだ。


    「これが……私の……魂たましい……」


    　おぼつかない足取りで華か忠ちゆう先生に歩み寄るとたったいま完成した渾こん身しんの作を手渡す。


    　それはもはやカチューシャと表現できるものを超越していた。外に出て集めてきたのであろう本物の木の枝やツタを組み合わせ、そのベースに大胆にリボンを配置している。雑多なようで統一感があり、自然をモチーフにしていながら同時に人工的でもある。


    　受け取った華忠先生も驚きを隠せない。


    　何度も角度を変えて絵美の作品をじっくりと確認する。


    「ぬうう。これは……、まさかここまで……、よかろう、敬意を表ひようして私自みずから装着させていただこう」


    　先生はすっかり白くなった長髪を整えると自ら絵美のカチューシャを装着せんとする。


    　ロン毛のおっさんがカチューシャを装着するところなど見たくもないが、とにかく緊迫の瞬間だ。


    　先生の頭上にそっと載せられる絵美のカチューシャ。


    「ぬうううう、……うーむ、うーむ……!?　痛っ、なんか痛いっ！　なんか刺さってる。痛たたた。ヤバい、ヤバい。ちょっとダメじゃないか！　つけるとすっごく痛いって！　あれ、なんか気持ち悪くなってきた。すごい体調悪い……」


    「これは……地球の怒りを表しているの。傷つけられた地球が人間に復ふく讐しゆうする。これはカチューシャではなく……人間への戒いましめ」


    「失格！　カチューシャじゃないから失格！　失格！」


    　工房に何度も響き渡る「失格！」の声。


    　圧倒的な力作を作りながらも失格となった絵え美みだったが、当人は自分の作品に満足しているようで、むしろやりとげた満足感で恍こう惚こつの表情を浮かべている。


    　気になるのは順位だ。一応、優勝者の言うことをビリが聞くことになっている。


    　念のため、先生の言げん質ちを取っておこう。


    「ということは最下位は絵美ってことですよね？」


    「いや、最下位はお前。この子は評価不能！」


    　……非常に理り不ふ尽じんな評価をもってカチューシャ作り体験は終了となった。


    　正直、ふみが優勝だから無茶な要求はしてこないだろうから、別にビリでもなんでもいいんだけど。


    　個人的にはしこりの残る結果となったが、みんなはそれなりに楽しんだようで、自分たちのカチューシャをつけ合いっこしてきゃっきゃと楽しげな声を上げているが、対照的に華か忠ちゆう先生は猛烈に不機嫌そうだった。


    　絵美のカチューシャの内側に仕込まれた棘とげによるダメージを癒いやすように、何度も自分の頭を撫なで回している。


    「まったく、こんなに振り回されたのは態度使いの有あり馬ま君以来だ」


    　華忠先生が呟つぶやいた文句に、お悩み相談メンバーの笑い声がぴたりとやむ。


    「あのすみません。態度使いの人って実在するのですか？」


    「有馬君かい？　実在するもなにも飲み会にたまにくるけど」


    　華忠先生はふみの胸元をちらちらと見ながら話を続ける。


    「実は私はマイナー伝統保存の会の会長もしていてね」


    　マイナー伝統保存の会とは、純カチューシャの華忠園えんを筆頭とする伝統工芸や伝統芸能を生なり業わいとしているものの、ちょっとメジャーな伝統工芸や伝統芸能の人と交流するのは気後れしてしまう人たちが集まって、身の丈に合った愚ぐ痴ちや、メジャーへのやっかみと嫉しつ妬と混じりの悪口を言う飲み会らしい。


    「日本刀とか染め物の悪口を言いながら飲む酒は最高なんだよね」


    「そんなことはどうでもいいから、早く有馬とかいう人について教えてよ」


    　いくみは華忠先生の長い話に少しイライラしながら言う。


    「そうそう、有馬君ね……」


    　態度使いの有馬は年齢は四十歳を超えたくらい、寡か黙もくでほとんどなにも話さなかったが、身体からだから威厳と自信がみなぎっている。独特のオーラを持った男らしい。


    　しかしその威厳のある感じとみなぎる自信が、愚痴をこぼし合うことが目的であるマイナー伝統保存の会においてはむしろ場の空気を悪くするとの理由で、最近はあんまり呼ばなくなったらしい。


    「こっちが愚痴を言ってるときに、彼はずっと偉そうな態度なんだよね。そういうのよくないと思うんだよ」


    　華か忠ちゆう先生は当時のことを思い出したのか、すっかり愚ぐ痴ちっぽい口く調ちようになってしまっている。


    「それでどこにいったら会えるのさ？　教えてよ」


    「いいけど、会っても楽しい人間ではないよ」


    　先生はぶつくさ言いながらも、有あり馬まが開いているという道場の住所を教えてくれる。


    　生徒会長に対抗する術すべを知る男が実在する。そのことに色めき立つお悩み相談コーナー一同だったが、唯ゆい一いつ、梨り乃のだけが不満顔だ。


    「本当にそんな非科学的な人間に頼るつもりなのか、私はただの詐さ欺ぎだと推測するが……」


    　梨乃はいまだ納得いかない様子だ。


    　しかし矢や野の君の口から出まかせだと思っていた有馬が本当にいるとしたら、やっぱり気になる。なにせ会長を倒す方法を知っている男なのだから。


    「まあ、梨乃の気持ちはわかるけど、話を聞いてみるだけでも。それに大げさに言ってるだけで、ちょっと変わったマナー教室みたいなものかもしれないし」


    　僕の説得に梨乃はしぶしぶ首を縦に振ってくれる。


    「よし、新しい体験、延長戦だよ！　行くぞ」


    　いくみは元気いっぱいに拳こぶしを振り上げる。カチューシャ体験の疲れなど一切感じさせない。それほど適当にやっていたとも解釈できるが……。


    　とにかくカチューシャ体験からの態度術体験、僕たちは怪しい体験をハシゴすることになったのだった。


    



    　教えてもらった住所を頼りに僕たちは有馬による態度術道場を訪ねていた。


    　純カチューシャ工房からさらにバスで十五分ほど。同じ市内ではあるが、私鉄の沿線となるあまり僕たちにはなじみのない地域だ。


    　態度術の道場は純カチューシャ道場よりもさらに規模が小さかった。


    　古びた平屋建ての一軒屋の門、表札に有馬の名前と並んで『態度術道場』と併記されている。


    　中を覗のぞくと庭先に建てられたプレハブ小屋がある。どうやらそこが態度術道場のようだった。道場とのネーミングから畳敷きの広い建物を想像していたのだが。工事現場に作られた仮設の事務所のようなたたずまいだ。


    　あまりにもこぢんまりとしているために、僕ひとりであれば訪問することを躊ちゆう躇ちよしてしまうところだが、いくみにはまったくそんな感覚がない。


    「おーい。態度術の人！」


    　つかつかと敷地内に入ると、プレハブの道場の扉とびらを勝手に開ける。


    　態度使い、マスター・有馬は思ったよりも小柄な男性だった。いくみに突然扉を開け放たれ、迷惑そうに立ち上がるが、背丈はいくみよりも少し大きい程度だ。


    　かなりくたびれたＴシャツに洗いざらしたジーンズ姿。


    　その姿はとてもなにかしらの師範だとは思えない。


    「ねえ、態度術を私たちにも教えてほしいんだけど」


    　いくみはまるで長い友達かのように親しげに話しかける。まったくずうずうしいヤツだが、こういうときには非常に助かる。


    　有あり馬まは華か忠ちゆう先生のように訪問者に優しくはなかった。


    　僕たちを道場へと招き入れることなく、扉とびらの前に立ちふさがったまま、僕たちをひとりひとり順番に睨にらみつける。


    　なんだか品定めされているようで気分はよくないが、不思議なことに動いてはいけない気分になる。みんなも同じ気分なのか、おとなしく有馬による品定めが終了するのを待っている。


    　梨り乃の、いくみ、ふみ、アリーナ、絵え美み、そして僕。順番に頭の先から足の先までじっくりと値踏みされる。僕を見たときにかすかに眉まゆ根ねが動いた気がするが、しかしまた無表情に戻ってしまう。いったいなにを見ているのだろうか……。


    「ダメだな。帰りな」


    　有馬は僕たちを品評し終えると、短く吐き捨てるように言った。


    「どうしてでしょうか？　彼女の失礼は謝りますので」


    　ふみはいくみが失礼な態度であったことが原因だと考えたらしい。


    「失礼だとか、そんなことは関係ない。才能のない人間には教えない。単純にそれだけだ。帰りな」


    　有馬はそれだけ言うと、話はすんだとばかりに扉を閉めようとするが、いくみがドアノブをがっしりと摑つかみ、そうはさせない。


    「あるよ！　才能！」


    「いや、ない。帰れ」


    「せっかく来たんだから教えなって！　ケチ！」


    「だから、見込みのない人間には態度術は教えないって説明したろ！　帰れ！」


    「見ただけでなにがわかるのさ！」


    「見たらわかる。お前はおバカだ！」


    「なにをっ！　違うもん。いいから、教えろ！　教えろってぇ！」


    　ののしりながらドアを引っ張り合うふたり。


    　相当間抜けな光景だが、それでも有馬の姿にはどこか風格が漂ただよっている。やはり態度術のなせる業わざなのだろうか……。


    「アリーナちゃんも引っ張って」


    「よーし、身ぐるみ剝はいでやりまーす」


    　アリーナがいくみの腰に抱きつき、ふたりがかりでドアを引っ張る。『大きなかぶ』を思い出させる光景だ。しかし力任せにドアを開けたところで教えてもらえるとは思えないのだが。


    　ドアを挟んでの拮きつ抗こう状態は突然終わりを迎えた。


    　有あり馬まが諦あきらめて、ドアから手を離したのだ。


    　急速に放たれるドア。勢いあまってすてんと後ろ向きに転ぶアリーナ。いくみは持ち前の運動神経で軽やかに受け身を取っている。


    「やれやれ、まったくこれほどしつこいとは。口で言ってわからないなら、態度でわからせるしかないか」


    「態度で？」


    「私の態度術の一いつ端たんを見せてやる。──食らえ。態度術〝帰国子女グローバルスタンダード！〟」


    　そう言った直後、有馬の態度が急激に変化した。どこがどう変わったのか、正確にはわからない。表情、仕草、目つき、体勢、それらを総合して態度が変わったと表現するしかない。


    　別に一定のポーズを取って止まっているわけではない。表情も身振りもゆっくりと変化し続けている。しかしすべてが連動してひとつの態度を構成しているのだ。


    　そして、その態度が僕の脳の奥底、いわば本能の部分へとダイレクトにメッセージを伝えてくる。


    



    　　　　　──ロンドンでは──　　　　　　　　　　　　　──ＡＯ入試──


    　　　　　　　──びっくりすると、思わず「Oopsウープス!」って言っちゃうよね──


    　──ネイティブっぽい〝コーヒー〟の発音──　　　　　　──Ｌ．Ａ．──


    　　　　　　　　　──日本ではそうだったね。ゴメンゴメン──


    　──名前とかけ離れた謎なぞのニックネーム──　　　　──日付を逆に書いちゃったり──


    　　　　　　　　　　　　──サバサバしてる感じ──


    　──デカい身振り手振り──　　　　　　　　　　　──日本人離れしたグラサン──


    　　　──英語で夢を見ちゃうんだよね──


    



    　……間違いない。これは帰国子女の態度だ。むしろ帰国子女よりもはるかに帰国子女。帰国子女のエキスを濃縮して無理やり飲まされたかのような。


    　心の奥底から湧わき出る謎の敗北感とイライラ……。これは近寄りがたい。そして一刻も早くこの場を離れたい。いつのまにかそんな気持ちにさせられている。


    　驚くことに僕だけではなく全員があの態度を見て同じ気持ちになったようだ。


    　先ほどまであれほど攻撃的だったいくみですら、なんだか居心地が悪そうな顔をしている。


    　唯ゆい一いつ、効果を感じていないのはアリーナだった。


    「お尻しりが痛いでーす。許せませーん。あの人のお尻も痛くしてやりたいものでーす」


    　しかし誰もアリーナに同調するものはいない。


    　アリーナを除く全員の精神力が大幅に削られている。


    「今日きようのところは帰りましょう」


    　ふみも一刻も早くこの場を離れたそうだ。


    「なぜでーすか。私のお尻しりなら心配なーく。まだ動きまーす」


    「お尻の稼か働どう具合の問題ではないのだ。帰ろう」


    　梨り乃のもまた有あり馬まの態度によって心にダメージを負ったようで、すでに門の外へ向かって歩き出してしまっている。


    「日本にだっていいとこあるんだからなっ！」


    　いくみの謎なぞの捨て台詞ぜりふを残して僕たちは道場をあとにする。


    　なにも教えてもらうことはできなかったが、態度術の片へん鱗りんは味わうことができた。


    　矢や野の君の言っていたとおり、自分の態度を精密に操あやつることによって、相手の感情をコントロールする技術のようだが……、思ったよりもすごい威力だ。もちろん態度を極めた男、マスター・有馬だからこその芸当なんだろうが。もし身につけたら、香か織おりの高圧的な態度に対抗することができるかもしれない。そう思わせるには十分な体験だった。


    　こうして新しい体験をハシゴしたお悩み相談一同だったが、アリーナを除いて、みんなの表情はどことなく暗い。


    「なんだか疲れてしまいましたね」


    「うむ。ちょっと新しい体験をしすぎてしまったようだ」


    　ふみと梨乃の足取りも少し重そうだ。


    　たしかに新しい体験をして自分を磨くことは大切だが、無理して詰め込むとなんだかおかしなことになる。そんなことを勉強した週末だった。

  


  
    【回　答】


    



    　今後の進路を決めるうえでなにが大切か。我々お悩み相談コーナー一同は新しい体験をさせてくれ、自分を刷さつ新しんできる環境こそがもっとも大切だと考えました。


    　そこで我々も新しい体験の大切さを示すべく、伝統工芸とおぼしき工芸品を作ってみるなどしてみました。


    　その結果、非常に疲れてしまいました。新しい経験をすることは大切なことだとは思いますが、あんまり急にやりすぎてはいけません。


    　まずは自分を成長させる進路を選び、あわてずじっくりとやっていきましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「真ま面じ目めに楽しく、体験して、少し大人になるんです」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　同じバイト先の先輩です。私は男で、先輩は四つ上の女性です。ファッションかなにかわからないのですが。雨が降ってなくても降水確率が三十パーセント以上なら、膝ひざ下まで丈がある長靴をいつも履いてくるんです。


    　よく食事を奢おごってくれるのですが、予報が裏目に出て、晴れた街を長靴で歩くのは勘弁してほしいのですが、先輩なのでなかなか言い出せません。相手を傷つけずに、その癖くせを直してもらうには、どうすればいいのでしょうか？


    
      （鐵てつ路ろ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    長靴の素材である塩化ビニルの耐熱温度は約65℃、65℃以上の地域に連れ出すべき。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    むしろ先輩に合わせてあげてください。


    沼地で食事しましょう。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    スピード重視で走り回れば、次はスパイクを履いてくるよ！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    長靴カッコいいの。


    さらにレインコートも羽織るべきなの……全ぜん裸らの上に。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    長靴カッコいいの。


    相談者さんが草鞋わらじで出かければ、バランス取れまーす。


    


    

  


  
    【相　談　３「母親にイライラしてしまいます」】


    
      桜さくら井い 真ま優ゆ

    


    　私は最近母親にイライラします。


    　思春期だからというのはわかるのですがそれでもホントにウザいのです。お風ふ呂ろに入らないだけでも怒り出すし、休日だからって少しぐっすり寝ているときも怒り出します。


    　さらにはいつも無視して申し訳ないと思い、優しく接すると調子に乗り出してさらっとムカつくことを言うのです！　話の主点もずれていますし……。


    　もう本当イライラＭＡＸマツクスでムキーッって感じです。どうすれば、不快なことのない、いい親子関係を築くことができますか？


    　こんなことを思えるだけで幸せだということはわかります……。それでもイライラしてしょうがないのです……。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：これはオスの本能なのだ。


    群れから旅立つ日が近いということ。

    


    [image: ]


    ふ　み：お母さんと仲良かった幼おさないころを思い出すのです。
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    いくみ：一緒にスポーツする！
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    絵　美：お母さんの絵を描かくの。
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    アリーナ：温泉でーす。日本には温泉ありまーす。


    リラックス間違いないでーす。

    

  


  
    　バス停への帰り道。僕たちの足取りはどことなく重かった。


    　態度術を教えてもらうことはできず、逆に我々が有あり馬まの態度術〝帰国子女グローバルスタンダード〟を食らわされて、追い払われてしまったからだ。


    　態度術には香か織おりに対抗できる可能性を感じたのだが、しかし教えてもらえないのであれば仕方ない。また別のことを考えないと……。


    　疲れてしまっているせいか、それとも態度術の影響が残っているからなのか、まだ前向きに次の方法を考える余裕がない。


    　そんな中ひとり元気だったのは帰国子女グローバルスタンダードの態度になんの影響も受けなかったアリーナだった。


    「赤あか松まつさーん。相談コーナーしましょう！」


    　なにもこんな道端で相談に答える必要などないと思うのだが……。ほかのみんなも疲れ気味で相談に答える気分ではなさそうだし。


    「しましょう。しましょう。〝鉄は熱いうちに打て〟でーす。覚えましたー。あと〝人を見たら泥棒と思え〟も覚えましたー」


    　また余計なことまで覚えて……。


    　とにかくアリーナは執しつ拗ようだった。僕の袖そでをぐいぐい引っ張って、相談をせがむ。


    　うーむ、なかなかおねだり上じよう手ずだ。上目遣いで袖なんて引っ張られたら、受けざるをえない。


    　こうしてアリーナのおねだりに負けて、バス停のベンチで人生相談コーナー開催となる。


    　相談内容は母親にイライラしてしまうとのことだが……。


    「温泉でーす。温泉に入ればリラックスして仲良くなれまーす。イライラしませーん」


    　真っ先に相談に回答したのはアリーナだった。


    　まるで準備していたかのように即答だ。


    　しかし、回答としてはちょっと説得力に欠ける。これではみんなは納得しないだろう。


    　案の定、梨り乃のが反論を開始する。


    「それは違うのではないか？　イライラを温泉に入って解消したいのではなく、母親とよい人間関係を構築したいとの相談なのだから、ニホンザルなどもそうなのだが、オスは成長すると群れから離れるものなのだ。これは本能が旅立つ準備をしているのだと理解することから始めるべきだと思うのだ。身体からだと心がしっかりと成熟する過程だと理解できればイライラも少しは収まるのではないだろうか」


    「なるほど……、いいアイディアです。温泉の次にいいでーすね」


    「どこが温泉の次なのだ。はるかに妥だ当とうな意見だと思うのだが……」


    　梨乃はアリーナの視線が自分を向いていないことに気づく。アリーナの視線は梨乃の頰ほおをかすめてその背後にあるバス停の看板を見ている。


    　──日帰り温泉施設『おふろの王子様』徒歩３分──


    　……アリーナは温泉に入りたかっただけだった。おそらくどんな相談が来ても温泉に入ってリラックスすれば解決すると答えるつもりだったのだろう。


    　以前にアリーナは温泉に行ってみたいと言っていた気もする。どうやらいまこそその時だと思ったらしい。


    　先ほどまで反論をしていた梨乃もその意図に気がついたようで……、


    「なるほど、一理ある。成熟の過程だと理解したうえで温泉に入ればなおいい」


    　突とつ如じよとして自説に温泉をつけ足した！


    　しかも少し照れながら……、もしかして梨乃も温泉に入りたいのか？


    　しかし当然ながら梨乃の翻ほん意いの理由はほかのメンバーには伝わっていない。


    「梨乃さん。この人生相談は意見を戦わせる中で、よりよい回答を見いだすことが目的じゃないですか。そんな簡単に引き下がってはダメです」


    　ぷうっと頰を膨ふくらませて怒ってみせるふみ。


    　本人の意思に反してまったく怖くないどころか、むしろかわいらしいのだが。本人は真剣そのものだ。


    「いいですか、私は思い出こそが大事だと思うのです。いままでのお母さんと過ごした日々を思い出せばきっと優しい気持ちになって、イライラしなくなると思うのです」


    　ふみはそう断言すると、自分が想像したまだ幼おさなかったころの相談者、桜さくら井い真ま優ゆくんとお母さんの思い出を語り始める。


    



    



    　少年真ま優ゆくんとお母さん


    



    　真優くんは五歳の男の子。とっても元気いっぱいでお母さんが大好きです。


    　今日も元気な真優くんは近所の公園に出かけます。


    　公園にはたくさんのタンポポが咲いています。それを摘つんでお母さんにお花の首飾りを作ってあげたいのです。


    （きっとお母さん喜んでくれるぞ）


    　真優くんはお母さんの笑え顔がおが一番大好きなのです。だからお母さんが笑顔になってくれることならとっても頑張るのです。


    　夢中になってタンポポの花を集める真優くん。


    　そのときでした、タンポポが少し濡ぬれていることに気がつきます。真優くんは小さな水たまりを発見しました。触ってみるとなんだか温かい。まるでお風ふ呂ろみたい。


    （これは温泉だ！）


    　なんと真優くんは温泉を発見しました。


    　これはタンポポどころではありません。真優くんは手にしていたスコップで地面を掘り始めます。どんどん湧わき上がる温泉。


    　温泉は万病に効き、イライラを解消し、家族の関係も円満になることでおなじみです。


    （これはすばらしい泉せん質しつだ。これに入れば、お肌はだがスベスベになるだろう）


    　さらに温泉の近くには遠赤外線を発するホカホカの岩盤を発見。これは新しん陳ちん代たい謝しやを促うながしてデトックス効果バツグンです。


    　バスタオル、タオル、浴衣ゆかたのレンタルを行おこなっておりますので、手ぶらで利用可能です。刺いれ青ずみがある方、泥酔をしている方の入浴はお断ことわりしている真優くんなのでした。


    



    「というわけで、温泉に入るのも悪くないと思うんですよ」


    　ふみは話をそう締めくくった。


    　長い！　そして急展開！


    　ふみの話が長いのはいつものことだが、明らかに途中でアリーナの意図に気がついて、路線変更している。本当に電車の路線だったら脱線しているレベルだ。


    「そうでーすよね。やっぱり温泉ですよねー！」


    「もちろんです。今回は温泉に入れば解決する話です」


    　しらじらしく何度も大きくうなずくふみ。どうやらふみもまた温泉に行きたいらしい。


    　一方いくみはまだアリーナの隠された意図に気がついていない。


    「なんだよ、梨り乃のもふみも！　いっつもそんな簡単に引き下がらないくせに。なんでアリーナにだけ優しいのさ。ズルいぞ」


    「いくみさーんは賛成してくれませんか？」


    「私には私の意見があるの！　こんなときこそスポーツ。一緒にスポーツすれば、吹き飛ぶ。なにかが吹き飛ぶんだよ！」


    「スポーツは父親とやりまーす。お母さんはスポーツしませーん。お母さん、主にポトフを煮まーす」


    「そんなことないよ。スポーティーなお母さんもいるはずだよ！　私のお母さんなんてめっちゃすばやいし！　肩も強いよ」


    　……いくみのお母さんは強肩なんだ。いや、別にいいんだけど。


    　思わぬいくみの猛反撃。しかしアリーナは引き下がらない。


    「でも温泉に入る。いいと思いませーんか？」


    「よくないっ。スポーツのほうがいい！」


    「困りまーした。ではいくみさんは泥棒と思うことにします」


    「なんでさ！　絵え美みちゃんはどう思うの？」


    「温泉に入るといいの……」


    　絵美はすでに意図に気がついているようだ。自分の回答「お母さんの絵を描かく」などなかったかのように、平然と答える。


    「絵はどうしたのさ？」


    「………………」


    「なにか言いなよ！　人生相談で無言ってなにさ！」


    　本筋としては明らかにいくみが正しいのだが、誰も援えん護ごしてくれない。それでも必死に自分の意見を伝えようと頑張っているのだが……、なんだかイジメを受けているようで忍びない。


    　梨乃も同じように忍びない気持ちになったようで、そっとバス停の時刻表の下にある温泉の広告を指さす。


    「いくみ。あれを見るのだ」


    　指さされた広告をまじまじと見つめるいくみ。


    　大げさに腕組みして、しばらく考え込んでいたが、ようやく合が点てんがいったようで、ぽんと拳こぶしで手を打つ。


    「ははーん。自分が温泉に入りたいから、相談の答えを〝温泉に入る〟にしようとしたんだね。アリーナちゃん。ズルいなあ」


    「いくみさーん。はっきり言ってはダメでーす。ズルではないでーす。モルドバ女性の奥ゆかしさなのでーす」


    　はっきりと指摘されて、急に恥ずかしくなったのか、アリーナは顔を真っ赤かにしながら手をぶんぶん振って否定しているが、いくみは自分だけが仲間はずれっぽくなった仕返しとばかりに執しつ拗ようだった。


    「違うよ。これはズルだよ。ズル温泉！　ズル盤浴だ！」


    　いくみはアリーナの脇わき腹ばらを肘ひじで軽くつつきながら責め立てる。


    「誤解なのでーす。ズルではなく、婉えん曲きよく表現なのでーす。そこはかとない要求でーす。うっすらとした督とく促そくでーす。真ま綿わたで首を絞めただけでーす」


    　アリーナは熱心に日本語を勉強しているのだろうが……、なんだか怖い方向に上達してしまっている気が……。照れながら真綿で首を絞めると言われてもリアクションに困る。


    　とにかくいくみが意図を理解したことによって相談は始まって以来の全会一致を見た。


    　……明らかな八や百お長ちようではあるが。


    　しかしこのお悩み相談コーナーは議論を戦わせ、出た結論を自みずからやってみることが基本的なルール。ここは徒歩三分と表示されている日帰り温泉施設へと行くしかないだろう。


    　もっとも遅くアリーナの意図に気づいたくせに、自分に続けとばかりに先頭を切って歩き始めたのはいくみだった。


    「よし、じゃあ、温泉に行こう！　部費で」


    　……いくみが最後につけ足した言葉が気にかかる。


    「部費で？」


    「そうだよ。赤あか松まつは私がお金を持ってるとでも思ったの？」


    　なんて開き直りだ……。


    　正直持ってないだろうなと思ったけれども、そこまで誇らしげに言われるとは思ってもみなかった。


    　部費か……。出してあげたいのはやまやまなのだが、第二新聞部の部費は限られている。そもそも部費削減のピンチから脱するために態度術まで習おうとしたのに、こんなかたちで部費を使ったら彩あや香かになんて言われるか……。本ほん末まつ転てん倒とうとはこのことだ。


    　申し訳ないが自費でお願い。僕がそう発言しようとしたときだった。


    　ふみがすっと僕といくみの間に割って入る、


    「そうだ、カチューシャの罰ゲーム。私のお願いをビリの人が聞いてくれるんですよね。赤松さん、部費で私たちを温泉に連れていってください。お願いしますっ！」


    　ふみは潤うるんだ目でまっすぐ僕の顔をじっと見つめる。


    「みんなでリラックスしましょうよ。たまにはいいじゃないですか」


    　温泉が楽しいものであることをアピールするように、胸の前で手を組んで、ぽんっと小さく飛び跳ねる。


    　うーむ、本人はまったく意識していないのだろうけど、生まれ持ってのおねだり上じよう手ずだ。


    　罰ゲームなどなかったとしても引き受けてしまう。むしろ罰ゲームがあったことによって大たい義ぎ名めい分ぶんができて助かる。もはやそんな気分になってしまった。


    「わかったよ。じゃあ部費で」


    　彩あや香かに報告するのが怖いけれど、いまはそのことは忘れよう。


    「ありがとうございまーす。赤あか松まつさん、泥棒と思いませーん」


    　いきなり真横から衝しよう撃げきを受ける。アリーナの熱烈な感謝の抱ほう擁ようだ。


    　うーむ。彩香には申し訳ないが、この抱擁だけで、部費を支払う価値がある。僕はそう思ったのだった。


    



    　運のいいことに日帰り温泉施設『おふろの王子様』は非常にすいていて貸し切り状態だった。


    　当然のことながら男湯と女湯は別。お休み処どころや食事処などの施設を除いては基本的に男女は別となる。


    　僕は全員分の料金を払い、みんなのじゃれ合う声を背にひとり男湯へと向かう。なんだかお金だけ払わされた気がしないでもないが、こればっかりは仕方ない。


    　温泉といえば、以前合宿で伊豆のペンションを訪れたことが思い出される。とある方の細工と相談により覗のぞくことができそうだったのに、結局ギリギリのところでできなかったわけだ。正直あのときの悔くやしさはいまも忘れていない。あの湯気で曇った魚眼レンズの光景。あれから何度夢に出てきたことだろうか……。


    　しかし今回はきちんとした温泉施設。覗くことなどできっこない。と言うか覗いてはいけない。そもそも温泉とは女の子の裸はだかを見るための施設ではない。お湯に浸つかってリラックスするための施設なのだ。


    　そんなことを考えながら僕もひとり更衣室へと向かう。


    　まあ、普通に温泉に入って、みんなが出てくるまで時間でもつぶしていよう……、そんなことを考えていたときだった。


    　荒々しく更衣室の扉とびらが開かれる音。それとほぼ同時にひとりの男の姿が現れる。


    　上下ともに作業着姿。どうやら温泉のお客さんではなく、なにかしらの作業員のようだ。


    　その足取りはおぼつかない。フラフラとこちらへ向かって歩み寄ると、倒れこんでしまう。


    「大丈夫ですか……」


    「すみません。私はボイラーマンなのですが、先ほど受付の前で変わったカチューシャを拾いまして、ちょっとつけてみたら、頭が痛くなって、気分も悪く……。まるで自然界から人間への復ふく讐しゆうを受けているような気持ちになって」


    　それは間違いなく絵え美みのカチューシャ、絵美のヤツ、落としていたのか。そしてそれをなぜ装着してしまったんだボイラーマンの人！


    「実は緊急事態が起こっていまして、女風ぶ呂ろのボイラーの調子が悪いんですよ。このまま放置しておくと、女性のみなさんのシャワーから熱湯が降り注ぐことになります」


    「そ、それは危険ですね」


    「そうなんです。大変危険なんです。一刻も早く処置しなければいけません。なのに軽はずみにカチューシャをつけたばっかりに……ううっ頭が痛い」


    　それを作ったのは僕の友人ですとは言い出せないが、非常に責任を感じる。


    「なにかできることはありますか？　お医者さんを呼びましょうか？」


    「それではすぐにボイラーを直すことができません。こんなことをお客様に頼むのはずうずうしいこととは承知しているんですが、代わりに直してもらえないでしょうか？　作業自体は非常に簡単なんです」


    　ボイラーマンはそう言うと、工具箱からレンチをひとつ取り出す。


    「これでひとつボルトを締め直してくるだけでいいんです」


    「そんな……、僕はボイラーについてわからないですから」


    「大丈夫。本当に簡単ですから」


    「いやいや、無理ですって。簡単でも責任持てないですよ」


    　本当に素しろ人うとになにを頼んでいるんだ。助けてあげたいのはやまやまだが、そんなこと気軽に引き受けるわけにはいかない。


    　しかしボイラーマンは執しつ拗ように食い下がってくる。


    「ちゃんとやり方は説明しますから……。まったく問題ないはずです。ただボイラー室から女風ぶ呂ろが見えてしまいますので、それだけ気をつけてくれれば問題ないですから」


    　……なに？　見えてしまう？　女風呂が？　いまさらっと非常に重要な情報がもたらされたぞ。なぜそれを先に言わないんだ！


    「わかりました。緊急事態ですものね。やりましょう」


    「本当ですか。なんていい人なんだ。ありがとう」


    「いえ、困ったときはお互い様です」


    　僕は思わず頰ほおが緩ゆるむのをなんとか堪こらえながら、レンチを受け取る。


    「……本当にありがとう。女湯は見ないでくださいね」


    「もちろん見ません」


    　見ます！


    「ボイラー室の奥に確認用の小さな覗のぞき窓がありますけど絶対に見ないでください」


    「当たり前です。僕はそんな男ではありません」


    　そんな男です！


    　僕は脱衣所で服を脱ぐと代わりにボイラーマンの作業着と作業帽へと着替える。


    　これで見た目も完全にボイラーマンだ。もし女湯から発見されたとしても僕だとは思いもしないだろう。


    「では私はここで休んでいますので、なにかあったら電話かメールを……」


    　ボイラーマンはやはり体調がすぐれないようで、作業着を脱いだパン一状態のまま更衣室の縁台に横になってしまった。


    　任せてください、ボイラーマンさん。必ずや女風ぶ呂ろのシャワーから熱湯が噴出する事態を防いでみせます。


    　僕は帽子を目ま深ぶかにかぶり直すと、指示された裏口からボイラー室へと向かう。


    



    　女湯の入り口から数メートル離れたところにある目立たぬドア、これがボイラー室の入り口だった。関係者以外立ち入り禁止と表示されているが、いまや僕は身も心もボイラーマン。女湯の平和を守る男だ。躊ちゆう躇ちよなくドアを開け中へと進む。


    　ボイラー室の内部は非常に湿度が高く蒸し暑かった。僕にはどういう役割を果たしているのかさっぱりわからないパイプが張り巡らされ、機器にはおそらく意味があるのであろうメーターやスイッチが並んでいる。


    　どこだ？　その覗のぞき窓とやらは？　いや違う。故障しているパイプとやらは……。


    　奥へと進むとボイラーの重低音に混じって、女風呂からの声がかすかに聞こえる。


    「ふみさーん。すごーいです。すばらしい標高でーす」


    「アリーナさん。じろじろ見ないでくださいよ」


    「まるでモルドヴェヤヌ峰ほうのように気け高だかく雄大でーす」


    　ふみとアリーナの声だ。


    　たとえが圧倒的にわかりにくいが、きっとふみの胸の話をしているに違いない。


    　そうか気高く雄大なのか。あとで確認させてもらおう……、いや、もちろんモルドヴェヤヌ峰を地図で確認するとの意味だが。もしかしたら、たとえられた胸も確認する必要があるかもしれない。


    「それにしても、大きいよね。なにを食べたのさ、何杯食べたのさ？」


    「ちょっと、触らないでくださいっ！」


    　うむ、うむ、触っているのか……。これはかき立てられるものがある。


    「梨り乃のさーんも大きさはモルドヴェヤヌ峰にはおよーびませんが、とっても美しい形状でーす。ソロカ要よう塞さいを思い出す、かわいいフォルムでーす」


    「そ、そんな要塞は知らないっ！」


    「そうでーすか？　適度な丸さと、ツンとした先端がソロカ要塞なのでーす」


    「ま、丸さ。具体的に解説しなくてもいい」


    　恥ずかしそうな梨乃の声。そうか、そうか、適度な丸みを帯びているのか。本当ならすぐにでもソロカ要塞を画像検索してイメージを摑つかみたいところだが、いまはそんな時間はない。


    「じゃあ、じゃあ私は？」


    「いくーみさんはワラキア平原を思い出しまーす」


    「知らないけど、バカにされた気がする！　なんで山じゃないのさ！」


    「バカにしてませーんよ。ワラキア平原はとても美しい平原なのでーす」


    　いくみは平原なのか、それはそれでしっかりと確認してみなければいけない。その平原からウエストのくびれ具合、そしてお尻しりがどんなふうになっているのか、これをチェックするのもボイラーマンの義務な気すらする。


    　しまった。すっかり漏もれ聞こえる素敵なサウンドに夢中になって、本来の目的を忘れるところだった。まずはなによりボルトを締め直さないと。早くしないと、素敵なモルドヴェヤヌ峰ほうやソロカ要よう塞さいやワラキア平原に熱湯が降り注いでしまう。そんな悲しいことにはこのボイラーマンがさせない。そして貴重な自然と遺跡を守った暁あかつきにはその優美な姿を目に焼きつける！


    　僕は本物のボイラーマンから指示されたボルトを探して、パイプとパイプの隙すき間まに身体からだをねじ込む。そこには聞いていたとおりの形状のボルトがあった。


    　これを締めれば任務完了。言われていたとおり簡単な作業だ。


    　僕は手にしていたレンチでボルトを挟み込み腕に力を込める。


    　……ビクともしない。


    　どちらに回転させてもまったく動かない。どうやら錆さびついてしまっているようだ。両手を使って全力を込めるが、それが判断ミスだった。鈍にぶい金属音とともにレンチだけが回転する。
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    　どうやらボルトの角を削り取ってしまったようだ。


    　これはマズい。もはやボルトは動きそうにもない。


    　このままではモルドヴェヤヌ峰ほうが大変なことになってしまう。落ち着け。ここは本物のボイラーマンの助言を仰あおごう。


    　僕は作業着から携帯電話を取り出し、先ほど教えてもらった電話番号にかける。


    　──どうですか？　ボルトは締まりましたか？


    「……それが……錆さびついていて、ボルトの角も削れてしまっていて」


    　僕はできるだけ声を殺して、現状報告をする。


    　──なるほど、それは緊急事態ですね……。仕方がない。いいですか、これから言う僕の指示に従ってください。


    「……わかりました」


    　──いったんそこから、ボイラー室の入り口へと戻ってください。入り口付近に大きな機械があるはずです。


    　僕は指示どおり入り口へと戻る。先ほど見た、僕には理解できないメーターやボタンが並んでいる背丈ほどもある四角い機械が目に入る。


    　──その機械の左脇わきに回ってください。側面に小さな扉とびらがあるはずです。その扉を開けてください。


    　ボイラーマンの指示どおり、側面に小さな扉がついている。そこを開けると、内部の複雑な機器が露あらわになる。


    　──その中に赤と青のコードが一本ずつあるはずです。そのどちらか一本を切ればボイラーは緊急停止します。もう一本はダミーです。ダミーを切ればボイラーは爆発します。


    「なんでそんなシステムなんですか！」


    　──君は偽にせボイラーマンだから知らないだろうけど、ボイラーってそういうシステムになってるものなんです。


    　絶対こんなの一般的じゃないと思うけど、知らないから言い返せない。それにいまは言い争っている場合ではない。


    「それでどちらを切れば？」


    　──それは僕にもわかりません。運に任せるしかない。


    「もし間違ってボイラーが爆発したら？」


    　──ボイラーの爆発で人生を終えることはボイラーマンにとって栄誉なことなんです。


    「僕はボイラーマンじゃないですから！」


    　──大丈夫。君ならできる！


    「なんの根こん拠きよがあるんですか！　せめてなにかヒントはないんですか？」


    　しかしボイラーマンからの返事はない。どうやらなんのヒントも出せないようだ。


    　すべては偽にせのボイラーマンである僕に託されてしまった。


    　赤のコードか？　青のコードか？　それともほったらかしにして覗のぞきに専念するか……。


    　一回気持ちを落ち着かせるためにも覗くことにしよう。


    　そう思ったときだった。


    「……のぼせてきたの」


    「水のシャワーで身体からだを冷やしなよ。気持ちいいよ」


    「そうする」


    　絵え美みといくみの声が聞こえる。どうやら絵美がシャワーを利用するらしい。


    　もう時間がない。どっちかのコードを切るしかない。


    　せめてなにか縁起でも、そうか僕は赤あか松まつなのだから、ここは赤？　……いや僕は持ってないタイプだ。逆に青にしておこう。


    　機械の内部に手を伸ばし、意を決して僕は青のコードを引き抜いた。


    　コードが抜けると同時に先ほど締めようとしていたボルトがあったパイプから猛烈に湯気が噴出する。これはどういうことだ？　爆発するのか？


    「すみません！　すっごく湯気が出たんですけど！」


    　僕は電話の向こうのボイラーマンに現状を必死に説明する。


    　──おめでとう。それは成功したときに出る湯気だ。


    　なんだよそれは！　どういうシステムなんだ？　このボイラーだけワザとそんなシステムで作ったのか？　まあいい。とにかく成功したらしい。


    　──これでボイラーは停止したはずです。しばらくちょっと熱めのお湯が出るくらいですむはずです。君の活躍で女風ぶ呂ろの平和は守られました。ありがとう。


    　ボイラーマンの僕の活躍を讃たたえる言葉を最後に通話が切れる。


    　なんだかわからないが爆発しなくてよかった。突然こんな格好の僕がボイラー室で爆死したら、覗こうとして死んでしまったと思われるに違いない。本当に危ないところだった。


    　僕はホッと安あん堵どのため息をつくと、きびすを返し、ボイラー室の奥へと向かう。


    　任務は終了したのだからボイラー室から出ることも可能だが、そんなことはもちろんしない。自分が守った美しいものの姿を確認するのはボイラーマンならずともすべてのなんとかマンの務めであるとすら言える。


    　これは権利であり義務なのだ。


    　しかし一歩、一歩と奥へ進むにつれて湯気による湿気が強くなる。


    　まさにサウナの中にいる状態だ。


    　メガネが曇る！　どれだけ拭ふいてもすぐに曇る！


    　なんてことだ！　これではなにも見えないじゃないか。


    　僕はメガネを諦あきらめ裸ら眼がんで慎重に前進する。


    　皮ひ膚ふを焼くような暑さに耐えながら、なんとか覗のぞき窓の前へとたどり着き、覗き窓についた鉄のカバーをそっと上げる。


    　ダメだ！　裸ら眼がんではなにも見えない。


    　肌はだ色のふわふわしたものが動いているだけだ！


    　またしても、またしてもこんなことに……。


    　湯気め！　前回も湯気で見えなかったんだぞ！　いつも、いつも邪魔をしやがって！　どうすれば湯気はなくなるんだ。金でどうにかならないのか？　なにを買ったらこの湯気は消えるんだ！　


    　それでも奇跡の視力超回復にかけて、一度遠くを見てから覗き窓を見たりしてみるが……やがてぼんやりと動く肌色の物体もお風ふ呂ろから出ていってしまった。どうやらお風呂から上がったみたいだ。


    　僕は悲しみを堪こらえながらそっと覗き窓のカバーを閉じる。


    　こうして僕の誰にも知られることのない一日ボイラーマン体験は幕を閉じたのだった。


    



    　結局、僕はお風呂に入ることはできなかった。すでに女子がお風呂から上がっている状態だ。いまさら入ることはできない。ボイラー室でかいた汗をバスタオルで拭ふいて浴衣ゆかたに着替え、とぼとぼと集合場所であるお休み処どころへと向かう。非常に虚むなしい気持ちでいっぱいだ。


    　お休み処は旅館の大広間に似た施設だった。畳が敷き詰められており、枕まくらを持ってくれば横になって眠れるようになっている。


    　僕が到着したころにはすでに女子たちは全員集合していた。当然ながらみんな浴衣姿だ。


    　温泉で温まりほんのりと赤みを帯びた湯上がりの肌。椅い子すではなく畳敷きのため、ヒザを崩して横座りしているのだが、そのときの浴衣の裾すそからふくらはぎがチラリと……。なんだか艶なまめかしい。本来もっと過激な姿を見られると思っていたが、これはこれで……。


    　僕を最初に発見したのはいくみだった。


    「男のくせにお風呂長かったね」


    　そう言いながらコーヒー牛乳を飲み干す。すでにいくみの足下には空き瓶びんが一本。どうやら待たせてしまったようだ。


    「なんだか疲れてるの……」


    　絵え美みが目ざとく僕の疲労を見抜いた。そもそもこの疲労の原因は絵美がカチューシャを落としたことが発ほつ端たんなんだが……。いまはそのざっくりと胸元の開いた浴衣の着こなしに免じて許してやろうじゃないか。


    「ちょっと、のぼせちゃったのかな。でも全然大丈夫だよ」


    　本当はボイラー室の湯気でのぼせてしまったのだが……。


    「たしかに少し熱めのお湯でしたね」


    　ふみはまだ身体からだが火ほ照てっているようで、パタパタと手で顔を扇あおいでいる。


    　想像力豊かなふみでもギリギリ熱めのお湯で止めた臨時ボイラーマンがいたことなど想像だにしていまい。危あやうく熱湯になるところだったんだぞ。


    　もちろんそんなことはおくびにも出さず、僕は相談の総そう括かつへと入る。


    「どう？　温泉に入ってみて、この相談の結論は？」


    　最初に発言したのは梨り乃のだった。


    「正直、温泉でリラックスなど人間関係を改善するのに役には立たないと思っていたが、身体がリラックスすると精神的にもリラックスできることは間違いない」


    　アリーナは梨乃の言葉に力強くうなずく。


    　やはり強引に温泉を主張した張本人としてやましい気持ちがあったのだろう。


    「そうでーす。やっぱり私の意見間違ってなかったのでーす。リラックスすれば考え方も変わりまーす。いくみさんを泥棒と思う気持ちが和やわらぎまーした」


    「だから泥棒だと思わないでよ！　あと平原とも思わないで！」


    「平原は否いなめないでーす」


    「これから山がそびえ立つ予定なんだよ！」


    「まあまあ、いくみさん。せっかくリラックスしたのですから、穏やかに。でも温泉はどこにでもあるわけではないですから、そこが問題点ですね」


    「それは通常のお風ふ呂ろでもいいのではないだろうか。ゆっくりと湯船に浸つかって、頭と身体を休めればイライラはかなり軽減されると予測される」


    　梨乃とふみがしっかりとまとめてくれているすぐ側そばで、いくみとアリーナはなおも謎なぞの言い争いを続けている。


    　お風呂でリラックス……。


    　本当にリラックスできているのだろうか？　もしかしたらこれがいくみのリラックス状態なのか？　それは誰にもわからないが、少なくともいくみの平原が今後隆起する可能性が低いことだけはたしかなのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　当コーナーとしては珍しく、全会一致で温泉に入るとの意見になりました。


    　しかし温泉はいつでもどこでもというわけには行きませんので、お風ふ呂ろに入ることをオススメします。お風呂でリラックスすれば心も穏やかになりますし、少なくともお風呂に入らないからとの理由で叱しかられることもないでしょう。イライラしたらお風呂に入るかシャワーを浴びるなどして気持ちをリセットしてみてはいかがでしょうか。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「ワラキア平原はとても美しい平原なのでーす」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　食べ物の好き嫌いがあるのですが、それについて人からよく注意されます。自分としては多少欠点や食べられないものがあったほうが人間味があっていいと思うのですが、そう反論しても納得してもらえません。好き嫌いはなくしたほうがいいのでしょうか？


    
      （バイキング）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    アレルギーのメカニズムについてくどくど解説し、ごまかすのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    宗教上の理由だと言えば反論されないはずです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    おなかすいてないんだね。もっと走り回って！


    スピード重視だよ。


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    思いの強さが説得力を生むの、


    お百姓さんのことを思って、そのうえで思いっきり残すの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    日本人の強い味方、


    麵めんツユがあるじゃないですかー。


    麵ツユをつければ食べられまーす。

    

  


  
    【相　談　４「部活の後輩にナメられています」】


    
      越こし川かわ 尚たか裕ひろ

    


    　部活の後輩にナメられている気がします。僕が元々内気な性格で、あまり強く怒れないので調子に乗っているのかもしれません。このままでは立場も発言力も弱くなる一方です。……一応部長なのに。円満に解決する方法があれば教えてください。


    　ついでに、ミーティングのときに僕を弄いじってくる副部長たちもどうにかできるとうれしいです。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：ベイツ擬ぎ態たいを参考にするべき。


    自分を危険な人間だと思わせるべき。
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    ふ　み：孫そん子しの逸いつ話わを思い出しましょう。


    命令不服従には死を！
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    いくみ：鉤かぎ突き→肘ひじ打ち→両手突き→手しゆ刀とう→貫ぬき手ての連打！
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    絵　美：作品で見せつけるの。
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    アリーナ：ひたむきさ、見せましょー！


    


    

  


  
    　アリーナの無理やりな回答によって立ち寄ることになった日帰り温泉施設『お風ふ呂ろの王子様』、今日きようは運よくお客さんが少なかったようで、ほぼ貸し切り状態で使用できている。


    　温泉に浸つかってリフレッシュしたお悩み相談一同はすっかり元気を取り戻し、せっかくだったらもうひとつ相談に答えてしまおうという流れになったのだった。


    　今回の相談は部長として、後輩をまとめることに苦心している越こし川かわ君からのお悩みだ。


    　場所を温泉施設の中でも人の少ないマッサージコーナーへと移し、議論を開始する。


    　真っ先に回答を提案したのはいくみだった。


    　電源の入っていないマッサージチェアに身体からだを投げ出し、すっかりリラックスしている。


    　普段はあまり色気を感じさせないいくみだが、浴衣ゆかた姿のせいか、それともお風呂上がりでほんのりと上気した肌はだのせいか、なんだか妙に艶なまめかしい。


    「生意気な後輩なんてパンチしちゃえばいいんだよ。鉤突き→肘打ち→両手突き→手刀→貫手の連打ですぐおとなしくなるって！」


    　残念ながら、回答から艶めかしさは微み塵じんも感じられなかった。


    　むしろ非常に安直かついくみらしい回答だ。しかも、その技の流れはどこぞの漫画の必殺技、煉れん獄ごくの手順じゃないか。


    　いくみからすると後輩に舐なめられるくらいなら、体育会的な習わしでガツンとやってしまうのかもしれないが、やっぱり暴力はいけない。


    「ほかの方法はないかな？　相談者は内気な性格で強く怒れないって書いてあるからさ」


    「内気でも肘ひじ打ちはできる！　怒ってなくても両手突きは出るよ！」


    「できる、できないじゃなくて、やっちゃダメなんだよ」


    「ちょっとだけだよ。肋ろつ骨こつっていっぱいあるし、一本だけ」


    「ダメ！　ほかの意見！」


    　強制的にいくみの意見を打ち切る。やはりこういった類たぐいの解決策をいくみに求めてはいけない。別の人に聞こう。


    　もう少し役に立ちそうな梨り乃のの答えについて詳しく聞くことにする。ベイツ型擬ぎ態たい……。なんだか以前に聞いたような、聞いたことないような……。


    「ミルクヘビというヘビは毒がないのに猛毒を持つサンゴヘビとそっくりの体色をしているのだ。このように毒のある生物を真ま似ねることをベイツ型擬態というのだ」


    「それで、この相談者はどうすればいいのかな？」


    「やはり危険な存在とそっくりに擬態するべきだと思う。やはり学校でのもっとも危険な生物といえば体育教師だろう。服装や髪型を体育教師そっくりにすれば、後輩たちも本能的に危険を感じるはずだ」


    　梨乃は自信満々で自説を述べてくれるが、僕からするとどうもしっくりこない。


    「生徒なのに体育教師そっくりって、むしろからかわれそうだけど」


    「では校長そっくりは？」


    「あだ名が校長になって終わりじゃないかな」


    「では何にそっくりならいいのだ！」


    　なぜか梨乃がイライラした様子。そっくりプランを言い出したのは梨乃なんだけど……。


    「音楽室のベートーベンの絵とか怖いよ」


    　すかさず入るいくみの余計な提案。それは怖さの質が違う！　ベートーベンそっくりの男が学校をうろうろしてたら、それはホラーの怖さだ。


    「それなら、関かん羽うそっくりがいいです！　威厳もありますし、お供そなえも貰もらえそうですよ」


    「……むしろ、日本海の荒波にそっくりがいいの……。人間は自然に恐れを抱いだくの」


    　なんだかよくわからないことになってきた。日本海の荒波にそっくりって、もはや服装や髪型でどうにかなるレベルではない。


    　これも厳しいか……。仕方ない、ふみの意見を聞くことにしよう。


    「やはり歴史に学ぶことが大切だと思うのです」


    　浴衣ゆかた姿のふみから話を聞くことはなかなか困難なことだった。どうしても胸元に意識がいってしまう。僕はなんとか正気を保ってふみの意見に集中する。


    　相変わらずふみは歴史を参考にした答えのようだ。


    「春しゆん秋じゆう戦国時代のお話です。孫そん子しが呉ごの国の王様に指揮力を試されたことです。王様は宮中にいた美女を集めて姫を隊長にしてこの隊を指揮してみせろと意地悪をしたのです。孫そん子しが太鼓を叩たたいて、どれだけ指示を出しても、美女たちはくすくす笑うだけで命令に従いません。孫子は『命令がはっきりしていないのは将である私の罪、しかし命令がはっきりしているのに従わないのは現場の指揮官である隊長の罪である』と言って、王様が止めるのを無視して、隊長である王様お気に入りの姫を切り捨てました。その後、美女たちは指示に完かん璧ぺきに従うようになったのです」


    　ふみの話は相変わらず長い。むしろ今回はふみの話の中では短かったほうだが、それでもいくみにとっては長すぎたようだ。身体からだはマッサージチェアの中でくたっと弛し緩かんしきり、すでに目も九割がた閉じられている。


    「いくみさん。聞いていましたか？」


    「も、もちろん。切り捨てたんでしょ。やっぱり暴力が一番ってことだね」


    「違いますっ！」


    「美女って太鼓を叩くと、くすくす笑うよねってこと？」


    「さてはいくみさん、ほぼ寝てましたね？　そういうことではなく、自分は相手が地位のある人間だとしても、やるときはやるってことを示したのです。原理原則に従って、ひるまず、毅き然ぜんとした態度。これが大事だと思うんです」


    「な、なるほど」


    　いくみはワザとらしくうんうんとうなずいてみせるが、おそらく理解していない。なにせ歴史の話をされて寝なかったことがないのだから。


    　いくみはさておき、ふみの話はなかなか参考になる気がする。しかし問題はこれを現代社会にどう生かすかだ。こういった故事は非常にいいことを言っている気はするのだが、それを生かそうとすると、これがなかなか難しい。


    「それで実際にはどうしたらいいと思う？　指示に従わない部員を切り捨てるわけにもいかないだろうし」


    　やはりそこはふみにとっても大きな問題点だったようで、僕の問いに小首をかしげて考え込んでしまう。


    「そうなんですよね。うーん。……こちょこちょしちゃうのはどうでしょう？」


    　急激にプランがかわいらしくなった。くすぐるだけでは孫子から学んだ毅然とした感じがまったく消えてしまっている気がする。


    「もう少し厳しいのないかな？」


    「では、教科書に落書きしちゃうのはどうでしょう。ヒゲを少々」


    　ふみは歴史的知識は豊富だったが、残念ながら厳しさに欠けていた。


    　良家で大切に育てられたせいか、ふみは基本的におっとりとして優しい性格。厳しさに対するセンスが欠けつ如じよしているのかもしれない。


    　残念ながらほかのメンバーの意見に移ろう。


    　次は美術系代表の絵え美みだ。


    「美術部で……似たようなことで困ったことがあったの。私も」


    　絵美は相変わらずスローペースでぽつりぽつりと話し始める。


    「私と部長は仲が悪かったの……。部長は今日きようはデッサンの日とかいろいろ指示するの……。でも私は自分の魂たましいに従って描かくの。だから……指示に従わなかったの」


    「それ、絵美が困らせてる側じゃない？」


    「そうなの」


    　こくりとうなずく絵美。


    　まさか似たようなエピソードの中で絵美が部長を困らせる側だったとは……。


    　非常に残念ではあるが、困らせる側の意見を聞くことも悩みの解決のためには参考になるかもしれない。


    「それで、この相談者さんはどうしたらいいと思う？　言うことを聞かなかった側として」


    「もっと詳しく言ってほしかった……。今日はデッサンの日だからとか、決まっているからだけじゃなくて。……なぜ今日はデッサンをするのか。どうしてみんなで同じ日にデッサンするのかを」


    「なるほど、どうして今日はそれをする決まりになってるのか、ちゃんと説明すれば、指示に従う気持ちになったはずだと」


    「そうでもないの」


    「違うのかよ！」


    　相変わらず絵美の話は要領を得ない。結局なんの話がしたかったんだ……。


    　僕の戸惑いをまったく気にすることなく絵美は自分のペースで会話を続ける。


    「部長はデッサンの日にデッサンさせようとするくせに、デッサンがそんなにうまくもなかったの。……美術部の部員が減った理由のひとつだと思うの。……どうしてそんなにこだわるのにうまくならないのか知りたかったの」


    　美術部部長は決まりごとを押しつけるわりには実力が伴ともなってなかったのか……。


    　たしかにそんな状態だと舐なめられるのかもしれない。


    「……美術部の部長なら絵の力で引っぱるしかないの。相談者がなに部の部長なのか知らないけど実力を見せつけるの。部員をついてこさせるにはそれしかない！」


    　絵美は力強くそう言うと自分で自分の意見に納得するかのようにうなずく。自分はついていかなかったくせに勝手な意見ではある。


    　この絵美の意見に反論を唱えたのは梨り乃のだった。


    「残念ながら、情報不足ではないか。相談者の部活がはっきりしない以上、実力を見せつけることができるタイプの部活なのかすらわからない。ボランティア部であればどうするのだ」


    「見せつけるの！　ボランティアでも。……巻き上げるの、寄付金を、誰より多く！　慰い問もんするの、やたらめったら」


    　……相談者の部活がボランティア部でないことを祈るばかりだ。


    　それにしても、どの意見も一理ありそうでなかなか決め手に欠ける。もはや残っているのは留学生のアリーナのみだ。


    「私、ことわざ勉強してまーす。〝愚ぐ公こう、山を移す〟とゆーの覚えましたー。どんな大変なことでも情熱を持って、頑張ればいつかかなうという意味でーす。相談者の人も、誰よりも情熱を持って、部活頑張れば、絶対気持ちはつーじるはーずです。熱い気持ち伝わーれば、みんなついてきてくれるはずでーす」


    　その言葉に真っ先に反応したのはふみだった。


    「素敵な言葉ですね。アリーナさんの言うとおりです、誰にも負けない情熱があれば、絶対に伝わるはずですよ。はじめは笑われても、ちょっとバカにされても、気にすることなく熱意を持って頑張り続ければいつかまわりも理解してくれるはずなんです」


    　ふみはなんだか目をうるうるさせて、感動している様子だ。アリーナのたどたどしい言葉遣いが逆に説得力をもたらし、胸にぐっとくるものがあったのかもしれない。


    　アリーナも自分の言葉が伝わったことに満面の笑みを浮かべている。


    「はい。素敵な言葉でーす。あと〝地獄の沙さ汰たも金次第〟も覚えましたー！　なんでも金でどうにかなるという意味でーす」


    　アリーナは満面の笑みのままで、余計なことわざをつけ加えた。


    　さっきまでちょっと感動していたふみは急激な変化についていけず、笑え顔がおと困惑が入り混じった微妙な顔をしている。


    「まあ、いろいろ勉強するのはいいことですよね。地獄の事情はさておき、情熱を伝えることはすごくいいことだと思うんです。ねえ、みなさん」


    　ふみの言葉に一同うなずく。どうやらみんな異存はないようだ。


    「うん。それが言いたかったんだよね。私は」


    　いくみに至っては留学生の言葉を我がものにしようとすらしている。


    　とにかく、今回の相談は〝最初は舐なめられていたとしても、情熱を持って接すれば必ずいつかは理解される〟との回答になりそうな流れだ。


    「よし、じゃあ、私たちも情熱を伝えないとね」


    　いくみがずっと身を投げ出していたマッサージチェアから飛び起きる。浴衣ゆかたの乱れなど微み塵じんも気にしていない。


    「誰に伝えるのだ？　対象がいないと」


    　梨り乃のの言葉にいくみは即答する。


    「あの態度術の人だよ！　もう一回、あの人のところへ行って、情熱を食らわせて、弟子にしてもらおうぜ！」


    　なるほど、そう来たか。たしかにいま情熱を伝えるとしたら、態度術の有あり馬まなんだろうけど、あれほどきっぱりと断ことわられてしまったからには非常にハードルが高そうだ。


    「私はあのような怪しい人間に教えを請こうために熱意など見せたくないのだが……」


    　梨り乃のはあまり乗り気でないようだが、いくみはすっかりその気になってしまっている。


    「好き嫌いしない！　せっかくアリーナちゃんがいい言葉を教えてくれたんだから、実際やってみないと！　なんとか山でどうこうするだよ」


    「いい言葉だと思うなら忘れるのではない！」　


    「いくみさーん。愚ぐ公こう、山を移すでーす。あと地獄の沙さ汰たも金次第でーす」


    「そうだよ！　地獄だよ！　私たちの地獄のような情熱を見せつけてやるぞ！」


    　いくみの非常に曖あい昧まい模も糊こかつ物ぶつ騒そうな号令の下もと、僕たちは再び態度術、マスター・有馬を訪れることとなったのだった。


    



    　日の長い六月とはいえ、温泉を出るとすっかり日は落ちている。


    　しかしアリーナの言葉に刺激され、情熱の塊かたまりとなったいくみの勢いは留とどまるところを知らない。元気いっぱいで有馬を再訪する。


    「みんな、あのおじさんが認めてくれるまで、ここを動かないよ！」


    　有馬の道場の前に着くと、いくみは入り口の前でどっかとあぐらをかく。


    　どうやら伝統的な弟子入りの作法、『弟子にしてくれるまで動かない』を実行するようだ。


    　いくみの騒々しさで有馬はすぐに僕たちの再訪に気がついたようだった。


    　小さく扉とびらが開かれ、その隙すき間まから有馬の顔が覗のぞいている。


    「なんだ、また来たのか。入れ」


    「なんですぐ入れてくれるのさ！」


    　なぜかむしろ不満げないくみ。


    「もう、夜だから。あんた騒ぐでしょ。いいからさっさと入れ」


    　態度術道場は外見同様、内装もまったく道場らしさがなかった。


    　打ちっぱなしのコンクリートの床ゆかにパイプ椅い子すがいくつかと長机。


    　部屋の一番奥に掲かかげられた達筆なのかヘタクソなのかわからない『態度征万物たいどはばんぶつをせいす』と書かれた書だけに唯ゆい一いつ道場っぽさがあるだけで、あとは本当に工事現場の仮設事務所のようだ。


    　僕たちはそれぞれ椅子を用意して勝手に座るように指示される。


    「なんでそんなにしつこいの」


    　有馬は自分も勝手にパイプ椅子に座ると、露骨に面倒くさそうに、まったく整えられていない髪をさらにかき乱しながら言った。


    　ここは正直に答えるのがベストだろう。僕は代表してこちらの事情を伝える。生徒会長と渡り合える方法を探していること、そして矢や野の君のこと。


    「ああ、矢野君ね……」


    　どうやら有あり馬まは矢野君のことを覚えているようだ。それならば話は早い。


    「僕たちにも矢野君に教えたものを教えてもらえませんか？」


    「無理だね」


    　有馬は即答する。


    「いいよ、最初はそうやって断ことわるパターンでしょ。こっちは情熱があるから」


    「そうでーす。山を移しまーす」


    　いくみとアリーナの元気いっぱいコンビはこんなことではひるまない。熱い視線で有馬を見つめている。しかし有馬はふたりのその情熱がなんとも面倒そうだ。


    「いや、情熱見せられたら、弟子にするタイプじゃないから。むしろそっちの興味なさそうなお嬢さんのほうがいいかな」


    　有馬は梨り乃のを指さす。


    「わ、私は弟子になどしてほしくない！」


    「梨乃、なんで断ってるのでーすか。情熱的にやってくださーい。土下座をー、レッツ土下座」


    　アリーナは強引に梨乃の手を引っ張って、有馬の前に立たせようとするが、


    「本当にやめてくれるかな。俺おれね、ぐいぐい来る人嫌いなんだよね」


    　まさかこんなに情熱が通じない人だったとは。


    「ならば、どーしろと言うのでーすか？　はるばーるモルドバから弟子入りしに来まーした。このままでは帰れませーん」


    　しれっとウソを交えるアリーナ。


    「どうもこうも、だからダメだって。意地悪してるわけじゃなくて、俺の態度術は才能のある人間にしか教えられないし、教えても無駄なの。矢野君はちょっとだけ才能があったから教えただけ」


    　有馬は説明するのも面倒そうだ。


    　しかしこんな説明ではいくみは納得しない。


    「なんでなんにもしてないのに才能ないってわかるのさ！」


    「俺の考えた術だもん。見たらわかるの」


    「情熱やめ。やっぱり身体からだでわからす！」


    　いくみはパイプ椅い子すから立ち上がると、有馬に対してファイティングポーズを取る。左拳こぶしをリズミカルに動かし、レバーへの鉤かぎ打ちを狙ねらう。


    　結局そうなっちゃうか……。


    　しかし有馬はいくみが戦闘体勢に入ってもまったく動じなかった。パイプ椅子から立ち上がることすらなく、相変わらず面倒そうにため息をつく。


    　いくみがステップインしてまさに攻撃をしかけようとしたときだった。


    　有あり馬まの態度が激変する。


    　非常に都会的で、セレブで、近寄りがたいイメージ。暴力なんて振るったらとんでもない賠ばい償しよう金きんを請求されそうな……。


    「態度術〝銀座生まれシテイーボーイ〟」


    　有馬が技名を告げた瞬間、その態度から放たれるメッセージが僕の脳内へと到達する。


    



    　──芸能人の息子が同級生──　──父親が会社経営──　　　──高そうなプードル──


    　　──プランタン銀座──　　──銀座久きゆう兵べ衛え──　　　　　　　──歌舞伎座──　


    　──隠れ家フレンチ──　　──ホステスの愛人──　　──和わ光こう──　　　


    　　　　──自宅にワインセラー──　　──ミシュランガイド──


    ──旦だん那な衆──　　　　　──プチセレブランチ──　　　　──秘書の愛人──


    　──ＧＵＣＣＩグ　　ツ　　チ──　──エルメス──　──経理の愛人──　──ユニクロ・銀座店──


    



    「うっ、……なんか、近づいちゃいけない雰ふん囲い気き」


    　いくみの拳こぶしは有馬に届く前に自みずからその勢いを失い、止まってしまう。


    　おそらく僕の脳のう裏りに叩たたきつけられた、生まれの違い、圧倒的セレブ感のようなものをいくみも感じたのだろう。


    「結局、また見せてしまった。まったく面倒な子だなあ」


    　有馬の態度が元に戻ると、有馬からはまったく銀座の薫かおりを感じない。むしろ小汚くて、銀座のＯＬさんに嫌われるタイプのおっさんだ。


    「……またその技……、でも、今回は負けないよ」


    　いくみは萎なえた戦意をなんとか奮い立たせ、再びファイティングポーズを取る。


    「しつこいな。ならばさらに食らえ、態度術〝ぐいぐい来る美容師フ　エ　イ　ク　・　カ　リ　ス　マ〟」


    



    　　　　──お仕事なにしてんすか？──　　──あれ？　いまからデート？（笑）──


    　　──普段はどこで遊んだりすんすか？──　　──音楽とかどんなの聞くんすか？──


    　　　　　　　　──俺おれ、最近、サーフィンやってんすけど─────


    　　　　──家、どこっすか？──　　　──マジで？──　


    　　──年いくつっすか？──　　　　　　　　　──メガネはシャンプー台に置き去り──


    



    　なんだかわからないが、猛烈に帰りたくなってきた。これ以上会話するくらいなら舌を嚙かみ切りたい。そんな気持ちにさせる態度だ。


    「やれやれ、大おお盤ばん振る舞いしてしまったな。ついでに〝ぐいぐい来る服屋の店員ポ　イ　ン　ト　カ　ー　ド　・　メ　ー　カ　ー〟もお見せしようか？　もっと逃げ帰りたくなるよ」


    　有あり馬まは意気消しよう沈ちんしているこちらの様子を見て、ニヤニヤと勝ち誇った笑みを浮かべている。


    「いったいなんなのだ。非科学的な……。」


    　それでも梨り乃のは必死に反論を試みる。言葉こそ強気だが、やはりぐいぐい来る美容師フ　エ　イ　ク　・　カ　リ　ス　マの空気を十分に感じたようで、少し怯おびえているようにも見える。


    「非科学的もなにも技術だよ。銀座生まれの人やぐいぐい来る美容師に特徴的な態度を抽ちゆう出しゆつして濃縮するとあんな態度になるだけだよ。その子が攻撃的だから、防御用の態度術ばかりになってしまうけど、お金を貸してもらいやすくなる態度、女性にモテるための態度、議論に勝ちやすくなる態度、本当はいろいろあるんだけどね」


    　有馬はそれだけ説明すると、しっしと手を振る。説明もすんだし帰れということなのだろう。


    　むしろ態度術を見せて説明までしたのだから、有馬にとっては十分すぎるサービスなのかもしれない。


    　そんな取りつく島のない有馬にさらに食い下がったのは意外なことにふみだった。


    　いつになく思いつめた表情だ。


    「あの、どうしてもダメですか？　私たちは生徒会長にずっと意地悪されていて、新聞部もいつなくなってもおかしくない状態で……」


    　いつもの人をホッとさせるような口く調ちようではない。切々と訴えかけるように言葉を吐き出す。


    「アリーナちゃんは……第二新聞部を潰つぶさないために入部してくれて……まだ、入って間もないのに……。アリーナちゃんは……」


    　ふみの声に嗚お咽えつが混じる。終始、うつむき加減で話しているので、顔は髪に隠れてほとんど見えないが、かすかに唇くちびるが震ふるえている。


    「泣くなよ……それはズルいよ。ちょっと、泣くのはなしだって！」


    　さすがの有馬も目の前で泣かれて、動揺を隠せない。


    「もう……これしか……頼るものが……」


    「わかったから。もう一度、考え直すから。才能のない人には教えないんだけど、もう一度たしかめて、ちょっとでも才能ありそうだったら教えるから」


    　ついに有馬が折れた。


    　その瞬間だった。ふみがぱっと顔を上げた瞬間を僕は見てしまった。その頰ほおにはひと筋も涙は流れていない。


    　間違いない。あれは九く条じよう流りゆう奥おう義ぎ「ウソ泣き」だ。


    　まさかここで九条流の奥義が出るとは。そしてふみがこんなにウソ泣きが上じよう手ずだったとは。


    　不可能かと思われていた有馬の説得には見事に成功したものの、これからふみを見る目が少し変わってしまいそうでならない、そんな瞬間でもあったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　部員に舐なめられない方法を議論した結果、厳しい処罰を見せつける。暴力を使う。学校の権力者の姿を真ま似ねるなど様々な意見が出ましたが、最終的には熱意だと我々第二新聞部は結論づけました。自分が誰よりも情熱を持って部活に打ち込んでいる姿を見せれば、自然と部員から慕したわれ、ついてきてくれるようになると思います。


    　しかし、ごく稀まれにですが、情熱的な人が苦手なタイプの人もいます。そんなときは思いきってウソ泣きしてみましょう。それでどうにかなる可能性もあると思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「愚ぐ公こう、山を移すでーす。あと地獄の沙さ汰たも金次第でーす」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　僕はカップルを見るとなぜかイラッとしてしまいます。どうすれば直るでしょうか？


    
      （匿名希望）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    宇宙規模で考えるのだ。


    そのカップルは宇宙の歴史からしたら一瞬で死ぬのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    精神修養のために滝に打たれてみては？


    それで無理ならカップルを滝につっこむのも可です。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ピッチングの練習にぶつけろ！


    ボールを投げて身体からだを鍛きたえて、


    最後はカップルにボールをぶつけちゃえ！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    そのイライラを作品にするの。彫刻なんかがいいと思うの。


    カップルにぶつけるには。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    私の故郷モルドバではそんなときは酒で紛まぎらわしまーす。


    ノマノマイエイでーす。


    


    

  


  
    【相　談　５「自分の存在価値が感じられない」】


    
      星ほし神がみ家けの一いち族ぞく

    


    　たとえ自分がいなくても、世界が変わらずに回り続けると考えると、自分の存在意義について考えてしまいます。


    　いくらでも替えがきく存在の人間個人に、存在する意味はあるのでしょうか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨　乃：個人個人のバリエーションこそが存在意義。


    


    


    [image: ]


    ふ　み：愛です。愛こそが存在の意味です。


    


    


    [image: ]


    いくみ：戦いこそ生きる意味だよ。


    いろんな敵をいろんな感じで倒すんだ！

    


    [image: ]


    絵　美：作品を残すの。唯ゆい一いつ無む二にのなにかを。


    


    


    [image: ]


    アリーナ：あなたには家族がいまーす。友達がいまーす。


    シュテファン大公もついてまーす。

    

  


  
    　才能を見極めるテスト。それは人生相談に答えることだった。


    　有あり馬まによるとじっくりとそれぞれの雰ふん囲い気きと人となりを観察できれば別になんでもいいらしいが、せっかく人生相談コーナーやってるなら、それをやっているところを見せてもらう、とのことらしい。


    「高校生になる甥おいっ子がいるんだけど、この前、こんなこと言い出してさ。こういうの本当に面倒くさいだろ」


    　たしかに答えの出なさそうな、それでいて思春期っぽさを感じる相談ではあるけど、甥っ子の相談に面倒って。


    「そんなことはないですよ。大切な悩みだと思います。もしかしたら大人になるとこういうことは考えなくなるのかもしれませんが、このような問いについて真剣に考えるのは、大事なことだと思うんです」


    　ふみの毅き然ぜんとした反論にただ気まずそうに頭を搔かくだけの有馬。やはり一度泣かれたことで、ちょっと苦手意識が芽生えたのかもしれない。


    「それで、有馬さんはなんと答えたのですか？」


    「面倒だったから、話を続けるのが苦痛になる態度術〝昨日きのう見た夢の話を延々する人〟を食らわせて、帰ってもらったよ」


    「ダメじゃないですか！」


    　ふみは有あり馬まの不ふ真ま面じ目めさが非常に腹立たしいようで、ちょっと本気で怒っている。


    　それに対してもただただボリボリと頭を搔かくだけの有馬。


    「だから、代わりになにかいい答え考えてよ。大丈夫、俺おれは見てるだけで、絶対に口は出さないし、なんにもしないから」


    　それだけ言い残すと、勝手に長机のまわりを外れ、道場の隅っこにパイプ椅い子すを移して腰を据すえる。あとは完全にこっちに任せるようだ。


    　有馬の説明によると相談そのものは才能の見極めとは関係ないらしいから、ここは普通にお悩み相談をするしかない。


    「じゃあ、いつもどおりにやろうか。まずは梨り乃のの意見だけど」


    　実際答えるとなると、これはなかなか難しい相談だ。自分ならなんて答えるだろうか……。そもそも存在する意味があるのだろうか。


    　しかし梨乃はこの答えにくい相談にもまったく澱よどみなく答える。


    「ひとりひとりに存在の意味があるかどうかなど問題ではない。人間にバリエーションがあることこそが大切なのだ」


    　梨乃にとっては自じ明めいの答えらしいが、僕には少しわかりづらい。ほかのメンバーもやはり理解しがたいようで、ぽかんとした表情だ。


    　梨乃もそれを察して、小さく咳せき払ばらいすると話を続ける。


    「つまり人類が存続し続けるためには様々な自然環境や状況に適応する必要がある。そして未来にどんなことが起こるかは誰にもわからない。だからなるべく絶ぜつ滅めつしにくいように、こうやって人間にはバリエーションがあるのだ。そのバリエーションのひとつを務める。それが存在の意味なのだ」


    　総理大臣やスーパースターなど替えのきかない存在ではなくとも、たとえば現代社会ではダメな人と思われてしまう人でも、環境の変化に対応するためには必要な存在だということだろうか。なかなか理路整然とした意見だ。


    　この答えに真っ向から反論したのはいくみだった。


    「そんなつまんない理由はやだ！」


    「やだと言われても……」


    　非常に理路整然としていない反論に梨乃も戸惑いを隠せない。


    「もっと、カッコいい理由がいい！」


    「ならばいくみのカッコいい存在理由を聞かせてもらおうではないか」


    「戦うためだよ！」


    　いくみは力強くそう断言した。


    　その力強い眼まな差ざしからは強い意志と熱い気持ちが感じられるが。梨乃にはその熱い気持ちがまったく理解できないようで、むしろ眉まゆをひそめ当惑している。


    「戦うため……、誰と戦うのだ？」


    「それは、そのとき、そのときの敵だよ」


    　いくみは大きくうなずく。


    「だからそのときそのときの敵とは誰なのだ？」


    「それはいろいろだよ。意地悪してくる男子とか」


    「発想が小学生レベルだ……」


    「ただの例だよ！　ほかにもいろいろあるのっ！　すぐに追試にしてくる先生とか」


    「すでに負けているから追試なのではないか？」


    　梨り乃のの的確な指摘がいくみを追いつめる。


    「いいのっ！　私は追試からが戦いなの！　カウンター主体のチーム戦術なの！」


    　もはやムキになっているいくみは顔を真っ赤かにしてお菓子を買ってもらえない子供のように手足をバタバタさせている。


    　これでは梨乃に戦いこそが存在意義であると納得させることはできそうもない。


    　そんないくみを気の毒に思ったのか、ふみが助け舟を出してくれる。


    「いくみさんが言いたいのは、日々の困難や課題に全力でぶつかれば、自然と自分の存在価値を感じることができるってことですよね」


    「そう！　それが言いたかったの！　全力で頑張って戦う。それが生きる意味なの！」


    「全力で頑張っていれば追試になどならないと思うのだが……」


    「梨乃、追試の話ばっかりしないで！　しつこい人は嫌われるよ。私に！」


    　自分が追試の話題を振っておいて、もう追試の話はされたくないらしい。本当に自由気ままな人だ。しかし梨乃もそんなことにはすっかり慣れた様子で淡々と反論を続ける。


    「みんながみんないくみのように単純であればいいと思うのだが、むしろ戦いの日々に疲れたがゆえに、自分の存在価値について考えるようになったのではないか？　原因と結果が逆なのではないだろうか？」


    「むむむむぅ……」


    　いくみはパイプ椅い子すの上であぐらをかき腕組みして考え込んでしまう。難しい顔でしばし考え込む。


    「むむむむぅ……むぅ……なにを言ってるのかわからない！」


    　いくみはただ難しい顔をしただけだった。おそらくこんな感じで日々追試に追い込まれているのだろう。


    　ここは別の人に話を振ったほうがよさそうだ。もっとスタンダードで誰にでも共感できる意見を言える人は……やはりここはふみだろうか。


    「じゃあ、そろそろふみの意見に」


    「これは難しい問題ですよね……」


    　家庭でのしつけがいいせいだろうか、パイプ椅い子すに座っていてもそのたたずまいからどこか清せい楚そさと同時に華やかさを感じる。


    「私はやっぱり愛だと思うんです。愛を感じれば自然に自分が存在する意味を感じることができると思うんです。戦いだけが人生ではありません。愛こそが人生なのです」


    　ふみは自分の意見を誇らしげに語りあげた。


    　愛か。ふみの慈愛に満ちた優しげな笑え顔がおを見ていると、そんな気もしてくるが……。


    　しかしこのふみの心温まる意見に対して、意外なほど、ほかのメンバーの反応は薄かった。薄かったと言うかむしろ引いている。


    「モテモテの人の意見だよ」


    　いくみが梨り乃のに耳打ちする。


    「やはり、こういうことを恥ずかしげもなく言えてしまうところが、モテる原因なのだろうか……？」


    「そんなことないと思うの。ふみちゃんはなんだか隙すきがあるの……。その隙が男子を呼び寄せていると思うの……愛じゃなくて、隙なの」


    　ひそひそと言い合う、いくみ、梨乃、絵え美み。


    「みなさん、なんでそんなひねくれた考え方をするのですか。愛のなにが悪いのですか」


    「愛は悪くはないのだが……、なんだか恵まれている人間の意見に思える。モテているサイドの……」


    「違いますっ！」


    　梨乃の意見にぶんぶんと首を振って懸命に否定するふみ。


    「愛されることだけではなく愛することも大事なんです。それに愛は男女間ではなくとも、家族の愛や友情もあるじゃないですか」


    　ふみの回答はひとつの意見としてはむしろ普通すぎるほど普通だと思うのだが、しかしなかなかほかのメンバーの心には届かないようだ。


    「なんかなー。おっぱい大きい人の余裕を感じるんだよな」


    「いくみさんっ、誤解です！」


    「やっぱりお風ふ呂ろであれを見ちゃうとなあー。ふみはいい人なんだけどね」


    「いくみさん。酷ひどいですよ。それは差別ですよ」


    　どうやらお風呂でのふみのプロポーションがいくみに深い嫉しつ妬と心しんと敗北感を与えたようだ。


    　まさか議論の流れが一緒にお風呂に入ったことに左右されるとは……。


    　とにかく僕も見たかった！　相談に対する意見すら捻ねじ曲がるとはいったいどんなすばらしいものを隠し持っているのだ。本当に残念でならない！


    　しかしそんな思いはおくびにも出さず僕は相談を進行する。


    「まあまあ、ふみの意見はちゃんと伝わってると思うよ。じゃあ絵美の意見に」


    「自分の存在する意味を形にして残すべきなの」


    　絵え美みは非常に美術系らしい意見を語り始める。


    「どんなものでもいいの。絵でもなんでも。本気でなにかを作る……。そして自分の作り上げたものが、ひとりでもいいから誰かの心に届いたら、それは……代わりのない。かけがえのないものなの」


    　ゆっくりとしたペースでぽつりぽつり淡々と話すが、その目には[image: ]作に関する熱い思いのような、なにか熱いものが宿っていることを感じる。


    「かけがえのない人間になるには、……かけがえのないものを残すしかない。別に賞賛されうる必要はないの。ただ自分にとってそうであれば……」


    　絵美の言葉に潜ひそむ熱いものを感じたのかみんな真剣に聞き入っているようだ。いくみも口を真ま一いち文もん字じに結び、言葉を反はん芻すうするように何度もうなずいているが……、


    「うーん。結局絵美ちゃんもそこそこおっぱい大きいから、話を聞く気がしないんだよね」


    　結局、おっぱいの大きい人の意見は聞く気がしないらしい。


    「こうなってくると、アリーナちゃんの意見が一番聞く気がするんだよね」


    「なーぜですかー！　身ぐるみ剝はぎますよー！　月夜の晩ばかりだと思わないでくださーい！」


    　たしかにアリーナは一学年しか離れていないとは思えないほど、幼おさない印象ではあるけど……。やはり胸も幼い感じだったのか……。なるほど、それはそれで、結局のところ、見たかった。


    　しかし僕はもちろんそんな胸のうちを一切感じさせることなく、議論を進める。


    「いくみが聞く気がするかどうかはさておき、アリーナの意見もせっかくだから」


    「そ、そうでーすか。このタイミングでお話しするのは忸じく怩じたる思いですがー。仕方ありまーせん。私の意見述べまーす」


    　アリーナは姿勢を正して座り直す。


    　果たしてモルドバの女の子にとって生きている意味とはどんなものなのだろうか……。


    「私の考えは……、とくにありませーん」


    　アリーナは満面の笑みでそう断言した！


    　ないのかよ！　ちょっと姿勢正して、いかにもいいこと言いそうな雰ふん囲い気きだったのに。


    「ど、どういうことかな？」


    「なくてもいいのでーす。大丈夫でーすよ。代わりのいない人などいませーん。いるとしたらアレクサンドル・ゴリデンヴェイゼルくらいのものでーす」


    「誰なのさ、その人！」


    　さすがのいくみも思わずつっこむ。


    「知りませーんか？　ヴァン・クライバーンを褒ほめたことでおなじみの、あのアレクサンドル・ゴリデンヴェイゼルでーすよ」


    「ウソだ！　そんな人いないよ。アリーナちゃんが考えた架空の人だ！」


    　いないって断言するのもどうかとも思うが、しかし本格的に誰なんだ？　なんだ？　褒ほめたことでおなじみって。褒められたほうですら知らないし。


    「架空の人じゃないでーす。でもアレクサンドル・ゴリデンヴェイゼルのことは別に知らなくてもいいのでーす。私が言いたいことは、別に普通のどこにでもいる人でもいいじゃないですかーってことなのです」


    「でも、本人はなにか自分が生きていく理由みたいなものが欲しいわけだから」


    　議論を深めるべく軽くつっこみを入れてみるが、アリーナはまったく動じない。


    「家族がいて、大切な友達がいて、シュテファン大公もついてまーす。それだけで理由になりませんか？　それが意義でいいじゃないでーすか」


    　……むしろシュテファン大公はついてこなくていいけど、それはさておき言いたいことはわかる。アリーナの意見はふみの意見と方向は似ているのかもしれない。やはり、結論としては、大切な人間がいること、そして大切に思ってくれる人間がいること、それを拠よりどころにするってことで落ち着くのだろうか……。


    　しかしこの意見に真っ向から反対する回答者がひとり。それは絵え美みだった。


    「ダメなの……、誰かに頼っては……。自分で自分に意味があると思えるから、家族にも感謝できるの。自分に意味があると思えるから、友達とも仲良くできるの……。私はあんまり話すの得意じゃないから……友達がいなかったの。両親とも……仲良くなかった……でも絵と出会えて……、絵じゃなくてもいいの……残すの……自分の生きた証あかしを……自分だけじゃなく……大切な人のためにも」


    　絵美の力説はいくみの心を捉とらえた。


    　いくみは目をうるうるさせながら力強く絵美を抱ほう擁ようする。


    「絵美ちゃん。残そう。この人のためにも。そのなにかを！　手伝うよ」


    「……燃えてきたのっ！　なにかキャンバスを！　描かくものっ！」


    　いくみは猫のような俊しゆん敏びんさで部屋を駆かけ回ると、勝手に紙はないかと引き出しという引き出しを引っ搔かき回し始める。


    「お、おい……」


    　いままで静かにどっしりとパイプ椅い子すに座って、人生相談の成り行きを見守っていた有あり馬まが思わず腰を浮かす。


    　しかしいくみと絵美は有馬のことなどまったく視界に入っていない。


    「絵美ちゃん。習字セットっぽいのと、和紙っぽいのあったよ」


    「メッセージの書を書くの！　そしてあそこに飾るのっ！」


    　絵美が指さしたのは唯ゆい一いつ道場っぽさを演出している『態度征万物たいどはばんぶつをせいす』の書。


    　いくみは勝手に書の下に椅子を据すえ、その上に立って書を外し始める。


    「おいおいおいおい！　なにやってんの！」


    　さすがの有あり馬まももはや平静ではいられない。あわてていくみに駆かけ寄る。


    「なに？　口出さないって言ってたじゃん」


    「それ書くの、大変だったんだって！　徹夜したんだぞ」


    「好きにしろって言ったくせに！」


    「こんな無茶すると思わなかったし！　その額もすげー高いんだぞ、何日夜勤しないといけないと思ってるんだ……っておい！　なんかビシャッて音したぞ」


    　有馬がいくみに気を取られているうちに絵え美みが勝手に書道を始めている。


    　いくみが持ってきた、おそらく『態度征万物たいどはばんぶつをせいす』を書いたときの残りであろう和紙に、たっぷりと墨ぼく汁じゆうを染みこませた筆を叩たたきつける。


    「おいおいっ！　墨汁はねてるだろ！　せめて下になんか敷けよ……おい、その墨汁入れたの俺おれのマグカップじゃん！　ふざけんなって！　それ、気に入ってんだぞ」


    「黙ってて！　いま集中してるのっ！　うおおおおっ！」


    　絵美はかまうことなく、筆を走らせる。魂たましいを込めたメッセージが黒いラインとなって和紙の上に展開される。


    「なんだよ、それだけ気合い入れてメッセージは〝頑張れ〟かよ！　もっと工夫しろよ。なんでもいいけど、いらないから！　メッセージとか。俺の甥おいっ子もうすぐ三十だから。もうメッセージとか喜ばないから……。おい、だから額を外すなって！　ああ、なんで片手でやってんの、バカじゃないの。おい、そっちのバカ、紙からはみ出てるよ。ロリ金髪！　お前参加しようとしてるだろ！　中止！　中止！　もう中止だから！」

  


  [image: ]


  
    　有あり馬まの「中止」連呼により、相談は強制的に終了となってしまった。


    　いくみと絵え美みは消化不良なのか、不満げな顔をしているが、そもそもこれは態度術入門の審査でもある。


    　この態度術を身につければ、もしかしたら部費決定ショーで生徒会長に対抗することができるかもしれない。


    　せめてひとりでも態度術の才能を見いだされてくれれば……。


    「もう十分にわかったから」


    　有馬はいくみとの小競ぜり合いで消しよう耗もうしたのか、少し息を切らしている。


    　息を整えるためにマグカップに手を伸ばしかけて、中身が墨ぼく汁じゆうであることに気づく。なんとも忌いま忌ましげな表情。


    「まったく、もっと別の方法で審査すればよかったよ」


    「それで、誰かいましたか、才能ある人は？」


    　僕の問いに、有馬は大きくうなずく。


    「ひとりだけね。危あやうく見落とすところだったよ」


    　才能がある人間がひとり……、いったい誰なんだ？


    　それが誰なのか気になってか、それぞれがそれぞれの顔を覗のぞき込んでいる。


    　いくみだけは自分が選ばれたと確信しているのか、すでに誇らしげに胸を張っている。


    「やっぱ、才能といえば、私でしょ。運動神経抜群だし、やっと私の存在に気づくなんて、まったく遅いよ」


    　むしろ気づくのが遅れた有馬を許してやるといった口く調ちようだが……。


    　果たして本当にいくみなのか、それとも教えるならこっちがいいと言われた梨り乃のなのか？　ダークホースで留学生のアリーナに教えたくなるかもしれない。


    　固かた唾ずを吞のんで有馬の言葉を待つお悩み相談コーナー一同。


    　視線が集中していることに少し照れながらも、ようやく有馬が才能があると感じた人物を発表する。


    「そのひとりは……、赤あか松まつ君っていったっけ？　君だ」


    　僕か！　予想していなかったので、思わず変な声が出そうになる。


    「なんで赤松なのさっ！　なんにも意見言ってなかったじゃん！」


    　いくみが猛然と抗議するが、有馬はそれを手で制して話を続ける。


    「だから発言内容は関係ないって。むしろあの淡々とした司会っぷりに、これは持ってるなと感じたね」


    「メガネなのに？」


    「視力も関係ないから。むしろメガネの奥のあの死んだ魚のような目、絶対にモテないだろうけど、逆にそこに才能を感じる。あれは常人の五倍エロいことを考えてる人間の目だよ。司会しながらもたまにエロいこと考えているに違いないよ」


    　才能を感じてもらったことよりも、悪口を言われていることのほうが気になる。比率的にもほぼ悪口だし……。たしかに司会中にちょっとエロいことを考えたけれども。正直、ちっとも嬉しくない！


    　しかし理由が〝目が死んでいるから〟でも選ばれたことに違いはない。


    「あ、ありがとうございます。頑張りますので、生徒会長に対抗する術を教えてください」


    　僕は改めて有あり馬まに向かって頭を下げる。


    「うん。じゃあ、ほかのみんなは帰って」


    　有馬は頭を下げた僕になどちっとも目をくれず、ほかのメンバーを追い払おうとする。


    「なんで、見るくらい別にいいじゃん」


    「ダメなの。秘密の術だから」


    　いくみに向かってしっしと手を振る有馬。


    「ケチ、じゃあ、なんか別の教えてよ」


    「ケチじゃない。そういう秘伝の術なんだから。ほら、帰って」


    「ケチ、ケチ、なんか教えろ！」


    「いくみさん。よかったじゃないですか、誰かひとりでも才能を認められて。ここはおとなしく帰りましょう」


    　ふみが見かねていくみをなだめすかすが、それでもいくみは執しつ拗ようだった。おそらくこれまで運動に関してはありとあらゆるジャンルで才能を認められてきたこともあるのだろう、食い下がりに食い下がる。これにはさすがの有馬も根負けしてしまう。


    「わかったから、じゃあ、なんか教えるから。ほら、見てみな、指が伸びるよ。ほらほら、口に咥くわえた親指が、ほら」


    「あっ、本当だ、指が伸びた」


    「これ、教えてあげるから、帰りな」


    「うん」


    　こうしていくみは有馬から、すぐにタネがバレそうな簡単なマジックを教わったのだった。


    



    　ようやく満足したいくみを連れて、みんなは道場をあとにした。


    　残っているのは僕と有馬のふたりだけだ。


    「本当に残念な子たちばっかりだね」


    　有馬はマグカップを諦あきらめ、紙コップでお茶を飲んでいる。


    「すみません。ご迷惑を……」


    「まあ、才能ある人間にこの術を授さずけるのは俺おれの使命だと思っているから、結果的にはよかったんだけどね」


    「それで僕に才能があるんでしょうか？」


    「そこなんだよ。俺も最初は見み逃のがしてたんだ。まさかと思ってね。自分の目を自分で信じられなかった。どんな小さい才能でも見逃さないつもりだったけど、まさか大きすぎて見逃すとはね……」


    　有あり馬まはそこまで言うと、お茶を一息に飲み干した。


    　そして、ひとつ大きく息を吐くと僕の目をしっかりと見み据すえる。


    「赤あか松まつ君。君には有馬流態度術・究極の態度のひとつ〝海　賊　王キング・オブ・パイレーツ〟を使いこなす才能がある」


    　海　賊　王キング・オブ・パイレーツの態度……。そもそも態度もなにも海賊王など実在しないと思うんだけど。


    「いいかい。赤松君。態度術は普段なにげなく誰もが取っている態度を自覚的にかつ精密にしただけのことなんだ。ここから先を詳しく教えるには教科書が必要だな……。この『態度術パーフェクトガイド』を購入してほしい」


    　なんと究極の態度の習得は有料だった。


    　しかしここまで来たら引き下がるわけにはいかない。


    　僕は『態度術パーフェクトガイド』を三千八百円で購入する。


    　パーフェクトガイドの〝はじめに〟によると、態度術とはどのような態度が人にどのような印象を与えるか、それを丹念に調べ、相手に強い影響を与える要素を抽ちゆう出しゆつして、自在に組み合わせる術理らしい。


    　武術が人間の身体からだの構造を調べ、相手を肉体的に倒すための身体の運用をしていることと基本は同じで、態度術は相手の身体ではなく、精神をコントロールすることに主眼を置いているだけの違いなのだと……。


    「長年の研究の結果、究極の態度と呼べるものが、いくつか完成した。そのひとつが〝海賊王〟だ。それを君に授けたいと思う。さあ机のそっち側を持ちなさい」


    　僕と有馬は机を移動させスペースをつくると、ついに態度術の練習に入る。


    　武道のイメージから、技の習得には非常に長い稽けい古こと修練を必要とするものだと思っていたが、態度術は体力を必要としないぶん、習得は容易だった。


    　ダンスの振り付けを覚えるように有馬の動きを真ま似ねる。基本これだけだ。しかし振り付けと違って、表情や、呼吸のタイミング、さらには身長や体重など練習によって身につけることが不可能なことまで再現する要素として含まれる。このあたりが有馬が態度術は才能のある人間にしか使用できないと言っていた部分なのだろう。


    　まずは態度術基本の態度を学ぶ。


    　有馬によると基本の態度は三つだった。


    　ひとつめは〝昨日きのう徹夜だったわ〟そして〝人の苦労話に自分の苦労話を乗っけて、勝とうとしてくるヤツ〟、最後に〝日本代表よくわかんないんだよね。サッカーは海外しか見ないから〟らしい。


    　……正直、どれも非常に嫌な感じの態度だ。


    　僕は有あり馬まの動きを見よう見真似で基本の三つを実じつ践せんしてみる。


    「すばらしい。やはり俺おれが見込んだだけのことはある。どれも完かん璧ぺきじゃないか」


    　有馬は僕の態度から醸かもし出される非常に嫌な感じを絶賛してくれるが……。


    　もしかして有馬の言う才能って、ナチュラルな感じ悪さのことなんじゃないのか？　もしかして僕は好感度が低いのか……。普段から自然に周囲の人間に嫌けん悪お感かんを与えているんじゃないのか？


    　練習をすればするほど不安で仕方なくなる。


    　しかし有馬は僕のそんな気持ちなどまったく気にすることなく、どんどん先へと進める。


    「さすがだ。もはや基本は問題ないな」


    　そう言うと、ついに究極態度〝海　賊　王キング・オブ・パイレーツ〟の稽けい古こへと入る。


    　と言っても先ほどまでと同じ、ダンスの振り付けを覚える要領なのだが……。


    「いいかい。海賊王の自由で誰にも屈することなく、ワイルドでありながらチャーミング、粗暴なようでコケティッシュ、見ている者に海を吹き渡る風すら感じさせる、そんな雰ふん囲い気きを態度に込めるんだ」


    　僕は言われたように、有馬の動きを真ま似ねる。あくまで想像ではあるが、海賊王になったような気持ちも込めながら……。


    　しかしここにきて有馬の表情が急激に曇ってしまった。


    　頭をボリボリと搔かきむしりながら、海賊王の態度を取る僕をいろんな角度からチェックする。


    　僕の海賊王に納得がいっていないようで、ほんのわずかに右手人さし指の位置を変えたり、左肘ひじの高さを変えたり、微調整を続けるが、そのたびに落らく胆たんのため息を漏もらす。


    「なにか違いますか……」


    「違うと言うか、そうだね、あくまで態度だから、微妙な話なんだけど……うーん、おかしいな。どうして海賊王っぽさが出ないんだろう、動きは問題ないんだけどね。…………そうか、わかった！　わかったぞ」


    「な、なんでしょうか？」


    　僕の問いに対して返ってきたのは意外な答えだった。


    「赤あか松まつ君、君は童どう貞ていだね」


    「どどどどどど……」


    　突然のことに耳まで真っ赤かになってしまう。まさかこんなことを言われるとは想像だにしていなかった。


    「そのどどどど言ってる感じは確実だ。君は女性経験がないね。それでは海賊王は無理だ。なぜなら童どう貞ていの海　賊　王キング・オブ・パイレーツなどいないから」


    「いや、まあ……その、そうですけど」


    　恥ずかしさで声も小さくなるが、有あり馬まは僕が照れていることなど気にも留とめていない。


    「赤あか松まつ君、これでは海賊王の態度は無理だ。非常に残念だよ。究極の態度を伝えることができるはずだったのに……」


    　有馬にとっても思わぬ落とし穴だったのか、頭を抱えている。


    「そ、そんな……。困りますよ。どうしたらいいんですか」


    「生徒会長とやらには、〝昨日きのう徹夜だったわー〟を食らわせるしかないね」


    「寝てない態度を取ってなんの意味があるんですか！　どうにか海賊王を伝授してください。僕は海賊王になりたいんです！」


    「だから教えるとか、教えないとかじゃないんだよね……。さっきまで教えたことで、本当はできるはずだったんだし……。態度っていうのは身体からだの動きも大事だけど。精神の動きが大事なんだよ。その精神に足りないものがあるんだから仕方ない……」


    　有馬はパイプ椅い子すに倒れこむように身を預ける。そのまま天井を見つめたまま、動かなくなってしまった。どうにか手はないか考えてくれているようだが……。


    　長い思案の末、有馬の口から出た言葉は衝しよう撃げき的てきなものだった。


    「こうなったら、女性経験をするしかないな」


    「ええっ、じょ女性経験って……」


    　思わず声が裏返ってしまう。


    「今日きよう来たメンバーの誰かとキスでもしてよ。そうすれば、赤松君の中の女性への恐れが消え、自然と男性としての自信が芽生え、海賊王になれるはずだ」


    「いやいやいやいや……無理です」


    　急になにを言い出すんだこの大人は。僕をからかっているのか？　しかし有馬の目は真剣そのもの、どうやら本気らしい。


    「無理……。それは、したくないってことなのかな？」


    「したくないことはないですけど……」


    「じゃあ問題はないじゃないか」


    「僕になくても相手にあるでしょう！」


    「どうにかなりそうな子はいないのか？」


    「い、いないですよ」


    「すっごい頼んだら？　頼むからキスさせてくれ！　って」


    「そんなことして人間関係が崩れたりしませんか？」


    「崩れるだろうけど、だがそれも海賊王の態度を身につけるためだ。そもそも海賊王は人間関係を気にしない。女なんかさらって、いきなりブチューだよ」


    　海　賊　王キング・オブ・パイレーツはそうかもしれないけど……。しかし困った。さすが究極の態度だ。やたらとハードルが高い。しかもジャンプに失敗すると怪け我がをするタイプの危険なハードルだ。


    　僕が返答に窮きゆうしていると、突とつ如じよとして有あり馬まに肩を摑つかまれる。


    「やるしかないんだよ。この態度を身につける才能がある人間はめったにいない。おそらく数万人、数十万人にひとりだろう。僕は君に型は伝授した。あとは君の心の問題だ。その才能を眠らせたままにしていいのか？　むしろ君には責任があると思ってほしい。才能がある人間には責任が伴ともなうんだ」


    　有馬の態度は自信と確信に満ちあふれていた。


    　キスをすれば、海賊王の態度を身につけることができる……。馬ば鹿かげた話だがこの有馬の態度を見ていると、僕もやるしかないという気分になってきた。


    「わかりました。やるだけやってみます！　必ず海賊王を身につけます」


    　僕も有馬につられて力強い言葉を返す。


    「そうか、信じているよ。君ならできる」


    　がっちりと固い握手をする僕と有馬。あんなに熱い人は苦手だと言っていたのに自分だってそこそこ熱い部分があるんじゃないか……。


    「赤あか松まつ君、ちなみに今の態度が〝ブラック企業の先輩オールナイトトーク・アツト・フアミレス〟の態度だ。覚えておきなさい」


    　……態度で騙だまされた気がする！


    　しかし騙されたとしても、いまさら撤回することもできない。なにせ生徒会長との戦いがあることは間違いない。そして勝つには海賊王になるしかないのだ。


    　僕は相談者のために書かれた絵え美みの書『頑張れ！』を見つめながら、必ずやりとげると誓ったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　自分が存在している意味。基本的には答えのないものだと思います。我々お悩み相談コーナーでは、人類が環境に対応するためのバリエーションとして存在している。戦って勝つために存在している。愛し愛されるために存在している。様々な意見が出ましたが、やはりこれが答えであるとの決定的な回答ではないと思います。


    　もしかしたら、自分の存在している意味を探すこと自体が人生のひとつの目的なのかもしれません。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「頑張れ！」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　僕は友達が少なく、夏休みやることがなく、毎年ひとりジェンガをやってます。そろそろひとりジェンガも飽きてきて、ジェンガを並べてドミノをしてみましたが、イマイチです。ひとりでもそこそこ楽しめて低コストかつ時間を潰つぶせる遊びはないでしょうか？


    
      （勇ゆう飛ひ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ジェンガの木材を分析し、


    どこに生えていた木か分析する作業に入るのだ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    ジェンガで関せきヶが原はらの合かつ戦せん図ずを作り模も擬ぎ戦せんをしましょう。


    楽しいですよ。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ジェンガに重りをつけて、ムキムキになる。


    手首ばっかだけど。


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    ジェンガの崩れ具合にタイトルをつけるの……。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    ジェンガの中で小鳥を飼いましょー！


    


    

  


  
    【相　談　６「男の先輩のセクハラに悩んでいます」】


    
      やんバタ

    


    　僕の部活の先輩（男）がセクハラしてきます。


    　最初はくすぐるなど優しいものでしたが、最近になって身体からだのあちこちを愛あい撫ぶしてきて本当に困っています。もうセクハラしてこないような対処法はありませんか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨　乃：制服にヤマウルシの樹液を塗りこむのだ。


    


    


    [image: ]


    ふ　み：お市いちの方を参考に、


    贈り物をしてやんわりとやめてほしいと伝えましょう。

    


    [image: ]


    いくみ：負けるな！　やられたらやりかえせ。


    相談者もあちこち触るんだ！

    


    [image: ]


    絵　美：[image: ]作するの。セクハラを倒す制服を。


    


    

  


  
    　態度術の一件があった翌週。


    　いつもの部室でこれまでどおりの人生相談コーナーが開かれていた。


    「やっぱり相談コーナーは部室でゆっくりと、余計な事情などなくやるのが一番ですよね」


    　ふみはぽわんとした笑え顔がおで、我が家が一番的なリラックスっぷりを見せてくれるが……。


    　余計な事情などある！


    　僕にとっては今回の相談こそ余計な事情の塊かたまり。まさに勝負の一手だ。


    　なにせ有あり馬まとの約束、このメンバーの誰かとキスをすること、それを実行するために選びに選び抜いた相談なのだ。


    　本当は「キスのやり方がわかりません」とかそんなストレートな相談があればよかったのだが、こなかったのだから仕方がない。もらった相談の中ではこれがベスト。あとは誰かの意見で少しでもそれっぽい話が出たら、強引にキスの流れに持っていくしかない。やんバタ君、僕に力を貸してくれ！


    「はっきりとやめてほしいと言えればいいのでしょうけど……。こういったことは、なかなか言いづらいですよね」


    　議論の口火を切ったのはふみだった。僕のやましい気持ちなどまったく気づかず、いつもと同じように穏やかな口く調ちようで話し始める。


    　たしかに「それはセクハラですよ」と指摘するのはそもそも言いづらいし、しかも相談のケースでは先輩だ。これは相当言い出しづらいだろう。


    「ですから、ここはお市いちの方を参考にするといいと思うのです。お市の方は金かねヶが崎せきの戦いの折に兄である織お田だ信のぶ長なが公に袋の両端を縛った小豆あずき袋を陣中見舞いに送って、挟み撃ちの危機を伝えたのです。その結果、信長公はからくも金ヶ崎から撤退することができたのです。このようになにかを送ってメッセージを伝えるといいと思うんです」


    「えー、全然わかんないんだけど」


    　ふみの話にさっそく拒絶反応が出る。もちろんいくみだ。ポッキーをくわえたまま、ぶーぶー文句を言っている。


    「まだ、お市の方のエピソードを話しただけなのですが……なにがわからないのですか？」


    「まず小豆の袋を送ってなんで挟み撃ちってわかるのさ」


    「それはですね、袋の両端を固く縛ることで。中の小豆が一粒たりとも出てこられないことを暗に示したのです」


    「袋が固い話？　うーん。結局、わかんない！　ふみの話、わかんないっ！」


    　いくみはあぐらをかいたまま、ぽてんと後ろ向きに倒れてしまう。


    「たしかに無理がある。小豆の袋が固いだけでは情報不足で挟み撃ちだと気づかないのではないか？　そもそも固さの定義は？　人によって固いの基準が違うのではないか？　お市の方と信長の握力に差があった場合には固いとも認識されない可能性もあるが……」


    　さらに梨り乃のが余計なつっこみを……。


    　このエピソードは有名だから以前にも聞いたことがあったけど、こうして改めて考えてみると、たしかに信長の察しがよすぎる気も……。


    「それはきっとお市の方と信長公はすごく仲がよくて、これくらいのヒントでも……、もう、これはまだたとえ話ですからっ！　私が言いたいことはまだ先です」


    　ふみは話の腰を折られに折られてすっかりご機嫌斜めになってしまっている。


    「まあまあ、それで、実際にはどうすればいいと思っているの？」


    　僕はふみをなだめつつ、話を続けてもらう。


    「ですから、相談者さんも贈り物でメッセージを伝えるのです」


    　ふみは自分の鞄かばんからコンビニのビニール袋を取り出す。袋の底の部分を内側に折り込んで、そのまま口を縛った。


    「これを先輩に送るのです」


    　全員がちゃぶ台の上に置かれた、不気味な形状のコンビニの袋を見つめる。


    　いくみも起き上がって、コンビニの袋に真剣な眼まな差ざしを向けている。


    「わかった！　お前の関節もこんなふうにぐにゃぐにゃにしてやろうか！　ってことでしょ」


    「いくみさん。違います」


    　再びぽてんと倒れるいくみ。不正解らしい。


    「生きる苦しみ、そして再生……」


    「絵え美みさん、袋にタイトルをつけるコーナーではありません！」


    「なるほど、ポリエチレンのように重じゆう合ごうして高こう分ぶん子し鎖さの……」


    「梨り乃のさん絶対に違います！」


    　梨乃に至ってはまだ答えを言う前に打ち切られてしまった。


    「もう、そうじゃないですよ。お尻しりの部分が中に入っていて、口が縛ってあるんですから、〝口では言い出せないけど、お尻を触ってほしくない〟って意味ですよ」


    　ふみは意地悪されたと思ったのか、頰ほおを膨ふくらませて不満げな表情をつくってみせるが……正直わかりにくい。下へ手たしたら信のぶ長ながでも気づかないかもしれない。


    　とりあえずふみの意見はここまでにするか。残念ながらキスっぽい流れに持っていけそうな気配もなかったし……。


    「うーん。なるほど、とりあえずほかの人の意見も聞いてみようかな。梨乃はどう思う？」


    「やはり、物理的に先輩からの接触を阻そ害がいするしかあるまい。制服にヤマウルシの樹液を染みこませて、タッチすると後々かぶれるようにするのはどうだろうか？」


    　梨乃の回答は非常に物理的なアプローチだった。


    「もちろんこのままでは相談者がかぶれてしまうので、一番よく触られる部分にだけ塗りこみ、その部分の内側はゴムなどで覆おおって自分の肌はだには……」


    「梨乃さん。それだと『相談者を触るとかぶれるらしいぞ』みたいな噂うわさになりませんか？」


    　ふみが先ほどの反撃とばかりに反論を加える。


    「もちろん、十分予測できる。むしろそのような噂が立てば、もはや誰も触ってこないだろう。好都合ではないか」


    「その先輩ひとりのために大きななにかを失っている気が……」


    「……毒は危ないの、触りたくなくなるデザインの服にすればいいの」


    　ふみと梨乃の会話に割って入ったのは絵美だった。絵美はそう言うと、持参してきたスケッチブックを取り出し、さらさらと制服のデザインを描かき始める。


    「これなに？」


    　いくみはイラストのズボンのお尻部分を指さす。お尻からなにかが滴したたっているように見えるが……。


    「血ち糊のりなの……お尻を触ると袋が破れて血が出たように……」


    「これは？」


    　いくみは背中部分を指す。


    「……メデューサの絵なの。バックプリントで。目が合ったら死ぬの」


    「床ゆかに落ちてるこれは？」


    「これは豚の死し骸がいなの」


    「この空に浮かんでる怖いのは？」


    「……これは死神なの」


    　おいおい。百歩譲ゆずって、制服の背中に不気味なイラストを描かくところまではアイディアとして認めるけど、死神はどこから連れてきたんだ！


    　セクハラを退しりぞける制服のデザインだったはずが、完全に絵心が暴走してしまっている。これではもはやお絵かきのコーナーだ。


    　これはこのあたりで終了にしないと。相談者へのアドバイスとしても、キスへのとっかかりとしても発展性はなさそうだ。


    「絵え美み……、大体わかったからそれくらいで」


    「待って、……まだここからなの……まだケツァルコアトルを描いてないの」


    「描かなくていいから」


    「よくない！　ケツァルコアトルは絶対必要！　ここに！」


    　なんだかわからないけど怒られてしまった。


    　絵を描いている途中の絵美に話しかけるのは、食事中の犬を撫なでるくらい危険だ。


    　ここは放置して、いくみの意見に移ろう。


    「みんなややこしく考えすぎなのさ」


    　いくみの意見はこれまでに出た誰の意見よりも単純なものだった。


    「そんなややこしいことしなくても、触られたら触り返せばいいんだよ。簡単な話だよ。やられたら、やりかえす。お尻しりを触られたら、触り返す！　それだけ！」


    「いくみ。それは違うのでは……。セクハラに対してセクハラで返したら、その、なんと言うか、成立してしまっていないだろうか」


    　梨り乃のは反論しながら、少し顔を赤らめている。おそらく身体からだを触り合う男子生徒の姿を想像しているのだろうけど……。いくみにはなんで恥ずかしがっているのか、ちっとも理解できないようで、ポッキーを口にくわえたままキョトンとしている。


    「なに、成立って？」


    「いや、別に……だから、ふたりでお互いを触り合ったら……」


    「触り合ったら？」


    「だから……なんでもないっ！」


    　梨乃はぷいっと顔を背そむけて話を打ち切ってしまう。恋愛関係の話や性に関する話題が苦手なのは知っていたが、男同士でもダメなのか……。と言うかむしろ男同士のほうがより恥ずかしがってないか？


    「でも難しいところですよね。こうやって梨乃さんみたいに敏感な方もいれば、いくみさんのようにあんまり気にしない方もいますし。相談者さんの先輩もいくみさんのように他人の身体に触ることについておおらかなだけかもしれませんよ」


    　なるほど。ふみの言うとおり、もしかしたら相談者さんにはセクハラでも先輩にとってはただの挨あい拶さつくらいなのかもしれない。


    　梨り乃のもふみの意見に大きくうなずく。


    「そうなのだ。正直いくみのくすぐり攻撃だって、一種のセクハラだと思うのだ」


    「えーっ！　これが？　セクハラ」


    　いくみはさっそく梨乃に飛びかかると、すばやく背後に回り、脇わき腹ばらをくすぐり始める。すべるように滑なめらかに動くいくみの指。


    「だから、セ、セクッ……、やめっ……ちょっと、はぅ」


    　梨乃はいくみの指から逃のがれようと身み悶もだえるが、その動きを予測していたかのように、いくみの指がしっかりと追尾する。さらに指は脇腹からお尻しりへと下がり、黒タイツに包まれた、むっちりとした太ももに……。梨乃の長い黒髪は乱れ、口からは言葉にならない吐と息いきが漏もれる。


    「これはセクハラじゃないと思うよ！」


    　ぐったりと畳の上に倒れ伏し、荒い呼吸をしている梨乃をよそにいくみはそう断言する。


    　いくみ……。正直セクハラだと思うぞ、ただ止めはしないけど。


    「す、少しくすぐられるだけなら、単なるスキンシップだと判定するのだが……、いくみのは長いのだ。そ、それに、脇腹だけでなく……別の場所まで触るし……」


    　梨乃はよろよろと身体からだを起こすと、恥ずかしそうに乱れた髪を整える。


    　一方のいくみは平然とした様子で新しいポッキーを口に放り込んでいる。


    　くすぐった側とくすぐられた側の落差が酷ひどい。


    「まさにこの状態だと思うんですよ。相談者さんと先輩の関係も。やった側とやられた側で全然印象が違うのです」


    「これは優しさなんだけどな。くすぐり攻撃なら怪け我がしないし、楽しい気分になれるじゃん」


    「でもやられた梨乃さんがこんなことになっているのですよ。いくみさんも反省してください」


    「なにを！　ふみもあんなことにしちゃうぞ」


    　いくみは今度はふみに向かって身構える。腰を低く、狩りを楽しむネコ科の動物のようなサディスティックな目の輝かがやき。


    「ちょっと、なぜそうなるのです」


    「本当に嫌なのか、それともちょっと気持ちいいのか、試してみるがいいさ」


    「もう何度も体験しました。結構ですっ！」


    　おいおい今度はふみの脇腹を、お尻を、そして豊満な胸を蹂じゆう躙りんしようとしているのか……。


    　いくみ、なんてイタズラなんだ。そんなことしたらダメだぞ。止めないけど。本当は嫌がっている人にそんなことしたら、ダメなんだぞ。止めないけど……。さあ、ふみがこんなに嫌がっているにもかかわらず、いくみはどんどんふみに接近して……。あっ元に戻って、着席した。反省しちゃったのかよ！


    「うーん。私だって、そんな嫌ならしないけどね。ちょっとしか」


    「難しいですよね。私も梨り乃のさんもちょっとなら大丈夫なんですよ。いくみさんはやりすぎてしまう傾向があるだけで」


    「だって、おもしろいんだもん。どこまでやったらダメなのかなんて知らないし！」


    　いくみが口を尖とがらせて、そんな自己弁護をしたときだった。僕の脳のう裏りにかすかで細い一条の光が差し込んだ気がした。これだ……。


    　どれくらいのスキンシップをすると嫌がられるのかを調べるとの名めい目もくでいろんなスキンシップを試し、そしてやりすぎてしまう。この流れでキスまで持っていけるのではないか？　正直まったく確信はないが、これくらいしか思いつかない。無茶は承知だ。お悩み相談の流れでキスをすること自体そもそも無茶なのだから。ここは行くしかない。


    　僕は突とつ如じよとして立ち上がり、自分の意見を発表する。


    「誰がどれくらいのスキンシップがセーフで、どれくらいからアウトなのか、調べてみると相談者の役に立つと思うんだ！」


    　僕の力強い言葉に反して、みんなの反応は薄かった。


    　ぽかんとしている。


    　必要最低限の会話の流れを制御するだけの僕が急に積極的な発言をしたのが、不気味だったのかもしれない。


    「ほら、この相談って、議論したうえで、いろいろやってみるところが特徴だよね。だからスキンシップの度合いと許容の範囲を……調べたらいいかなって」


    「別にそれでいいけど……」


    　一番単純な性格のいくみですら、疑いの目で僕を見ている。


    　これは僕の下心が見み透すかされてしまっているのか？　しかしここでひるむわけにはいかない。これも第二新聞部を守るためなのだ。ここは勢いで突破する。


    「それで、これから一週間、僕がいろいろスキンシップをして回るから、あとでどれくらいまでＯＫでどれくらいからＮＧだったか教えてほしいんだ。そうしたらそれを表にして発表しようと思う。表を作って……。エクセルで……」


    　ますます深まる猜さい疑ぎに満ちた視線。梨乃、ふみ、いくみ、みんななにも発言しない。


    　なにか変だとは思っているようだけど、どう変なのかまではわからない。そんな感じだろうか。だがこのまま押し切るしかない。


    「じゃあ、そういうことだから。みんな協力よろしく。やるぞっ！」


    　僕はいくみに倣ならって拳こぶしを高々と突き上げてみせる。


    　しかし誰もそれに従って「おー」と言ってくれる人はいない。ひと言も発することなく、ひたすら怪け訝げんな顔で僕を見つめているのだった。


    



    　翌日。いよいよ僕のキスウイークが始まる。


    　昨日きのうの夜、僕はひと晩かけてキスを狙ねらう優先順位を考えた。


    　気持ちとしては梨り乃のを一番のターゲットとしたいところではあるし、少しずつではあるが梨乃との距離が縮んではいる気がしている。


    　しかしキスなど無茶だ。なにせ恋愛の話をするだけでも拒絶反応が出る性質。絶対に不可能。それにキスを迫って失敗したときのリスクを考えると……。


    　毒殺すらありえる。謎なぞの薬品で骨ごと溶かされて完全犯罪を達成されてしまうかもしれない。残念だが、梨乃はまだ早い。


    　ふみも難しいだろう。なにせ良家の箱入り娘だ。強引にキスなどしようものなら、世をはかなんで身投げでもしかねない。それに万が一そのことがふみのおじいちゃんにバレてしまったら……、確実に殺されてしまう。


    　次にいくみ、なんとなくだが、梨乃とふみよりはキスしても怒らない気がする。自分だって、くすぐり攻撃をしたり、ふみのおっぱいをわし摑づかみしたりと、かなりのセクハラまがいの行為が目立つ。僕がキスをするくらいなら……、首をへし折られる可能性もあるが。


    　そして絵え美みだ。まずなにを考えているかわからない。すぐに脱ぎたがる癖くせがあり、ほかのメンバーに比べると様々な面で奔ほん放ぽうなイメージがある。聞いてみたことがないだけで、もしかしたらキスくらいはいつでもＯＫの可能性すらある。ただ本当になにを考えているかわからない。もしすべてが勘違いだったら、本当に怖い。結局、殺される可能性がある。


    　誰からいくべきなのか……。成功確率は？　失敗したときのリスクは？


    　いくつもの殺害されてしまうケースを比較し、慎重に考えた結果、僕が最初にターゲットとしたのはいくみだった。


    



    　放課後、授業が終わると僕は体育館へと向かう。


    　今日きようのいくみのスケジュールはすでに調べてある。放課後はバスケットボール部の練習に参加する予定らしい。


    　いくみがバスケ部の部員たちと合流する前に仕留めなければ。


    　体育館の入り口付近で待機することしばし、ついにいくみが現れる。


    　僕が練りに練った、対いくみ用キス作戦は、フランクお友達作戦だ。


    　おおらかで元気いっぱいのいくみだ。こっちがノリよくスキンシップすれば、流れでキスさせてくれるかもしれない。


    「やあ、いくみ、奇遇だね、こんなところで！」


    　僕はなるべく大げさな身振りでいくみに近づく。


    「……なにしてんのさ？　体育館の入り口で」


    「いやあ、なんとなくだよ。なんとなく、本当に奇遇じゃん！」


    　僕は大きく両手を広げていくみを歓迎していることを表現する。


    　さあ、流れで胸に飛び込んでこい。そしたら、そのままぶちゅーだ。


    　しかしいくみは僕の胸へと飛び込んではこない。不思議そうにじっと僕を見つめている。


    「やあ、やあ、いくみ」


    　僕はことさら両手を広げてアピールする。


    　持ち前のノリのよさで胸に飛び込んでくるはずだ……。


    「やあ、やあ！」


    　いくみも両手を広げた！　なぜ真ま似ねする。両手を広げて向かい合うふたり。なんの儀式だ、これは……。しかしこうなったら途中でやめるわけにはいかない。両手を広げた状態で僕は徐々に間をつめる。


    「やあ、やあ」


    「やあ、やあ」


    　両手を広げながらゆっくりと接近するいくみと僕。なんだかわかんないけど、このまま接近していけば、結局抱ほう擁ようすることになるんじゃないのか？　そう判断して僕はそのまま前進、正面からいくみの肩を抱こうとする。


    「とりゃああああ！」


    　僕の両手はいくみには触れることなく空を抱いた。いくみがすばやく身を沈めたのだ。そしてそのまま僕のベルトを摑つかむと身体からだを反転させる。


    　これは相撲すもうでいうところの下した手て投げ！


    　僕の身体は宙を舞って背中から叩たたきつけられる。


    「ぐふっう！　ち、違う」


    　しかしいくみは僕の言葉など耳に入っていない。間かん髪はついれずに倒れた僕の上にまたがる。これはマウントポジション。完全に勝負ありの状態だ。


    「どう、まいった？」


    　いくみは僕の上で誇らしげな笑みを浮かべている。


    　たしかにこれが格闘技なら僕には打つ手なしだが、しかしこれは格闘技などではない。……これはキスだ！　ディス・イズ・キス！　乱戦は望むところだ。


    　いくみを身体の上に乗せたまま、強引に手を伸ばし、いくみに抱きつき、キスを迫る。


    　しかし僕の手はすぐに外され、キスはすんでのところで届かない。


    「なにしてんの！　馬ば鹿か！」


    　強烈なビンタが僕の頰ほおで炸さく裂れつした。


    「い、いや、反撃しようとして、間違えた」


    「そんな間違え方はないよ！　しようとしたでしょ……チューを」


    　いくみの顔が真っ赤かになっている。


    　よほどショックだったのか、目にうっすらと涙がたまって……。


    「いや、そんな……、ちょっとノリで」


    「ノリでなんで、チューするのさっ！　……ちょっと赤あか松まつのこと、尊敬してたのにさ。コガネンの中の人にふさわしいなって思ってたのにさ。なのにっ！　ひどいよ、いきなりチューしようとするなんて、コガネンはそんなことしないんだからねっ！」


    　連続して繰り出される左右のビンタ。こ、これは容よう赦しやない。気が遠くなる。


    「ごめん、ごめん、違うんだ……許して」


    「違わないよ。もうっ！　なに考えるのさ！　馬ば鹿か、馬鹿、馬鹿っ！　私は……私はね……、本当は……、もう、赤松の馬鹿、馬鹿」


    　いくみも混乱しているのか、言葉がまとまっていない。その代わりとばかりに繰り出されるさらなる連打、僕がタップしても止まらない。


    「もう、知らないから、もう、もうっ！」


    　数え切れないほどの平手が僕の頰ほおを襲おそう。


    　こうして僕のキス作戦第一ラウンドはビンタ連打によるノックアウトで終わったのだった。


    



    　さらに翌日の放課後。僕は美術室へと向かう。


    　いくみへのキスは失敗に終わった。なんとか謝罪に次ぐ謝罪で許してもらったものの、代だい償しようは大きかった。僕の頰ほおはパンパンに腫はれてしまった。
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    　しかし僕には反省する暇ひまも頰の腫れが引くのを待つ時間もない。


    　次にターゲットとしたのは絵え美みだ。


    　美術部とかけもちしている絵美は相談コーナーがない日はいつも美術室で絵を描かいているはずだ。


    　幸いなことに美術室に入ると絵美はひとりきりだった。


    　難しい顔でキャンバスをじっと睨にらみつけている。


    　あれは相談者にアドバイスで描いていたはずのセクハラよけのイラスト。結局、自分が気に入ってしまって、油絵の作品とするつもりらしい。もはや相談者は不気味な地獄絵図の一部となってしまっている。


    　対絵美用キス作戦は絵美が[image: ]作活動中のハイテンション時を狙ねらうこと。あの陶とう酔すい状態ならキスくらいしても気づかないかもしれない。


    「ほっぺが……パンパンなの」


    　絵美は僕に気づくとそう言った。


    「そう？　ちょっと、寝すぎちゃったのかな？」


    　僕の無理やりな言い訳に絵美はなんのリアクションもしない。ただ僕の顔とキャンバスを交互に見比べている。


    「ちょうどよかったの……ここにほっぺがパンパンの人……描きたい」


    　いったいどんな絵にするつもりなんだ……。


    　しかし、これはラッキーだ。ちょうどよかったのはこっちのほうだ。


    「なるほど。じゃあモデルをやればいいのかな？」


    　絵美の指示に従って、キャンバスの設置されたイーゼルのやや後方に立たされる。


    　僕の腫れた頰をじっと見つめる絵美。その瞳ひとみに怪しい光が灯ともる。どうやら絵美の[image: ]作意欲が高まってきたらしい。


    「うぉおおおお、描くの、ほっぺが腫れた人を！　地獄で鬼に適当に歯を抜かれて、腫れちゃった人を！」


    　なんだ、そのモチーフ……。いったいなんの絵を描こうとしているんだ……。しかしいまは絵美のモチーフはどうでもいい。テンションだけ上がってくれれば。


    「うぉおおおお！」


    　僕も絵美の絶叫に合わせて、絶叫する。どさくさに紛まぎれるためにはこっちも絶叫しなければなるまい！


    「よおおおおし、調子出てきたの！　うおおおおりゃああああ！」


    「うおおおおお」


    　僕は叫びながら絵美に向かってゆっくりと接近する。よし、このままハイテンションで一気にキスだ！


    「うおおおおっ」


    「うおおおおっ」


    「うおおおおっ！　なんでキスするのっ！」


    　絵え美みの肩を抱くところまではテンションでいけたのだが、そこまでだった。


    　唇くちびるを寄せた瞬間、絵美の持っていた筆が僕の頭頂部に振り下ろされた。容よう赦しやなく頭にくいこむ筆の柄。


    「うお……う……ぐううう」


    　絶叫ではなく、うめき声が思わず漏もれる。


    「ちょっと待ってて、……いまからビリジアンを目にすり込むの」


    　絵美の目が怒りに震ふるえている。


    「わああ、ごめん、ごめん、違うから。このほうが絵がよくなるかなと思って！」


    「なぜキスをすると絵がよくなるのっ！」


    「はき違えてた。芸術をはき違えてたよ。ごめん。ごめん。もうしないから」


    「次やったら、……顔色が緑になるまでビリジアンをがぶ飲みしてもらうの」


    　おもむろに絵の具のチューブを手に取る絵美。この怒りっぷりだと、本当にビリジアンをねじ込まれかねない。


    　謝罪に次ぐ、謝罪。まさに平謝りでなんとか許してもらう。


    　こうして第二のターゲット、絵美へのキスも失敗に終わった。


    



    　キスウイーク三日目。


    　いくみと絵美が失敗に終わったいま、もはや成功の目は残されていないのではないか。諦あきらめかけていた僕だったが、ある見落としに気がつく。


    　アリーナがいるじゃないか。


    　アリーナはモルドバ生まれ。正直どこにあるのかも知らないが、日本とはまったく風習が違うはず。僕が聞くところによると、外国の方は日本人と異なって非常にスキンシップが多いらしい。ハグなどという行為もあちらの習慣では当然のことらしい。それにどこの風習かは知らないが、頰ほおを左右に寄せ合って、キスっぽい動きをする挨あい拶さつもある。


    　ならばキスに対するハードルも日本人よりはるかに低いはずだ！


    　いける！　なぜ最初からアリーナをターゲットにしなかったんだ。そうすれば、こんなに負傷せずにすんだのに……。


    　たしかこの時間のアリーナは部室で日本の文化体験に関する記事を書いているはず。


    　その労をねぎらうにはキスが一番だ。


    　やってやるぞ、金髪美少女とキスを！


    



    　部室に入ると、アリーナは真剣な表情でノートＰＣに向かっていた。予想どおりだ。


    「やあ、アリーナ、頑張っているね」


    「赤あか松まつさーん、なんだかズタボロじゃないでーすか？　もう死にまーすか？」


    　アリーナは頰ほおが腫はれ、頭頂部にコブを作った僕の姿に目を丸くしている。


    「いや、全然大丈夫だよ。ちょっと寝違えただけだから」


    「日本の寝違ーえ、すごい威力でーす。さすが本場は違いまーすね」


    「寝違えの本場が日本かどうかは知らないけど、偉いね。記事を書いてるんだね」


    「はい。この前の温泉とカチューシャ体験記事にしまーす」


    　アリーナは褒ほめられたのがうれしかったのか、満面の笑みを浮かべる。


    　本当に素直でかわいい子だ。


    　そしてこんなかわいい子にキスを迫るなんて……、突とつ如じよとして胸に去きよ来らいする罪悪感。しかし僕はそれを強きよう靱じんな精神力を持って押さえ込む。これはアリーナのためでもあるんだ。そしてアリーナの国ではキスするのはそんなに重くないかもしれない。そうだ、やるしかない。


    「偉いなあ。こんな後輩を持って僕は幸せだよ」


    　僕はいくみのときと同様に両手を広げる。


    「ありがとうございまーす。私も赤松さんのようなメガネの先輩。幸せでーす」


    　アリーナは立ち上がるとすんなり僕の胸の中へと入ってくれる。


    　僕の胸の中にすっぽりと収まる華きや奢しやな身体からだ。


    　そしてお互いの背中をそっと抱く。


    　ハグ成功だ。やはりハグが普通の国だ！　まさかこんなにすんなりと成功するとは、自分でもびっくりしてしまう。


    　しかしここまではいわばオードブル。ここからメインディッシュである、あのピンク色の小ぶりな唇くちびるを……。


    　僕はよくわからないが、ダンディーなヨーロッパの紳士になったつもりで、そのまま頰と頰を寄せる。


    　アリーナも不思議そうな顔はしているものの、抵抗はしない。なんで欧州風の挨あい拶さつをするのかな？　と思っているだけに見える。


    　そのまま左右の頰を合わせ、チュ、チュとキスの音を出す。これをエアキスと呼ぶらしい。もちろん予習はばっちりだ。


    　ここまで来たら、もはやゴールは目前と言ってもいい。


    　右、左、右、左……、そして真ん中！


    「やああああ！」


    　アリーナは僕の鼻に向かって全力で頭突きを打ち込んだ！


    「ぐおおおおっ！　痛い……」


    　あまりの痛みと衝しよう撃げきで僕は鼻を押さえてうずくまってしまう。


    「シュテファン大公も得意としたと言われる、頭突きでーす。キス、ダメでーす。右、左、右、左、真ん中ダメでーす」


    「ちょっとズレただけだよ。寝違えたせいで首のコントロールが……」


    　しかしアリーナはそんな言い訳を一切認めてくれない。


    「赤あか松まつさーん。警察に電話しまーす。おとなしくお縄についてくださーい。法廷で会いましょー」


    「やめて、やめて、本当にミスだから、イージーミスだって」


    「ウソでーす。赤松さーん。右、左、真ん中で、恐ろしい顔してまーした。あれはミスの顔じゃありませーん。あれはサタンの顔でーす」


    「サタンじゃないから、本当に。腫はれてるからそう見えるだけだって」


    　僕はひたすら謝り続ける。正直もう三回目なので慣れてきている自分を感じてしまう。なんとなくこのまま必死に謝れば許してもらえそうな感触すら摑つかんでいる。このままでは態度使いになる前に謝罪マスター的な存在になれそうだ。


    



    　キスウイーク四日目。前日はもう少しのところでアリーナとのキスを失敗してしまったものの、逆に高まりつつある謝罪力によってなんとか許してもらうことができたのだった。


    　しかし謝罪の特訓ではなくキスが目的だ。これで残すは梨り乃のとふみだけになってしまった。梨乃かふみか……。


    　どちらかと言えば可能性が高いのはふみだろう。性格的にちょっと天然でぼんやりしているところがある。そこをついてどうにか……もはやまったく自信はないけど、とにかくやるしかない。


    　僕はふみが学校から帰るのを待って、ふみの家を訪れる。


    　僕とふみは同じクラス、本来であればクラスでチャンスをうかがいたいところではあったのだが、いかんせんふみはクラスでも人気者、いつでも女子生徒に囲まれてしまっている。まったくふたりきりになる隙すきがないのだ。


    　こうなったらふみの自宅を訪問するしか選択肢はない。


    　問題はふみの自宅を訪れる理由だ。忘れ物でもあれば、届けに来たとか言えるのだが、残念ながらふみはしっかりもの、忘れ物などない。とりあえず勉強のわからない部分を教えてもらいに来たということにする。


    　ここで決めなければ、あとは梨乃を残すだけ。正直、梨乃は百パーセント無理。事実上の最後の挑戦と言ってもいい。


    　僕は意を決して、ふみ家のインターホンを押す。


    　しばらくして、武家屋敷を思わせる立派な門が開かれる。しかしそこに現れたのはふみではなく、ふみのおじいちゃんだった。事前にアポイントメントを取ってあっても帰りたくなる厳しい顔。じっと僕を睨にらみつけている。


    「何者だ？」


    　ふみのおじいさんは僕に向かって、威い嚇かくするようにそう言った。


    「あの、ふみさんの友達で赤あか松まつです。お、覚えてますか」


    「もちろん赤松君なら覚えておる……だが貴き様さまは誰だ！」


    「だから赤松ですよ」


    「赤松君はそんな顔ではない！　似ておらんわ」


    　どうやら、僕を赤松であると認識していないらしい。無理もない。僕の頰ほおは腫はれ、頭にはコブがあり、鼻も真っ赤かになっている。これでは顔認証システムですら別人と判断されてしまうかもしれない。


    「よく見てください、面おも影かげがありませんか？」


    「ないわ！　この偽にせ赤松が！　さては赤松のフリをして、ふみをたぶらかすつもりだな！」


    　……偽ではない本赤松なのだが、残念ながらたぶらかすつもりで来たので否定しづらい。


    「ほら、わかりませんか？　じゃあ、ふみさんに関するクイズを出してくれれば……」


    「貴様に出すクイズなどない！　立ち去れ、偽赤松！　さもなくば、我が槍やりの餌え食じきとなるぞ」


    　わずかに開いた門の隙すき間まから十じゆう文もん字じ槍がにゅっと突き出る。


    　マズい、本赤松のときでさえ槍で突こうとしたおじいさんだ。偽赤松状態では本当に槍の餌食にされてしまうかもしれない。


    「き、今日きようは失礼します」


    　僕がすばやくきびすを返し、帰ろうとしたときだった。


    「あら、赤松さん、どうしたのですか？」


    　なじみのある、ほわわんとした声。


    　いつのまにか、ふみが門の前まで出てきてくれている。


    「あの、ちょっと教えてほしいことがあって……」


    



    　滞在時間十五分との約束で、僕がふみの部屋に入ることを許された。十五分を過ぎるとおじいさんの槍が超過した秒数だけ、僕の身体からだを突くとの脅おどしつき、絶対に時間厳守だ。


    「それでどの教科がわからないのですか？」


    「教科というか……もっと一般的なことで……。実は小説を書こうと思っていて、女性の心理についてわからなくて……。女性とのキスについてなんだけど」


    　僕はふみの出してくれたお茶に手をつけることなく、さっそく本題に入る。なにせ時間がないのだ。


    「キス……？」


    　ふみはあまりに唐突で目を丸くしている。


    「女性とキスをするときにはどんな段取りが必要なんだと思う？　ふみの場合は？　どんな段階を踏めばＯＫするのかな？」


    「そ、そうですね。もちろんお互い愛し合っていることが、大前提なんですけど……、それから、何度かふたりきりの時間を過ごして……、手をつないだり……その次はやっぱりキスの儀になるでしょうか？」


    　ふみは恥ずかしそうにはにかみながら答えてくれる。


    　なるほど、…………キスの儀!?


    「九く条じよう家けではキスをする前には身を清める習わしがあるのです、九条家の女性とキスをする男性はまず山に籠こもっていただいて、千日キス行ぎようと呼ばれる荒行を行おこないます」


    「千日キス行って？」


    「はい。険けわしい山中を駆かけ巡りながら、岩や木、そして出会った動物たちとキスをして回るのです。それを千日間繰り返すことによって、強い精神力と強きよう靱じんな唇くちびるを作り上げるのです」


    　唇の強度はキスに関係ないと思うけど……。


    「それで、修しゆ行ぎようが終わったらキスができると……」


    「いえ、まだです。その後、稲、麦、粟あわ、稗ひえ、豆の五ご穀こくを絶ち、身体からだの穢けがれを浄化します」


    　キスの儀、ものすごく厳しいんですけど……。
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    　それに、とてもじゃないが、いまからでは間に合いそうにもない。本当はいますぐキスをさせてほしいのだから。


    「あの、ちなみにキスの儀をしない場合はやっぱり？」


    「はい。もちろん二度とキスのできない身体からだになります」


    　ふみは大きくうなずくと、慈愛に満ちた微笑を浮かべる。


    　……これは無理だな。ここで強引な手段に出たら本当に死んでしまう。


    　ここまで可能性がないとむしろ清すが々すがしい気分だ。


    「なるほど、勉強になったよ。ありがとう」


    　僕は笑え顔がおでお礼を言うと、挨あい拶さつも早々にさっそうとふみの部屋から立ち去ったのだった。


    　こうなったら梨り乃のに一いち縷るの望みを託すしかない。


    　頼む、梨乃。どうにかキスさせてくれ。


    



    　キスウイーク五日目の昼休み。


    　僕は梨乃と一緒に昼食をとるべく、梨乃のいる教室へと向かっていた。


    　昨日きのうのふみの話から学ぶべきことはあった。


    　これまで僕はいきなりキスしようとしすぎていた気がする。キスの儀がやりすぎなことは当然だが、しかるべき段取りを踏むことは重要だ。まずはご飯でも一緒に食べたりして、気持ちをほぐすべきだったのだ。


    　梨乃は相変わらず教室で誰とも話していなかった。


    　ぽつんと自分の席に座り、なにやら分厚い本を読んでいる。


    「やあ、梨乃、よかったらご飯でも一緒に……」


    　しかし梨乃からはなんの返答もなかった。本に目を落としたまま、こっちを見てくれさえしない。


    「梨乃？　お昼……」


    　まったくなんの返事もない。


    　本に集中するあまり、僕の声に気づいていないのかもしれない。気づいてもらおうと僕は梨乃のほうにそっと手を伸ばす。


    　梨り乃のの手がすっと伸びて裏うら拳けんのように甲で僕の手を払い飛ばした。


    　えっ!?　どういうことだ？　まだなにもしていないのに怒っている？　しかも、ものすごく怒っているような気が……。


    「どうしたのかな？　なんで怒って……」


    　しかし梨乃は僕と視線を合わすことすらしてくれなかった。僕が梨乃の正面に回りこむと、露骨に目を背そむけられてしまう。


    「ちょっと、なに？　どうしたの？　なにかあったの？」


    「自分の胸に聞いてみるがいい」


    　梨乃は顔を背けたままそう言うと、自分の怒りを表すかのように、勢いよく本を閉じると、席を立ってしまう。


    「ちょっと、待って！」


    　しかし当然ながら待ってくれるわけもない。振り返ることもすらなく、すたすたと教室から出ていってしまった。


    　胸がざわざわする。


    　なにかとてつもない失敗をしてしまったようだ。　


    　僕はこんなに怒っている梨乃を見たことがなかった。これまでだって不機嫌になる梨乃を見たことがないわけではないが、深刻度がまったく違う。


    　それに背けられた梨乃の横顔、その目の端に涙が見えたような……。


    　いったいどうして？　僕はどうしたらいい？　


    　思考はぐるぐると回るが、具体的な答えはなにも思いつかない。はじめて体験する胸のざわつきを抱えながら、僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすことしかできなかったのだった。
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    【回　答】


    



    　セクハラ行為にお悩みとのこと。もしかしたら先輩にとってはただの親しみの表現なのかもしれず、大げさに考えないほうがいいのかもしれません。スキンシップの許容範囲は人それぞれ、同じことをしても捉とらえ方が違うものです。


    　そこで僕はスキンシップの度合いを調べるべく、お悩み相談メンバーに非常に緊密なレベルでのスキンシップを試みました。


    　その結果、詳細は避けますが、大変なことになりました。本当に大変なことに……。やはり程度を考えないスキンシップは人を不快にさせるものです。先輩にもぜひ度を越したスキンシップには命の危険があるとお伝えください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「警察に電話しまーす。おとなしくお縄についてくださーい。法廷で会いましょー」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　方向オンチすぎて、小さな駅でもトイレでも迷ってしまいます。トイレにもマップがないと困ると思ってしまうほどです。将来運転免許をとっても、車と一緒にどこかへ行ってしまいそうで怖いです。方向オンチの直し方を教えてください。


    
      （ヴィヴィリアニ）

    

  


  
    ＊Fumi's Answer＊


    



    物語から学んでみては？


    来た道にパンの欠片かけらを置いていきましょう。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    山に籠こもって野生の勘を取り戻せ。


    そうすれば匂においだけでも北がわかるようになる！


    


    


    ＊Emi's Answer＊


    



    目的があるから迷うの。着いた場所。それが目的地なの。


    


    


    ＊Alina's Answer＊


    



    ジャパニーズ忍者を参考にしてくださーい。


    切り株を見て方角を知るのでーす。


    切り株ないときはアイフォンでーす。

    

  


  
    【相　談　７「後輩の部員が暴挙に出て困っています」】


    
      三年　二に階かい堂どう 彩あや香か

    


    　私は某部活で部長をしているのですが、後輩の部員がおかしな行動に出て大変迷惑しています。その迷惑な部員を仮にＡ松としますが、Ａ松はなにを思ったのかほかのメンバーに執しつ拗ようにキスをしようと徘はい徊かいを開始しました。


    　Ａ松は部活を潰つぶすつもりなのでしょうか？　それとも、本格的にどうかしてしまったのでしょうか？　部長として本当に心配になってしまうと同時に思いっきりＡ松の鼻を殴りたくもあります。


    　私は赤あか松まつのことを真ま面じ目めで部長思いの後輩だと思っていたのですが、どうしてしまったのでしょうか？　そしてこの状態をどうにかする方法を教えてください。

  


  
    Answer's
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    ふ　み：赤あか松まつさんは説明責任を果たしてください。
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    いくみ：これは賠ばい償しようのヤツだよ！　たくさんのうまい棒を要求する！
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    絵　美：黒いペンキでメガネをサングラスにするの。
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    アリーナ：唇くちびるを切り取ってくださーい。


    


    

  


  
    　再び彩あや香かからの相談が届いた。


    　というか、部室に呼び出され、目の前で叩たたきつけられた。


    　相談は後輩が暴挙に出て困っているとの内容。相変わらず途中からＡではなく名前が出ちゃっているし……。


    　当然ながら彩香は僕たちに相談をしたいわけではない。これは明らかなあてつけだ。


    　彩香の背中に隠れるように並ぶ、ふみ、いくみ、絵え美み、そしてアリーナ。お悩み相談コーナーの回答者たちであるが、いまや被害を訴える原告団のように見えてしまう。


    「あんたね。なに考えてるの？　キスを迫ってみんなを追いかけ回すって！　いつからそんな勇ゆう敢かんになったの？」


    「いや、勇敢だなんて……そんなつもりは……勇敢じゃないよ」


    「わかってる！　皮肉に決まってるでしょ」


    　彩香は激しくちゃぶ台を叩いて自分の怒りを僕に示す。


    「いまがどんな時期かわかってる？　もうすぐ『部費決定ショー』で香か織おりとやり合わなければいけないんだよ。なんで味方を減らす活動に精を出してんの？　もはやスパイなんじゃないかと疑ってるんだけど？」


    「……スパイじゃないって」


    　彩香はいままで見たことがないほど怒っていた。


    　あまりの迫力に僕は蚊かの鳴くような声で否定するのが精いっぱいの状態だ。


    「みんな、どうしたら許してくれる？」


    　彩あや香かは背後に控える原告団を振り返る。


    「断固としてお菓子を要求するー！」


    　いくみが拳こぶしを振り上げて怒りを表明する。お菓子でいいのか！　そうつっこみたいが、もちろんそんな立場ではない。正直それくらい軽い罰則だと非常に助かるのだが……。


    　しかし、みんなの空気はそれくらいで許してくれそうもない。


    「メガネを黒く塗りつぶすの……。未成年の犯罪者だから目線を入れるの……」


    　絵え美みもまだ怒っているようで、僕の顔を睨にらみつけながら言う。


    　……目線というかサングラスになっちゃうんだけど。それで許してくれるなら、甘んじてサングラス生活も受け入れるしかない。


    　しかしさらに厳しい処罰を要求しているのはアリーナだ。


    　ふたりの提案に大きく首を振り、そんなものでは許せないとアピールする。


    「いくみさーん、絵美さん。手ぬるいでーす。日本の風習、従いましょー、キスをしたら唇くちびる、切り取る。なのでーす」


    　おいおい、日本のどこ地方の風習だ。そんなもの聞いたことないぞ。


    「たしかに腹が立つけど、唇切り取ったって意味ないじゃん。やっぱり、お菓子を要求する。うまい棒とかを買えー！」


    　いくみ、ありがとう。なんだか僕を許すために、あえて甘い要求をしてくれている気すらしてきた。正直、お菓子ですむなら、大量にお菓子を用意して再チャレンジしてみたい。


    　しかし、当然ながら、そのままお菓子を奢おごって解決とはいかない。ふみがお菓子を要求するいくみに待ったをかける。


    「いくみさん。アリーナさんも。落ち着いてください。罰則の前にまずは説明責任を果たしてもらうべきなのです。どうして赤あか松まつさんがこのような蛮ばん行こうに及んだのか、ちゃんと説明してもらいましょう」


    「そんなの、チューしたいからでしょ」


    　いくみはチラリとこちらを睨みながら言う。


    「それだけならば、もっと早くに暴挙に出たはずです。仮にそのような気持ちをずっと秘めていたとしても、なにがこの陰いん惨さんな事件の引き金になったのかを究明し、この事件を未然に防ぐことはできなかったのかを検証するためにも赤松さんの心の闇やみに迫らなければいけないのです」


    　ふみ、ちょっと大げさすぎると思うぞ。陰惨な事件、心の闇って……。犯罪史に残るレベルの事件を引き起こしたみたいになってるじゃないか。


    　しかし彩香もこのふみのノリに同調しだしてしまった。おそらく新聞部部長としてのアンテナに引っかかるものがあったのだろう。


    「さあ、勇ゆう樹き、洗いざらい吐き出しなさい。なぜこんな犯行に及んだの。家庭環境の問題？　それともネット社会の弊へい害がい？　海水温の急激な上昇によるもの？」


    　彩あや香かはまるで取り調べをする刑事のように僕を責め立てる。


    　この大げさな扱いは嫌だが、しかしこれは申し開きのチャンスでもある。


    　すべてを明らかにすればわかってくれるかもしれない。


    　僕はみんなが有あり馬まの道場から帰ったあとの出来事をできるだけ丁てい寧ねいに説明する。


    　有馬から説明された態度術の理論。態度術で最高レベルとされる態度〝海　賊　王キング・オブ・パイレーツ〟について。そして〝海賊王〟を習得するために必要な女性経験について……。


    「なるほど、女性に対する自信を身につけるためにはキスすることが必要だと。その有馬って人に言われたわけね……。なんだかすごく胡う散さんくさい話だけど、勇樹はそれを信じちゃったってわけだ……」


    　彩香は態度術そのものに半はん信しん半はん疑ぎのようだが、ほかのメンバーは有馬の態度術を身をもって体験している。ほかのメンバーの補足もあって、なんとか僕がまるきりウソを言っているわけではないと信じてもらえたようだが……。


    「それにしたって、やり方が不細工すぎるでしょ。なんで相談にかこつけて、騙だまし打ちするの？　それも全員に順番に。女心がわかってないとかそんなレベルじゃなく、いろいろわかってないでしょ」


    　彩香はあきれ果てたと言わんばかりに、大きなため息をつく。しかし事情を説明する前よりは表情に若じやつ干かんの柔らかさを感じる。


    「それならば、そのよーに説明すればよかったのでーす」


    　もっとも過激な処罰を求めていたアリーナの口く調ちようも少しマイルドになっている。


    「説明したら……させてくれた？」


    「させませーんっ！　切り取るのを上うわ唇くちびるだけにするくらーいです」


    　アリーナの答えは完全否定だった。そうだとは思っていたけど……。むしろ下唇だけ残されても気持ち悪いし……。


    　まだまだ怒りが収まらないといった様子のアリーナを彩香がなだめつつ、話題を別方向に持っていく。


    「それにしても、問題は梨り乃のちゃんよね。今日きようもメールしたけど来てくれないし。勇樹、わかってるの？　ここに来てくれてる子たちは許すつもりがあるから、来てくれたんだからね」


    「ごめん……」


    　僕は反射的に深々と頭を下げてしまったものの、梨乃に関しては話は別だ。なにせ僕はなにもしていないのだから。


    「あの、梨乃はなんで……、僕はなにもしてないんだけど」


    「えっ？　してないの？」


    　彩あや香かはてっきり僕が梨り乃のにも同じことをしたと思っていたようだ。


    「きっと私が教えてあげたから、梨乃はうまいこと逃げたんだよ。赤あか松まつが襲おそってくるぞって」


    「私も教えたの……」


    「私もメールしまーした」


    　どうやら、いくみ、絵え美み、アリーナから梨乃のもとに僕がキスを迫っているとの情報が次々に届けられたらしい……。


    　なるほど、それでまだなにもしないうちから怒っていたのか……。


    　彩香はその報告を聞きながら、今度はニヤニヤし始めた。


    「あーあ。なるほどねえ。へー。なるほど、これは勇ゆう樹き、謝んないとねえ」


    　僕をからかうような口く調ちよう。いったい僕をどうしたいんだ……。


    「そうですよ。結果、一番傷ついたのは梨乃さんなのですから。ちゃんと謝ってくださいよ」


    　ふみが彩香の意見に賛同し始める。


    　言われなくても謝るつもりだけど……。


    　しかし有あり馬まの指摘のとおり僕には女性に対する経験値が不足している。


    　果たしてこんな状況ではなにをどうするべきなのか？　まったくもってどうしていいのか具体的なアイディアが出てこない。


    「まあ、謝罪のプレゼントのひとつも用意するべきだと思うよ」


    　彩香は僕の苦悩を察してか、苦笑いしながらアドバイスをしてくれる。


    「やっぱ、お菓子だよ、梨乃と私にお詫わびのお菓子！　甘いのとすっぱいのバランスよくね！」


    「いくみさーん。それより、詰め腹でーす。謝るとーきは事前に詰め腹を切るのが、日本男子のさりげなーいオシャレでーす！」


    　アリーナはいったいなにを教材にして勉強しているんだ。


    「赤松さん。これはおじいちゃんに聞いたのですが、謝罪はまずしっかりと頭を下げて、ちゃんと謝る。言い訳や弁解は相手に聞かれてからにする。これがコツらしいですよ。自分から事情説明を始めると、言い逃のがれをしているように思われてしまうのです。ひたすら頭を下げれば、必ず相手は事情を聞いてくるはずなのです」


    　いつのまにか、みんなへの謝罪だったはずが、みんなで僕がいかに謝罪をするべきかを考えるコーナーに変化している。梨乃はともかくほかのメンバーは僕を許してくれているのかもしれない。本当に申し訳ない。僕はみんなの厚意に感謝しつつ、何度も頭を下げ続けたのだった。


    



    　僕は部室を出て、入部届に書かれていた住所をもとに梨乃の家へと向かっていた。


    　一応、いくみのアドバイスに従って、お菓子は購入しておいた。


    　打ちっ放しのコンクリートの外壁。飾りを廃したシンプルなデザイン。非常に近代的な印象を受ける外観だ。たとえるなら小さな研究所かベンチャー企業のオフィスか……、いかにも梨り乃のの家らしい外観だ。


    　実のところ、僕はすでに十五分も外観のチェックをしている。


    　別に建築に興味があるわけではない。ただインターホンを押す勇気が出ないだけだ。


    　しかし、これ以上人の家の前を徘はい徊かいしていると、通報されてしまう恐れがある。捕まってしまっては元も子もない。


    　僕は勇気を振り絞ってインターホンに手を伸ばす。


    



    　インターホンを押すことには成功したものの長い間、内部からの反応がなかった。


    　留守なのかそれとも僕に会う気がないのか……。


    　いずれにせよ今日のところは帰るしかないか。そんな諦あきらめの気持ちが芽生えたころだった。


    　ようやくドアのロックが外れる音がして、かすかにドアが開かれる。


    　本当にかすかだ。二センチか三センチくらいか。いくらなんでももう少し開けてくれてもいいんじゃないか……。そのわずかな隙すき間まから見える、梨乃の顔。こんなわずかな隙間からでも不機嫌なことがわかる。


    「あの……今日は……」


    　──バタム！


    　いきなりドアを閉じられしまった！　まだなにも言っていない。これではまずしっかりと頭を下げるもなにもない。


    　いくらなんでもこれでは諦め切れない。僕はインターホンを再度押して、梨乃を呼び出す。


    　しばらくして再びドアが開かれた。


    　先ほどよりは少し幅広く開いている気が……。


    　梨乃の顔もさっきよりは見える。


    　メガネの奥のつぶらな目がとがめるように僕を睨にらんでいる。


    「あのこれ……」


    　僕はすかさず。持参したお菓子を差し出す。もちろんいくみが要求した駄菓子ではなく、梨乃が好物としているモンブランだ。


    　憎ぞう悪おに燃えていた眼まな差ざしが、一瞬和やわらいだかに見えたが……。


    　──バタム！


    　モンブランだけ取られてドアを閉められた！　ちょっと！　モンブランを受け取るなら、話を聞くのがルールなんじゃないのか？　まるで小動物が餌えさだけ取って、巣に逃げ帰ったみたいだ。


    　これではさすがに納得できない。僕は間かん髪はついれず、再度インターホンへと手を伸ばす。


    　いままでよりも、間を置かずにドアが開かれる。


    　梨り乃のの表情も怒っているというより、拗すねているようにも見えるが……。


    「ごめんっ」


    　僕はふみの教えに従って、まずは頭を下げる。すぐに言い訳をしたくなるが、それだと不誠実に思われるかもしれないので、相手に事情を聞かれるまでこちらからは説明しない。


    「……………………」


    　大丈夫か？　梨乃が無言なんだけど。本当に事情を聞いてくれるのか？　


    　これで、バタム！　だと、詰め腹を切るパターンしか残ってないんだけど。


    　僕を不安にさせるには十二分な沈黙ののち、ようやく梨乃が言葉をかけてくれた。


    「入ったら……」


    



    　残念ながら、「入ったら」のひと言以降、梨乃との会話はなく、終始無言で梨乃の部屋へと通された。


    　梨乃の部屋は女の子らしい部屋と理科の実験室を、圧力かなにかで無理やりに合体させたかのようだった。


    　ぬいぐるみなどが置かれたかわいらしいピンクのベッド。それに相あい対たいする据すえ置き型の大きなパソコン、顕けん微び鏡きよう。


    　そして、鳥用のケージ。その中ではウズラのうずうずが元気よく飛び跳ねている。


    「うずうず元気そうだね」


    「そうなのだ。最近食欲も旺盛で……」


    　梨乃は急に話をやめると、ぷいっと僕から顔を背そむけてしまう。大好きなうずうずの話をされて、一瞬自分が拗ねていることを忘れてしまったらしい。　


    「あの……ご両親は？」


    「仕事。こんな早い時間には帰ってこない」


    「ということは、ふたりきり？」


    　僕の言葉に背けたままの梨乃の顔が一気に真っ赤かになる。


    「……うずうずがいる」


    「そ、そうだね。うずうずは何歳なの？」


    「二歳になったのだ。ウズラはずっとヒナのように見えるのだが、これでも立派な……」


    　梨乃はそこまで話して、いつのまにか戻ってしまった顔をあわてて背け直す。


    　またしても夢中で語ってしまったことがなんとも悔くやしいみたいだ。


    　本人には申し訳ないけど、非常にかわいらしい。


    「そ、それで、用件はなんなのだ」


    「その……謝罪と説明に」


    　僕は部室で彩あや香かたちに話したことを、改めて梨乃にも話して聞かせる。


    「そんなくだらないことで、その……みんなに迫ったのか？」


    　梨り乃のは怒っているというより、むしろあきれているようだった。


    　まるで誰でもわかるインチキ商法に引っかかってしまった被害者を見るような哀れみの目を僕に向けている。


    「生徒会長と互角にやり合うにはこれしか手がないと思ったんだよ！　それに……結局、失敗に終わって誰ともキスはしてないから」


    「べ、別に結果など……わ、私は聞いていないのだ」


    「そ、そうだね。いや、だから、キスの話じゃなくて、態度術の習得が失敗に終わったって話だから……」


    「…………」


    「…………」


    　途切れがちな会話。梨乃がなにを考えているのかイマイチわからない。


    　怒ったり、恥ずかしがったり、拗すねたり……。


    「そ、そうだモンブランを食べようか」


    　梨乃は沈黙に耐えかねたのか、僕が持ってきたモンブランを出してくれる。


    　しかし、会話はなかなか弾はずまず、結局無言でモンブランを食べる。


    　ただひたすら減り続けるモンブラン。


    　このままモンブランを食べ終えたら、いよいよ気まずい。今日きようのところは撤収したほうがいいだろうか……。そんなことを考えていたときだった。


    　一定のペースでモンブランを口に運んでいた梨乃の手がぴたりと止まる。


    「それで……その……さっきの話なのだが……私にも……その……迫るつもりだったのか？　……あれを」


    「そ、それは……その、あれで……」


    　僕はなんて返事をしていいのかわからず、肯定とも否定ともつかない、謎なぞの代名詞の寄せ集めのような言葉を発し続ける。


    「……それから……なぜ私が……最後だったのだ？　やはり赤あか松まつにとって、優先順位が最下位だったと解釈するべきなのだろうか……」


    「違うよ。それは……梨乃とは……もっとちゃんと……、こんなかたちじゃなく……」


    「こんなかたちじゃなく？」


    　ずっと目を合わせてくれなかった梨乃がいつのまにかじっと僕の目を見ている。顔を真っ赤かにしながら、潤うるんだ瞳ひとみで……。


    　自分の鼓こ動どうが異常に速くなっているのを感じる。これは……もはや言い切ってしまったほうがいいんじゃないか。僕は覚悟を決めて話を続ける。


    「もちろん梨乃さえよければなんだけど……いずれちゃんとしたかたちで……その……なにかのためじゃなくって、自分の気持ちで……」


    「いや、いい、聞かなかったことにしよう」


    　梨り乃のは僕の言葉をさえぎってしまう。決定的な言葉は聞きたくないようだ。おそらく梨乃の恋愛に関するリミッターを超えてしまっているのだろう。


    　真っ赤かな顔で急速にモンブランを口に運ぶ作業を再開する。


    「おいしいではないか。モンブラン、おいしい。これはおいしい。とにかく味がする、私の予想どおり。味がすると思っていたのだ」


    　なんだかパニックになっていないか？


    「梨乃、大丈夫？」


    　落ち着かせるために言ったつもりだったのだけど、僕の言葉にますます梨乃の混乱は深まってしまう。


    「大丈夫もなにも……。味がするから、大丈夫なのだ。……そ、そうだ。いい電気ゲル泳えい動どうがあるのだが、ともに観察しようではないか」


    　梨乃は突とつ如じよとして立ち上がると、僕になじみのない寒かん天てんのようなものが入った装置のスイッチを入れる。


    「いまスイッチを入れたから、あと三時間もすれば、いい感じにバンドが……」


    「三時間もかかるの？」


    「いや、途中でも、その多少ごちゃっとはするが……その……まあ、あれなのだ」


    　梨乃……、あれって言われても……。


    　梨乃は自分の部屋にもかかわらず、動物園の熊のように、うろうろと落ち着かない様子で歩き回る。


    　なんだかわからないが、電気ゲル泳動を見せてくれるくらいなのだから、機嫌は直っていると判断してもいいだろう。


    　今日のところはこれでＯＫとするしかなさそうだ。


    　その後、僕たちはキスについては話題にすることなく、ほとんどなんの変化も起こらない寒天が載せられた装置をひたすら観察し続けたのだった。


    



    「勇ゆう樹き、私はあなたのこと責めてないから」


    　彩あや香かは僕の顔をじっと見てそう言った。


    　僕と彩香は放送部が部室としている、視聴覚室に来ていた。


    　もちろんここに来た理由は第一新聞部と放送部が共同で製作する番組、『全部見せます！　会長のお仕事』内のコーナー、『生公開！　部費決定ショー』に出演するためだ。


    　すでに番組は放送スタートし、メイクをばっちり決めた香か織おりが最近の活動についてよしたかを相手に自慢げに語っている。


    「勇ゆう樹きはベストを尽くしてくれた。ただ結果が出なかっただけで。だから私は勇樹を責めてないから」


    　彩あや香かなぜ何回も言う……。さては責めてるな。


    　たしかに梨り乃のとの仲直りに精いっぱいで、結局香か織おりの攻略法についての成果はまったくなかった。


    　徒と手しゆ空くう拳けんでこのまま部費を決定されるのは非常に不安でもある。しかし、彩香が自分で言ったようにベストは尽くしたのだ。


    　いつものお悩み相談コーナーメンバーも応援のために駆かけつけてくれている。ふみ、いくみ、絵え美み、アリーナ。梨乃はやはりわだかまりが解けきっていないのか、姿が見えない。


    「頑張ってくださいね。真剣に思いを込めて訴えれば、きっと視聴者の方も味方してくれるはずです」


    　ふみは僕と彩香を落ち着かせようとしてか満面の笑みで語りかけてくれる。


    　彩香とは違って、裏のないピュアな笑え顔がおだ。


    「ヤバくなったら、私が飛び出していって、こめかみに一発食らわすからさ」


    　いくみも元気いっぱいに励ましてくれる。実行するのはやめていただきたいが。


    「みんなありがとう。もちろんそう簡単には負けないから、任せといて！　ばっちり資料作ってきたしね」


    　彩香はそう言うと、分厚い紙の束を掲かかげてみせる。僕にはなにも言っていなかったが、彩香は彩香なりにこの日にむけて準備をしてきたようだ。この分厚さから察するに相当の時間と労力が必要だったことだろう。こうなってくると、自分だけなにも成果を出せなかったことが申し訳なくなってくる……。


    　しかしそのことを詫わびている時間はない。


    　すでに前のコーナー、『香織の今週のおやつ』は終了し、スポンサーである生徒会のＣＭが流れている。


    　そろそろ出番だ。


    　ＡＤを務める放送部員に促うながされて、僕たちはスタジオへと移動する。


    



    「さあご登場いただきましょう。第二新聞部の二に階かい堂どう彩香さんと赤あか松まつ勇樹さんっす。どうぞ！」


    　よしたかの司会とともに、討論番組風の音楽が流れる。いかにも第一新聞部が好みそうなベタな演出だ。


    　セットは生徒会長執務室を模した作りになっていた。


    　いかにも高級そうな応接テーブル。そしてそれを挟んで向かい合うように据すえられたソファー。本物の執務室と違うのは番組用にソファーが若じやつ干かんハの字に設置されていることくらいだろうか……。


    　すでに香か織おりは自分の席に座り、入場する僕たちをじっと見ている。


    　口元に浮かぶ嗜し虐ぎやく的てきな笑み。すでに自分の勝利を確信しているかのようだ。


    「さあ、さあ、参りましょう『生公開！　部費決定ショー』今回のターゲットは第二新聞部っす。まずはお互いに要求する次の学期の部費を提てい示じしてほしいっす。どうぞ」


    　よしたかの合図で、香織と彩あや香かが用意されたフリップにそれぞれ希望を書き、掲かかげる。


    　彩香の要求は『２００％アップ』。


    　それに対して香織の提示は『70％カット』。


    　香織が大幅カットを要求するのは予想どおりだが、彩香も強気の要求。真っ向から対立するかたちになった。


    「なるほど、第二新聞部強気っすね。どうかしちゃったんっすかね？　では討論に移りましょう！　どうぞっす」


    　よしたかはそう言うと、カメラの正面から、セットの端へと移動する。


    　いよいよ部費を懸かけたショーのスタートだ。


    「私たちは一切無駄使いすることなく部費を適切に使用しています。それこそ一円単位まできっちりと管理しています」


    　まず議論の口火を切ったのは彩香だった。香織に話すのではなく、視聴者に話しかけるように会話を進めている。そして視聴者にもはっきり見えるように、用意してきた会計に関する分厚い資料を提示する。


    　控え室でこの資料を見たときはもっと簡潔にまとめることもできたのにと思ったが、おそらくこのボリュームこそがきっちりと管理している証しよう拠こになるとの作戦なのだろう。


    　香織はその資料を受け取るとパラパラとめくって、簡単に内容を確認すると彩香に向かって鼻で笑う。


    「あらあら、随分と頑張ったじゃないの。こんなにいっぱい書いて。まあ、私からすると、こんなのただのパフォーマンスにすぎません。これこそ紙資源の無駄に見えますけど」


    　彩香がこの資料を作っていたことを香織は知らなかったはず。いわば不意打ちのかたちだ。しかしそれにまったくあわてることなく切り返してみせる。


    　さすが生徒会長といったところだ。


    「詳細な収支報告のどこがパフォーマンスなのかまったくわかんないんだけど。適当な言葉遊びで片付けないでくれる？」


    　香織を睨にらみつける彩香。少し感情的になっているようだ。


    　しかし香織もまったくひるまない。


    「まあ、この資料についてはいいでしょう。それよりあなた方の最大の問題は部の名前そのものに表れています。つまりは第二であること。新聞部のようなマイナーな部活がふたつもある学校がどこにあるのです？　これが無駄じゃなかったとしたら、いったい無駄ってなんなのかしら？」


    「無駄ではありません。我々は第一新聞部とは異なる独自の活動をしています。私たちは人生相談コーナーで生徒たちの悩みを解決し、生徒の学校生活をサポートしているだけでなく、最近は留学生から見た伝統工芸の世界をレポートするなど、学校のイメージアップに貢こう献けんもしているつもりです」


    　香か織おりの指摘にノータイムで反撃する彩あや香か。お互いにこんなにすらすらとよく言葉が出てくるものだ。


    　ここまでのところ僕の印象では両者互角。もしくは彩香の意見にやや説得力があるように思える。さすが彩香だ。


    　しかし、香織の不気味なほどの余裕はまったく揺らぐことはない。むしろこれくらい歯ごたえがないと倒し甲が斐いがないとすら思っていそうだ。


    「彩香さん。あなたの言うとおり、第二新聞部の活動が学校のイメージアップに役立っているとして、それがどうして新聞部が分裂して、二重に予算を取っている理由になるのですか？　ひとつの部活で部費を余計にしようとしていることには変わりはない。予算を30パーセント残してあげるだけありがたいと思いなさい！」


    「だったら第一新聞部から削ったらいいじゃない！　第一新聞部は生徒会の御用新聞だから予算は減らせないんでしょ！」


    　彩香のこの挑ちよう発はつ的てきな言葉がきっかけだった。


    「調子に乗るのもいい加減にしなさい！」


    　香織の態度ががらりと変化した。


    　普通の人には苛いら立だって脚を大きく組み替えただけに見えただろう。しかし『態度術パーフェクトガイド』を読み込んだ僕にははっきりとわかった。


    　これは態度術！　しかも習ったわけではない。香織は生まれつきの態度使いアテイテユード・マスターなのだ。


    　香織の態度から放たれるイメージが視覚を通して脳へと届く。


    



    　──傲ごう岸がん不ふ遜そん──　　　　──独どく断だん専せん行こう──　　　　　──圧倒的な自信──


    　　　──弱者を顧かえりみない冷徹な心──　　　　　──カリスマ──　　──巨大な野心──


    ──圧倒的独裁──　　　　　　　　　　　　　　　──不屈の闘志──


    　　　　　　　　　　　──第六天魔王──


    　　　　　　　──天てん下か布ふ武ぶ──　　　──歴史秘話ヒストリア──　──シブサワコウ──


    



    　……僕にはわかる。これは〝女おんな信のぶ長なが〟の態度！　もしも信長が美女だったら的な設定のお話で出てくる女信長のイメージから抽ちゆう出しゆつされた、高難度の態度だ。


    　まさか練習なしで女信長が出せるとは……。恐ろしい才能だ。


    　香か織おりの態度に感化されて、すでにスタジオの空気は一変してしまった。その態度から発せられるカリスマ性にすっかり魅了されている。おそらく視聴者もそうだろう。


    　モニターには香織を讃たたえる言葉が画面を埋め尽くさんばかりに流れている。


    「ふたつの新聞部の並存を暫ざん定てい的てきに認めてあげていることを感謝されてもいいくらいなのに、口のきき方に気をつけなさい」


    　香織は見下すかのような微笑ほほえみを添えて、そう締めくくる。


    　収録を見に来た生徒たち、そしてスタッフの視線がすべて香織へと向けられている。みんな香織の堂々とした振る舞いに魅了されてしまっている。


    　彩あや香かは香織の態度に飲み込まれずになんとか堪こらえているが、まわりの空気が一変してしまったことは感じているのだろう。悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。


    　これはピンチだ。なんとか援えん護ごしなければ……。


    　僕にできることはなにかないのか……。


    　とりあえずやれることをやるしかない。


    　僕は一度深く息を吸い込み、大きく吐き出す。


    　食らえ！　〝日本代表よくわかんないんだよね。サッカーは海外しか見ないから〟の態度！


    



    　──メッシのドリブル──　　　　──Ｃ・ロナウドのフィジカル──


    　　　　──ロッベンの頭髪──　　　　　　　──高額移籍金──


    ──エールディビジ──　　　　──ワールドカップは　Ｃ　Ｌ　チヤンピオンズ・リーグに比べるとレベルがね──


    　──ＷＯＷＯＷワ　ウ　ワ　ウは全試合放送──　　　　　──パススピードの違い──　


    　──審判のレベルからして違う──　──ボランチじゃなくてセンターハーフだから──　


    　　　　　──ボールを出す、受ける。基本技術が段違いなんだよね──


    　──Ｊは守備が軽いんだよね──


    



    　僕から発せられる、海外サッカー通の態度。すぐにその態度は香織にも伝わったようだ。


    「あなた、さっきからなに偉そうにしているの？　無む性しようにムカつくのですが」


    　モニターに流れる「なんだこいつ」「イライラする」「なに自慢してんだよ」「別にお前のレベルが高いわけじゃないだろ」のコメント。


    　はっきりとわかる。僕の態度から発せられるなにかがしっかりと伝わったこと。そしてこの態度は失敗だったことが！


    　香織を混乱させるつもりだったが、視聴者に嫌われてしまった！


    　圧倒的に不利な空気のまま、番組は進行する。この空気の中では彩香の舌ぜつ鋒ぽうもイマイチ冴さえない。終始押され気味だ。


    「さあ、議論は白熱してきましたが、ここでいったんＣＭっす。そのあとに第二新聞部の最終弁論、そしてお待ちかねの結果発表っす」


    　まさに窮地に追いつめられたところで、番組はＣＭに入る。正直助かった。しかし、ひと息つけたところで、このままではなにも変わらない。おそらく香か織おりの提てい示じする部費70パーセントカットが最終結論となってしまうだろう。


    　負けるにしても堂々と負けよう。


    　もはや僕は負けたときのことを想像してしまっていた。そんなときだった。


    「赤あか松まつ……」


    　僕を呼ぶ声に振り返ると、いつのまにか梨り乃のが立っている。


    「来てくれたんだ……」


    「苦戦しているように見えたが」


    「うん。まあ、やっぱり大変みたいだね」


    　なんとか笑え顔がおをつくってみせるが、梨乃の表情に変化はない。なんだか思いつめたような表情を浮かべている。


    　そしてその深刻な表情のまま突然僕の手を取って歩き始める。


    「ちょっと、梨乃、どこへ行くの」


    　しかし梨乃は僕の質問に答えない。僕の手を引いたままどんどん歩き、そのままスタジオの外へ。


    



    　ようやく梨乃の足が止まったのは視聴覚室を出てすぐの廊下だった。


    　視聴覚室が校舎の端にあるせいで、人通りはまったくない。


    「まだ怒ってるのかと思ったから来てくれてホッとしたよ」


    「時間がないのだ。いまはそんなことを話している場合ではない。いまピンチなのだな？」


    「そうだね、正直」


    「もし、その、非科学的な態度術とやらが使えたら……どうなのだ」


    「なんとかなるかもしれない」


    「本当なのだな。いまピンチで、それが使えたらなんとかなるかもしれない。本当に、本当なのだな」


    　梨乃の口く調ちようは鬼き気き迫っている。それにさっきからかすかに膝ひざが震ふるえているようだ。いったいどうしたんだ。


    「あの……」


    　僕が事情を聞こうとしたときだった。


    　梨乃が突然僕の両肩に手を回した。


    　そのまま梨乃の顔がそっと僕の首筋に寄せられて……。


    　耳に心地いい「チュッ」という音と同時に頰ほおに伝わる柔らかな唇くちびるの感覚。


    　かすかに残る梨り乃のの髪の薫かおり。


    「これで、いいのだな……」


    　照れているような、怒っているような、複雑な表情。大きな目にはかすかに涙がたまっているようにも見える。


    「あ、あの……」


    「とにかく予算を死守するのだ」


    　梨乃はそれだけ言い残すと、くるりときびすを返し、廊下を全力疾しつ走そうして去ってしまった。


    



    　僕がスタジオに戻ると、ＣＭが明ける直前だった。


    「こんな大事なときにどこ行って……」


    　彩あや香かはお説教を途中で止め、僕の顔を見て目を丸くしている。おそらく先ほどとは違うなにかを感じ取ったのだろう。


    「勇ゆう樹き、なんだか……」


    　しかし、なにがあったかを説明する時間などない。


    　すでによしたかが相変わらずのハイテンションで最終弁論の開始を告げている。


    「さあ、第二新聞部のおふたり、最後の申し開きをするっす」


    　僕は彩香を手で制して、立ち上がる。
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    「ちょっと勇ゆう樹き、なに考えてるの」


    　自分が最終弁論をする予定だった彩あや香かはびっくりしているが、しかしいまの僕にはそれに対してイタズラっぽい笑え顔がおを返す余裕すらある。


    　感じる。自分の身体からだの中にみなぎり、血液のように循じゆん環かんする自信を。たった一度のほっぺにチューだけでここまで人間は変われるのか！


    　胸に満ちる確信。間違いない。いまなら出せる。


    　究極の態度〝海　賊　王キング・オブ・パイレーツ〟を！


    　僕は一度大きく深呼吸をすると、有あり馬まに習ったとおり〝海賊王〟の態度を取る。


    



    　──自由奔ほん放ぽう──　　──誰にも縛られず、自分の道を進む──


    　　──どんどん上がる賞金首としての値段──　　──降り注ぐ陽光──


    　──海風を受け膨ふくらむ帆──　　　──ラム酒──　　　　　──次々に増える仲間──


    　　　──仲間を侮ぶ辱じよくされることだけは許さない──　　　──ゴムゴムの──　


    



    　豹ひよう変へんした僕の態度にはじめて香か織おりが驚きの表情を浮かべている。


    　僕の態度から発せられる、どんな権力にも屈しない、自由で強い意志。欲しいものは自分の力で手に入れてみせるという強烈な自負。


    　たかだか生徒会長の脅おどしでたじろぐ海賊王などいない。


    　もはやこうなってしまえば言葉は関係ない。この態度を乗せて発せられる音声であればなんでもいいのだ。


    「第二新聞部も頑張ってます！　とっても！」


    　海原を駆かけ抜ける南風のように、僕の態度は言葉に乗って、香織の身体を突き抜けていく。


    　そして波紋のように広がり、スタジオ全体へと浸透する。


    「な、……頑張ってるって……そんなこと……」


    「本当に頑張ってます！」


    　もう一度、ダメ押しで打ち出される海賊王の態度。


    　スタジオは静まり返っている。


    　僕の言葉の単純さに驚きながらも、そんな単純な言葉がなにかをぶち壊したことを感じとっているのだ。


    　もちろんその変化は香織にも届いているはずだ。


    　なにせあの香織から反撃の言葉が返ってこないのだから。ただ僕の顔を見つめながら呆ぼう然ぜんとしている。


    　その香織の表情が観衆の心にさらなる動揺を与える。


    　まるで海賊船が立てた引き波が波紋となって海を渡るように。


    　おそらくはじめて、香か織おりの態度によってつくり出された空気が破られた瞬間なのだ。まさに洗脳が解けて我に返った瞬間。みんなの目に映る香織はもはや絶対権力者ではなく、ただの高こう慢まんな女子生徒にすぎない。


    　そして僕の態度が立てた波はきっとモニターの向こうの視聴者にも伝わったはずだ。


    「そ、それでは、アンケートに移るっす。画面に表示される、『70％カット』『現状維持』『２００％アップ』のどれかふさわしいと思ったものをクリックしてほしいっす」


    　結果の集計を告げるよしたかの声にもどこか戸惑いを感じる。おそらくよしたかもまた洗脳が解けたのだろう。


    　やるべきことはやった。あとは港ででっかい海え老びを食って、女を抱くだけだ。


    　僕は自みずからの席に戻ると、海賊王にふさわしい振る舞いで、どっしりと身体からだを投げ出す。


    「えー、結果が出たようっす」


    　間もなくモニターにアンケートの結果が表示される。


    　三つの選択肢の中で一番多かったものが、今回の結論とされるわけだが……。


    　結果がモニターに表示されると同時にスタジオにどよめきが起こる。


    　今回の部費決定ショーの結果は『現状維持』！


    　いわば引き分けだ。しかしこれまで必ず勝利してきた香織が勝てなかった瞬間でもある。


    　どよめきに続いて、自然と起こる拍手。数は少なく、パラパラとした拍手だが、絶対権力者、香織に対しての健闘を讃たたえる拍手だ。


    　僕はその拍手を身体に受けながら悠然とスタジオをあとにしたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　みなさま、強引にキスを迫ってすみませんでした。


    　ですが、そのおかげでなんとか香か織おりと互角に戦うことができたのです。


    　今回はこのような大変迷惑をかけるかたちでキスを迫ってしまいましたが、十分に反省し、迷惑をかけることない健全なキス活動を心がけたいと思っています。今後ともご理解とご協力のほどよろしくお願いします。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「謝るとーきは事前に詰め腹を切るのが、日本男子のさりげなーいオシャレでーす！」

  


  
    　翌日の放課後、第二新聞部の部室では『部費決定ショー』の結果を受けてささやかな祝勝会が開かれていた。


    　本当は引き分けだったので勝利を祝うのはおかしいのだが、部費を守ったということは事実上勝ったも同然だとの非常にゆるい判断によって、開催が決定したのだ。


    　ちゃぶ台に並ぶ、ジュースと大量のお菓子。


    　死守した部費から購入されたものではなく、僕の私費から支払われている。なぜなら僕のキス未み遂すい事件による賠ばい償しようの品を兼ねているからだ。


    「じゃあ、第二新聞部の予算が無事に守られたことを祝して乾杯！」


    　乾杯の音頭を取る彩あや香かはこれまでに見たことないほどの上機嫌だった。なにせ乾杯だけですでに五回目なのだから。


    　あの香織にひと泡吹かせたことがよっぽどうれしいのだろう。


    「さあ、いくみちゃん。食べて、食べて。全部勇ゆう樹きの奢おごりだから」


    　自みずから酢いかさん太郎の袋をむいていくみへと差し出す。


    「もう食べてるよ。いま甘いの食べてるから、あとで」


    　あまりにご機嫌な彩香に、いくみですらちょっと迷惑そうだ。


    「それにしても、どうして、究極の態度はもう使えなくなっちゃったんですかね」


    　ふみはポッキーをちょっとずつ口にしながら、不思議そうに小首をかしげている。


    　そうなのだ。僕が海　賊　王キング・オブ・パイレーツの態度を出すことができたのは結局あの一回だけだった。


    　あれほど胸に満ちあふれていた自信もいつの間にやらどこかに消えてしまった。


    「それが、僕にもさっぱりわかんないんだよ」


    　僕はそう答えるが、本当のところはなんとなく原因がわかっていた。


    　おそらくなのだが、梨り乃ののキスが頰ほおだったからだ。


    　有あり馬まが言っていた、海賊王としての女性経験にしてはあまりにも刺激が不足している。あの瞬間は精神が高こう揚ようして一時的に使えるようになっただけなのだろう。


    「疑問はそこじゃないの……そもそもなぜ使えるようになったかが問題なの……」


    　絵え美みが猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で僕を見ながらそう呟つぶやく。


    　みんなは僕がキスに失敗して平謝りをしたところまでしか知らないのだから、当然の疑問ではある。しかしこればっかりは第二新聞部の仲間とはいえ、正直に答えることはできない。


    「いやあ、本当に僕にもなぜなのか……不思議だよ。たぶんなんだけど、たまたまうまくいっただけなんじゃないかな」


    　露骨にとぼけながら、気づかれないよう横目で梨乃の様子をうかがう。


    　真っ赤かな顔でうつむいて、小刻みに震ふるえている！　組んだ手を意味もなくモジモジと動かして……。


    　誰がどう見ても照れている。まさに照れまくっている！


    「梨乃さーん？　どーしたのでーすか、もしかして死ぬのでーすか」


    　真っ先に梨乃の異変に気づいたのはアリーナだ。


    　身体からだを固くしてプルプル震える梨乃を不思議そうに見つめている。


    「アリーナちゃん。違うよ。死ぬんじゃないよ。梨乃は照れてるのさ。なにせ梨乃はすぐに照れるから……あれー？　梨乃が照れてるよ！」


    　いくみが部室の外まで聞こえるような大声でわざわざ報告してくれる。迷惑な、これで全員にバレてしまったじゃないか。


    「本当です。梨乃さんが照れています。まさか梨乃さん」


    　ふみの問いに、梨乃は妙にカクカクした動きで首を横に振る。これではますますバレバレじゃないか。


    「まさか、まさかー！　チューしたのか赤あか松まつ！」


    　いくみが僕の襟えり首くびを摑つかんで揺さぶる。


    「いやあ、そんな……変なこと言わないでよ」


    「どこが変なのさ、見なよ！　梨乃がロボみたいになってるんだぞ。チューしたな！」


    「だとしたら海賊王の態度がいまでも使えていると思わない？」


    「むむ……あれ、本当だ」


    　なんとかごまかせそうな気がする。頰にキスという非常にあいまいな形式が幸いして、結果ウソとも本当ともつかないどっちつかずな状況を生んでくれている。


    　このままうやむやにできるか……僕の心に油断が生じたタイミングだった。


    「究極の態度が一度きり、そして梨り乃のさんがロボ……。もしかしてほっぺにチューなのではないでしょうか？」


    　ふみ！　余計な推理をしない！　この名探偵！　


    　これはマズい、梨乃もなにか言って……。


    　梨乃が猛烈な勢いで震ふるえている。落ち着こうとして手に取ったお茶が嵐あらしの海のように激しく波打っている。もはや梨乃がロボだったとしても故障している。


    「ははーん。なるほどなるほど……。お願い、梨乃ちゃん。もう一回キスしてあげて。そうしたら香か織おりが倒せるかもしれないから。おでこでいいから」


    　彩あや香か、無茶なお願いはやめてくれ。あの一度だって、精いっぱいの勇気を振り絞ってくれたんだぞ。まだ二回目は無理だ。


    「梨乃、私にもチューしてくれ。私もあの技を覚えたい！　そうだ私もするから、梨乃もしよう。平等に」


    　なぜかいくみは梨乃にキスを迫る。梨乃の前に立ちふさがると、唇くちびるを突き出す。


    　さすがにこれは止めざるをえない。


    　僕はいくみを羽は交がい絞めにして、引きはがす。


    　そして離れざまに態度術〝人の苦労話に自分の苦労話を乗っけて、勝とうとしてくるヤツ〟を繰り出す。


    　いくみに向かって放たれる不愉快な波動。


    「うわー、なんなのさ。なんだかすっごいテンション下がった」


    　いくみはすごすごと自分の席へと戻っていく。


    　なんとかテンションを下げることには成功したが、これを繰り返すと僕がものすごく嫌われてしまう。本当にこれっきりにしたいところだ。


    「梨乃がかわいそうだから、もうこの話はやめにしない？」


    　僕はみんなのテンションが下がったこの流れに乗じて、そう提案してみる。


    　それでも最後まで食い下がったのは彩香だった。


    「じゃあ、最後に一度だけ、梨乃ちゃん。本当のところはどうだったの」


    　彩香はまるでお母さんのように優しい口く調ちようで話しかける。


    　それに対して梨乃は消え入りそうな小さな声で返事をする。


    「なかったことにしてほしいのだ……」


    　誰とも視線を合わせず、重要な文章でも書いてあるかのように、ひたすら畳を凝視する梨乃。窓から差し込む夕日が、その頰ほおをいっそう赤く染めるのだった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうも、川かわ岸ぎし殴おう魚ぎょです。


    　みなさんがこのあとがきを読んでいただいているころにはアニメも終了しているかと思います。ご視聴いただいた方、ありがとうございました。


    　業界の噂うわさによるとアニメ化されたラノベ作家は精神をやられるとも、猛烈に禿はげるとも、親の死に目に会えないとも、尻こ玉を抜かれるとも言われていましたが、なんとか無事にやっております。尻こ玉は勝手に抜けてしまいましたが、むしろない方が快適です。


    　まあ僕の精神状態はさておき、非常に得えがたい経験をさせていただきました。アニメ関係者のみなさま、本当にありがとうございました。


    　さてさて、本シリーズ「人生」もこの巻にて第９章となりました。シリーズ開始当初はこんなに続くとは思ってもみませんでした。これも読んでいただいているみなさまと諸事情のおかげでございます。ありがとうございます、みなさま！　そして諸事情！


    　前作「邪じや神しん大おお沼ぬま」シリーズが全八巻ですので、九巻を書くことは初体験、僕としては未み踏とうの大地を進んでいる状態でした。そういう意味ではこちらも個人的なことではありますが新しいチャレンジなのです。


    　そんな新しい一歩を踏み出した、九巻目の「人生」。やはり、あとがきにもまた新しいチャレンジが必要ではないでしょうか？


    　そうでもないでしょうか？　……書いている途中で必要じゃない気もしてきました。


    　しかし必要なかろうがやる！　新しいあとがきを模も索さくし続け、あとがき界に新風を送り込むことが僕の使命なのです。


    　……使命じゃない気もしてきました。


    　気持ちは揺れる一方ですが、あとがきでも新しいチャレンジをしてみたいと思います。やるって言ったらやる！　頼まれてないのにやる！


    　あとがきの改善ポイントといえば、やはり謝しや辞じ。これをどうにかしないとあとがきのいつもどおり感は拭いされません。


    　感謝の辞（ことば）、謝辞。お世話になった方や読者のみなさまに感謝の辞を送る。たしかに重要なことだとは思いますが、ほかの辞をあとがきに記すことがあってもいいのではないでしょうか？


    　感謝以外の辞、それこそがあとがきに変革をもたらすのではないのか？　僕はそう考えています。


    　そんなわけで、今回はあえて感謝の辞ではなく、その正反対、邪よこしまな辞、邪辞（じゃじ）を書かせていただきたいと思います。


    



    　それでは邪じや辞じに移らせていただきます。


    　まずは担当編集岩いわ浅あささま。今回もお世話になっておりやす。要所要所でコントロールしていただきありがとうございやす。ところでものは相談なのですが、こっそり印税を何パーセントか差し上げる形で、今後の企画を異常に通り易やすくしてはもらえないでしょうかね？　お互いＷＩＮウ　イ　ン‐ＷＩＮウ　イ　ンの関係だと思うんでげすよ。あと、ここだけの話なんですが、経費で限界いっぱいまで飯めしを食べませんか？　こっそりフグを食べるのはどうでげしょうか？　ぐへへ……。ここだけの話でげすよ。


    　そして今回もすばらしいイラストを描いていただいたななせめるちさん。本当にこの作品はイラストに支えられてここまでやってきたと思っております。ななせさんでなければどうなったことか……。ここだけの話、こっそり人生のグッズを作って、利益を山分けしませんか？　たぶんバレないと思うでげすよ。ぐへへ、ぐへへへ……。人生トンファーとかどうでげすかね？


    　六万円くらいで……ぐへへへ。ななせさん二万、僕四万で。


    　そして野の村むら編集長閣下。


    　ぐへへへ、いつもお世話になっておりやす。知っての通り、僕はいいヤツでげすよ。本当に誠実を絵に描いたような、げへへへ……。ところで、岩浅さんとななせさんがなにか企たくらんでいるようでげすよ。もしなにか怪しい動きがあったらすぐに報告しますので、これからもよろしくお願いします。とびきり特別な扱いを。ぐへへへ。


    　もちろん読者のみなさまも。


    　ぐへへへ、お買い上げありがとうございやす、みなさまのおかげで、なんとかライトノベルを書かせていただいております。本当にみなさまあっての僕でございます。ものは相談なんですが、もう何冊か買ってもらえないでげすかね？　噂うわさによると各巻七冊買って集めると願いがかなうらしいでげすよ。ぐへへへへ……。ぐへ…………。


    　……邪辞、ヤバい気がしてきました。猛烈な勢いでなにかを失っている気がします！


    　やはり謝しや辞じがベストですね！　本当にみなさまありがとうございます！


    



    　邪辞を忘れていただくためにも相談の募集を！


    　本作「人生」シリーズでは読者のみなさまに作中で使用させていただく人生相談を募集しております。


    　相談はどんな内容でも大歓迎です。お悩み相談コーナー一同が真剣かつ、ゆるーく、お答えいたします。


    　応募は僕のツイッターのアカウント（＠ougyo_kawagishi）へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール、jinseisoudan@live.jpまでお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームでもＯＫです）と名前のふりがなも添えてお送りいただけるとありがたいです。


    　応募期間は二〇一四年、十月十八日より二〇一四年、十一月十八日までとさせていただきます。本当になんでも大丈夫ですので、気軽に送っていただければと思います。ご応募お待ちしております！


    



    　そしてサンデーＧＸにて松まつ山やませいじ先生による「人生～マンガの章～」も連載中ですよ！　


    　こちらも併せて読んでいただければ幸いです。コミカライズ版ならではの違ったおもしろさが、げへへへへ……。いや、これがお世辞じゃなくすごくおもしろいんですよ、とにかく原稿料、げへへへへ……。坊主丸まる儲もうけ……げへへへ。


    　本当に問題になりそうなので、もうやめます！　本当にみなさまに楽しんでいただきたい一心で書いただけの話で、まったく本心ではないですよ！


    　次の巻「人生　第10章」で改めて心よりの謝しや辞じを述べさせていただければ幸いでございます！　それではまた次のあとがきで！

  


  
    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    Ｓｋｙこうた


    ぶるがりあ


    鐵てつ路ろ


    桜さくら井い真ま優ゆ


    バイキング


    越こし川かわ尚たか裕ひろ


    匿名希望


    星ほし神がみ家けの一いち族ぞく


    雄ゆう飛ひ


    やんバタ


    ヴィヴィリアニ

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagish


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、プロフィールの一部に爆弾の製造方法が記載されていたためボツとなってしまいました。やむをえずスペインのことわざを掲載します。


    「カラスを育てれば目をえぐられる」


    この言葉を肝に銘じ、今後は爆弾の製造方法がわからないプロフィール作りを心がけます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第９章
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